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独占欲強めの王太子殿下に、手懐けられました

わたし、偽花嫁だったはずですが！
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「お前、俺と組まないか？」

　目の前にいるアーベルは、たしかにフィリーネにそう言った。思いがけない申し出に、フィリーネは目をしばたたかせる。

　アーベルの花嫁選びに参加するという名目で訪れたアルドノア王国。けれど、フィリーネの目的は花嫁の座にはない。

　フィリーネが、参加を決意したのは、祖父の代からの悲願を達成するため。アーベルの妃という地位に興味のないフィリーネは、彼にとっては好都合な相手であるのかもしれない。

「――というわけで、お前、俺の『花嫁』になれ。三か月でいい」

　アーベルの申し出は、少しばかり勝手なものでもあった。だって、この国に集まっている令嬢達は、皆、彼の妃に選ばれることを願っている。

　結婚生活に夢を抱いていない彼の目的は、「国のためになる伴侶を選ぶこと」だ。そのために、余計な感情は不要なのだという。

　もし、フィリーネみたいなぱっとしない娘が、アルドノア王国の王太子の『花嫁』――というか、『お気に入り』なったとしたら。

　周囲の人達の目は、いっせいにフィリーネに向けられることになる。

　だから、彼からの申し出は、フィリーネにとっても想定外の幸運であった。

　――このレースを身にまとえば、恋をかなえることができる。

　長い間修業を積んだ職人達が、丹精込めて作り上げたレースに、フィリーネはそんな謳い文句をつけた。

　アーベルの心を射止めたフィリーネのまとうレースに、女性達が興味を持ってくれたなら――。

　けれど、恋をかなえるレースを身にまといながらも、フィリーネの恋はかなわない。

　そんなの、最初からわかっている。

　共に自分の国の未来を考える者として、アーベルはフィリーネに手を差し出し、フィリーネは差し出された手を取った。それだけのこと。

　この恋は、見せかけ。

　この恋は、契約。

　時が来たら、フィリーネは湖の美しい国に帰る。

　だから――どうか。

　祖父母の悲願を果たすことができますように。
















第一章　貧乏姫が、王太子妃候補に選ばれた？













　アーベルが国王である父に呼び出されたのは、二十三歳の誕生日をもうすぐ迎えるある冬の日のことだった。

「お前が結婚しないというから、周辺諸国の令嬢達に招待状を出した。春になったら、皆がここに集まる。一番気の合いそうな女性を選ぶといい」

「――選ぶといいって、馬を選ぶんじゃあるまいに」

　アーベルは、どうも恋愛が苦手だ。

　そうなったのは物心ついた頃から、いずれはこの大国を背負うという自負があったからかもしれない。彼の頭の中にあるのは、自国をより発展させるためにはどうしたらいいのだろうということだけ。

　今まで彼に好意を寄せてくれる女性がいなかったわけではないが、どうにも気が進まないというかなんというか。言葉は悪いが、面倒だのひと言に尽きる。

「父上と母上がよさそうな女性を見繕ってください。どうせ、国のために一番いい相手を選ぶのが正解なんでしょう」

「まったく、お前ときたら――！　どうしてこうかわいげがなくなってしまったんだ」

　額に手をあてて父が悩ましいため息を吐いた。どうしてと言われても、かわいげがないと言われても困る。

　だいたい二十歳を過ぎたいい大人なのだから、かわいげなんてどこかに置いてくるべきではないだろうか。

「では、父上、そういうことで」

「こら、人の話は最後まで聞け――おいっ！」

　父の言葉は最後まで聞かず、その場からさっさと退散する。

　いずれ、結婚しなければならないだろうことは理解していた。だが、それが『今』だとは思ってもいなかったのだ。

「あと数年の間は、かわせると思っていたんだがなあ――」

　先ほどの父と同じように額に手をあて、ため息をつく。

　せめて二十五歳までは、なんとか引き延ばせると思っていた。まさか、周辺諸国の令嬢を集めて、花嫁選びをするなんて強硬手段に出るとは思ってもいなかったのだ。

（父上と母上は相思相愛だからな。俺に同じことを望まれても困るんだが）

　アーベルの両親は、政略結婚ながら息子の目の前でいちゃいちゃするのもはばからないほどに仲睦まじい。

　それはそれでどうかと思うこともあるのだが、ふたりが幸せならば息子としては文句を言うほどのことでもない。

　両親の仲睦まじさはひとまず置いておくとして、三か月もの間若い女性に囲まれるとなると正直なところぞっとする。

　できればそっとしておいてほしい。だが、どうしても逃げられないというのであれば、三か月後に――一番都合のいいというと相手に失礼だろうが――政略上メリットのある相手を選ぶしかないのだろう。
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「どうやって売り込むかが問題なのよねぇ……」

　城のバルコニーに椅子とテーブルを持ち出し、そこでレース編みにいそしんでいたフィリーネはため息をついた。

「やっと十分な数の品を提供できる見込みが立ってきたけれど、いきなり輸出したって売れるわけでもないし」

　編み途中のレースをテーブルの上に置き、手すりの向こう側に目をやる。真っ先に目に飛び込んでくるのは、半分凍った湖だ。

　この国の名前と同じ名を持つユリスタロ湖。フィリーネにとっては、生まれてから毎日見てきた光景だ。

　フィリーネの髪は、秋に実る麦の穂のような金色。そして、瞳は夏のユリスタロ湖と同じ綺麗な青だ。

　下唇を突き出して、前髪をふぅっと吹き上げてみる。そんなことをしたって、今の懸案事項が解決するわけでないのはわかっているけれど。

（今日は温かかったから、油断したかも）

　雪もだいぶとけてきたが、バルコニーで作業するのはまだちょっと早かったかもしれない。後悔しながらぶるりと身を震わせたその時だった。

　庭の方から、フィリーネを呼ぶ声が聞こえてくる。

「フィリーネ様、フィリーネ様、大変っ！」

「その声はヘンリッカね。庭にいるの？　階段からバルコニーに上がってらっしゃいな」

　このバルコニーには、直接庭と行き来することのできる階段がついている。その階段をばたばたと駆け上がってくる音がしてヘンリッカが顔をのぞかせた。

「こんなところにいたのね、大変よ！」

　一気に駆け上がってきたところで、ヘンリッカは両膝を手に置き、ぜーぜーと息をつく。ヘンリッカの髪の色は、フィリーネよりいくぶん淡い金髪。瞳の色は、琥こ珀はく色いろだ。

「大変、大変ってなにが大変なのよ？」

　ようやく呼吸を整えたヘンリッカは、ちょこちょことフィリーネの方に駆け寄ってくると、両手を取ってぶんぶんと振った。

「アルノドア王国から、フィリーネ様を訪ねて使者が来たの。王太子アーベル殿下の花嫁にフィリーネ様を迎えたいって」

「……はぃ？」

　ヘンリッカに両手を振り回されながら、フィリーネは奇妙な声を上げた。

　ユリスタロ王国は、山の中にあり、領土は狭く冬の間は雪に埋もれてしまうやせた土地が大半だ。今のところ主な産業といえば、観光くらい。はっきり言ってものすごい貧乏国だ。

　もともとエイディア大陸一の勢力を誇っていたというが、それは昔の話。三百年の間に領土はどんどん狭まっていって、今やこの湖の周辺だけを領土とする小さな国だ。

　フィリーネはこの国の王女、ヘンリッカは伯はく爵しゃく家の令嬢だ。そして、今、ふたりがいるのは王宮のバルコニー。

　一応高貴な身分のふたりなのではあるが、昔はともかく、現在のユリスタロ王国は全国民合わせても八百人くらいしかいない小さな国なので、王女といえどのほほんとしていられるわけではない。

　さすがに力仕事は免除されているものの、鶏に餌をやったり、ハーブ園の面倒を見たりと、よその国の王女様や貴族令嬢ならまずやらないであろう仕事もフィリーネに任されている。

　ちなみに、ヘンリッカの実家は伯爵家兼ユリスタロ王国一の小麦農家である。ヘンリッカも忙しい時季には畑仕事に精を出し、その合間に王宮に雑用を手伝いに来てくれているのだ。

　対して、隣接するアルドノア王国は、大陸一の勢力を誇る大国。その国の王太子が、フィリーネを花嫁に――なんて、ありえない。

「なにかの間違いじゃないの？」

「そんなことないって。フィリーネ様、そんなに悪くないし」

　ヘンリッカは、フィリーネの手を握りしめたまま笑う。フィリーネは頬を膨らませた。

「そんなに悪くないしって……一応、私、王女なんだけど」

「それを言うなら、私だって一応伯爵令嬢だわ」

「それもそうだけど。でも、なにかの間違いだと思うわ。真面目に考えたら、私をアルドノア王国の王太子妃になんてありえないでしょ」

「その話をしているなんて耳が早いね。フィリーネに招待状が届いたのは間違いじゃないよ」

「パウルス、あなたどこから湧いて出たの」

　ふたりの会話に、するりと紛れ込んできたのは、フィリーネのいとこであるパウルスだ。

　現王妃であるフィリーネの母親の弟の息子であり、侯こう爵しゃく家の令息である。とはいえ、彼もまた畑仕事の合間には狩りに精を出す猟師である。きっと、今日の獲物を城に届けに来てくれたところなのだろう。

「ほら、毎年春が来たら、アルドノア王国に大陸中の貴族達が集まるじゃない？　今年は、その時に妙齢の王女や貴族令嬢を連れてきてほしいって要請がアルドノア王国の方からあったんだってさ」

　アルドノア王国は、春から夏にかけての三か月の間は、周辺諸国との友好を深めるための期間としている。国の間のやり取りは年間を通して行われているものの、その期間は特に盛んなのだ。

　多数の有力貴族や王族がアルドノア王国に集まるということもあり、この時期は大陸中の国の交流が活発化する。各国の貴族や大使といった国の代表が、アルドノア王国で交流を持ったり、複数国間での懸案事項の解決にアルドノア王国の国王や貴族が手を貸したり。

　ここ百年ほど、戦がほとんど起こっていないのは、こうしたアルドノア王国の努力があってのことだとフィリーネも知っていた。

「そういえば、お父様もお母様も毎年この時期にはアルドノア王国から招待されて訪問していたわね」

　まるまる三か月アルドノア王国に滞在する必要もない。他国の代表達は三か月ほど滞在しているものの、フィリーネの両親が滞在するのはせいぜい一週間だ。

　馬車で一日あればアルドノア王国の都に着いてしまうので、必要があればすぐ向かうことができる。それに明確な目的があってアルドノア王国を訪問するのではなく、どちらかというと周辺諸国の王族や貴族と顔をつないでおこうという意味合いの方が強いので、顔合わせをしたらすぐに戻ってきてしまうのがいつものことだ。

「正確に言うと、フィリーネを王太子妃に、じゃなくてフィリーネを王太子妃候補のひとりとして招待するので王宮に滞在してくれないかという申し入れだったよ。なんでも、アーベル殿下は結婚願望皆無でさ。近隣諸国の王族貴族の女性を集めて、その中から王太子妃を選ぼうって話らしい」

　どうやら、フィリーネがアーベル王太子の妃に選ばれたのではなく、アーベル王太子の妃候補としてアルドノア王国に招待されたというのが正解のようだ。

　アルドノア王国の王太子アーベルは、今年で二十三歳になったという。フィリーネが十八歳になったところだから、五歳年上ということになる。

　そんな彼は、二十三歳になる現在まで浮いた話がなにひとつない上に、結婚にもあまり興味を示していないらしい。

　息子がこのままでは一生独身だと不安になったアルドノア王夫妻は、周辺諸国の独身女性、王族、それに準じる高位貴族の令嬢達に招待状を送ったのだそうだ。

　手っ取り早く手紙の内容を説明すれば、『アーベルと親交を持つ機会をつくるので、どうか彼の心を射止めてくれ』ということになる。

　これから三か月の間、アルドノア王国に滞在し、誰がアーベルの心を射止めるのか、女の戦いが繰り広げられるというわけだ。

「おかしいとは思ったのよ、私を王太子妃になんてありえないもの」

「でも、間違いでもなかったでしょ。王太子妃候補に選ばれたんだもの」

　ヘンリッカはむぅっと膨れた表情になった。膨れられても困る。

「なにが選ばれた、よ。周辺諸国の王族貴族の独身で妙齢の女性すべてに招待状を送ったのでしょ。それなら、私に話が来てもおかしくはないわよ――まあ、私はこの国の王位継承者だから、簡単に国外には嫁げないけど。私に送ってこないってわけにいかなかっただけでしょ」

　現在エイディア大陸には、アルドノア王国、それからフィリーネとヘンリッカの故郷であるユリスタロ王国を含め、大小二十以上の国がひしめき合っている。

　各国から選りすぐりの高貴な身分の美少女や美女がやってくるわけで、フィリーネが太刀打ちできるとも思えない。

「――これから、忙しくなるし……そんなものに行ってる場合じゃないんだけど、お断りしたら角が立つわよねぇ」

　もうすぐ完全に雪がとける。そうしたら、この国の人々は大忙しだ。畑を耕し、作物を植えつけ、それから冬の間封鎖していた家だってきちんと整備しなければならない。

　フィリーネも、あちこち駆け回ってできる仕事にはどんどん積極的に手を出していくつもりだ。アルドノア王国でちゃらちゃら着飾って遊びながら王太子の相手をしている時間なんてない。

（どうやって、断ろうかしら……農業が忙しいって理由じゃきっと断れないわよねぇ……）

　芋の植えつけが忙しいので――なんていうのが理由にならないことはフィリーネにもわかる。だが、今、ユリスタロ王国の王族は現国王と王妃であるフィリーネの両親と王位継承者であるフィリーネだけ。両親はいとこ同士の結婚であり、母方のいとこであるパウルスも曾祖父の代までさかのぼれば王族だ。そんな事情で彼も王位継承権は持っているものの、厳密な意味では王族に含まれない。

　そんな状況の中、王族全員で王宮を留守にするのはまずいだろう。これを口実に断ればいいのではないだろうか。

　だが、最初から断る理由を探しているフィリーネの背中を勢いよく押したのは、パウルスの言葉だった。

「悪い話じゃないと思うよ。だって大陸中から、選りすぐりの美女と美少女が集まってくるんだよ？　『三乙女のレース』を売り込むのにいい機会だと思わないか？」

「あ、そういう考え方もあるわね……」

　フィリーネは真顔になって考え込んだ。

　ユリスタロ王国は、冬の間、ほぼ完全に雪で閉ざされてしまう。大陸でも北の方に位置する国なので、雪で閉ざされてしまうのは当然なのだが、はっきり言えばこの国は貧乏だ。

　昔のような権勢を取り戻す必要はない。だが、どうにかしてこの状況を変えられないかと立ち上がったのは、フィリーネの祖父母だった。

　フィリーネは亡き祖父母へと思いをはせる。

　祖父は、今後の国のことを考え、特産品をつくるために見込みある若者達を周辺諸国に留学させた。国外から嫁いできた祖母は、最初は慣れない土地で苦労したらしいが、祖父の願いを知り、嫁入りの時に持参した宝石をすべて売り払って、若者達の留学費用をねん出したそうだ。

　彼らが国に持ち帰ってくれたのは、精緻で美しいレースを作る技術だった。レースといっても糸を編んで作るもの、織って作るもの、また、布の縦糸と横糸を抜き、空いた空間に刺し繍しゅうをほどこしていくものなど様々な技法がある。最終的に特産物として選ばれたのは織りの技法を用いるボビンレースだった。

　さらに国内で絹糸から生産するために、貧しい土地でも比較的育てやすい桑の木を育て、蚕を飼育する技術も東方の国に人をやって学ばせた。

　そうやって努力を重ね数十年がかりでようやく形になった技術だ。ここ数年、一般に流通させるだけの数を確保できるようになってきたものの、販路の確保に苦戦している。祖父母の意志を継ぎ、悲願を実らせたいとフィリーネも強く願っていた。

「そうね、パウルスの言うことにも一理あるかも」

　王宮に、大陸中の美女美少女――国に帰れば多大な影響力を持っている――が集まってくるのだとすれば、自国の産業を売り込むいい機会ではないだろうか。

　たとえば、花嫁に選ばれた令嬢に売り込んで、結婚式にこのレースを使ってもらうとかすれば、人気が出ること間違いなしだ。

「――行きましょう、ヘンリッカ」

　がぜんフィリーネはやる気になった。王太子妃の地位はどうでもいいが、祖父の代からがんばって形にしてきた特産物を売り込む機会はつくりたい。

「パウルス、椅子とテーブル片づけておいてくれる？　お父様とお母様に相談してくる！」

　そう口にした時にはもう走り始めている。さすがに王族が一度に王宮を留守にするのはまずい。両親と相談して、いい手を考えなければ。

「フィリーネ様、先走りすぎですって！　廊下は走ってはいけませんー！」

　勢いよく部屋の中に飛び込み、その勢いのまま廊下に飛び出し、全力疾走するフィリーネの後を、慌てたヘンリッカが追いかける。廊下の掃除をしていた使用人達が、びっくりしたようにふたりを見ていた。




　そんなやり取りがあってからひと月ほどが過ぎた日のこと。フィリーネとヘンリッカは、アルドノア王国に向かう馬車に乗り込んでいた。

　フィリーネ達が王宮へ行こうと話したあの日よりいっそう春めいた陽気になっているけれど、まだ少し肌寒い。ふたりの膝には、防寒用の膝掛けがかけられていた。

「他の国のお姫様達の間に入って、浮かないか心配よねぇ……」

「大丈夫、フィリーネ様だってそんなに悪いわけじゃないから」

　ヘンリッカはずけずけと言い放ち、フィリーネは視線を落とす。

　結ったり肩から背中に流したり、その日の気分で髪型を変えているふわふわした髪は、艶々していて悪くはない。ぱっちりとした大きな二重の目は、晴れた日のユリスタロ湖と同じ綺麗な青。これも悪くない。

　それから、ちまっとした鼻に小さな口が、卵形の顔の中にまあまあバランスよく配置されている。

　不細工というほどでもないけれど、目立つ美人というわけでもない。よくいって、中の上、上の下というところだ。より正確さを期すならば、中の中、だとフィリーネ本人は思っている。

「そうね、そんなことより『三乙女のレース』の販路を確保する方が大切だものね。別に王太子妃狙いってわけじゃないんだし」

　フィリーネの手が、膝掛けの縁に飾られているレースを撫でる。このレースは、フィリーネとヘンリッカがそれぞれ編んだものだ。

　なにしろ、人口が八百人くらいしかいない小さな国なので、王女様や伯爵令嬢といえど、こうした手仕事は欠かせない。

　ふたりとも料理もできるし、裁縫もできるし、掃除だって問題ない。城の窓ガラスを磨く作業だって任されるくらいだ。

　今はふたりとも脇に置いてしまっているが、馬車の中にもしっかりレース編みの道具を持ち込んでいる。暇さえあれば手を動かしているふたりなのだ。

「……販路、見つけることができればいいけれど」

　ふぅっとヘンリッカがため息をつく。

「それをどうにかするのが私達の仕事でしょ」

　フィリーネはそう言ってみたが、実際のところ彼女も自信なんてない。どうにかして販路を――と意気込んではきたものの、生まれてから一度もユリスタロ王国を出たことなんてない。

　今回、アルドノア王国の招待を受けるにあたり、侍女も従僕も連れていかないというわけにはいかずフィリーネは困ってしまった。

　他の国の令嬢達みたいに、身だしなみを整えたり話し相手を務めたりお茶を入れたりといった相手役という意味での侍女は、ユリスタロ王国には存在しない。自分のことは自分でするのが当たり前。

　他国から自国に賓客を招いた時、正装に身を包む必要があるが、その時だけ誰かに手を貸してもらうというのが基本だ。

　両親が国外に出かける時には城の侍従長と侍女頭を連れていくが、ふたりは父の秘書と母の秘書でもあるのでフィリーネが連れて出てしまうわけにはいかない。

　結局、ヘンリッカに侍女としてついてきてもらうことにした。従者役を頼んだのはパウルスだった。このふたりなら気心も知れているので一緒に来てもらえば心強い。

「ねえ、もうすぐルディンに着くよ？」

　御者台からパウルスが振り返る。彼にとっては、これはちょっとした旅行気分らしい。ヘンリッカとは恋人同士というか婚約者同士なので、休みの日には都のルディンで羽を伸ばすつもりなのだろう。

　パウルスの言葉に、フィリーネはふっと気を引きしめ、馬車の中で背筋を伸ばした。

「とにかく――ええ、とにかくまずは、王女らしく振る舞いましょう。マナーは昔おばあ様が叩き込んでくれたから大丈夫……なはず」

　ここに来るにあたり、皆、精いっぱいの支度を整えてくれた。だから、なんとしても役目を果たさないといけないのだ。

「……では、フィリーネ様。まず、私達のなすべきことは」

　フィリーネの決意が伝わったみたいで、ヘンリッカもいつもとは口調を変えてくる。

「女性の衣服の観察よ！　レースを売り込みたければ、それを最高に美しく見せるためのドレスが必要だもの！」

　馬車は都の門をゆっくりとくぐってルディンに入った。門を通り抜けたとたん、フィリーネもヘンリッカも、周囲の喧騒に目を奪われた。

　大通りは、たくさんの人が行き来している。この大通りだけで、ユリスタロ王国の総人口と同じくらいの人数が行き来しているんじゃないだろうか。

　それぞれの店の前には、華やかな看板や大きな旗が立てられていて、往来する人々の目を引こうと懸命になっている。

　それに馬車の数も全然違う。進行方向左側を進行すると決められているから、道の真ん中で正面からぶつかり合うなんてことにはならないが、とにかくひっきりなしに馬車がやってきては去っていくのだ。

「すごいわねぇ……」

「ねえ、フィリーネ様、あの店のドレスすごくかわいい！」

「素敵ねえ。アルドノア王国って、流行の最先端でもあるのね」

　ヘンリッカが店先のウィンドーに飾られているドレスを指さす。どうやら、あの店は仕立屋のようだ。ウィンドーに飾られているドレスはたぶん、今の流行なのだろう。美しいドレープを描くスカートには、遠目にはシルクと見える花飾りがたくさんあしらわれている。

「本当、うちみたいな貧乏国とは大違いだわ――ごめんなさい。大違いですね」

　うっかり、ヘンリッカがいつもの口調に戻ってしまった。生まれた時からの友人なので侍女として振る舞うのはなかなか難しいみたいだ。

「あなたが侍女らしく振る舞うのもそうだけど、私が王女らしく振る舞うのもなかなか難しいと思うわ、きっと」

　今日は城に入って、そのまま自由時間だ。明日になったら、城に滞在している令嬢全員を集めての華やかな園遊会が開かれると事前に聞かされていた。

「肖像画見せてもらったけど、アーベル王太子ってものすごくかっこいいですね。会うの楽しみ！」

「そんなことばかり言ってると、パウルスに告げ口するわよ」

「それはだめですってば！」

　ヘンリッカははしゃいでいるものの、フィリーネの胸の中は不安でいっぱいだった。

（……うまくやることができたらいいんだけど。おじい様の代からの悲願だもの）

　これから先、民の生活を安定させることができるかどうかはフィリーネの肩にかかっていると言っても過言ではない。

　こうやって華やかな光景を見たら、たしかに少しはうきうきしてくるけれど、それよりは肩にのせられた責任の方がはるかに重く、親友といとこを連れてきていても不安を感じないわけにはいかなかった。

　今回、フィリーネは両親の名みょう代だいという名目でアルドノア王国を訪問することになっている。例年は一週間ほどの滞在だが、今回はレースの販路を確保できるまでとどまるつもりだ。できれば最終的に決定した王太子妃に、商品を売り込めればもっといい。

（でも、ヘンリッカとパウルスがいてくれるから……大丈夫よね、きっと）

　自分に懸命にそう言い聞かせる。

　ヘンリッカもパウルスも子供の頃から一緒に育ってきた。ふたりがいてくれるのなら、これから先、どんなことだって乗り越えていけそうな気がする。

　明日の園遊会で着るためのドレスは決めてあるが、それはフィリーネにとって昼用のドレスの中で一番いいものだ。

　それから、近々行われるであろう舞踏会のためには、夜用のドレスの中で一番いいものを用意してある。

　もともとそれほどたくさんの衣服を持っているわけでもないので、それ以外の選択肢はない。その先、様々な場で着るためのドレスは、他の女性達がどんな衣装を着ているか見てから手持ちのドレスを仕立て直して用意するつもりだった。

　フィリーネ達の城には、専用の裁縫係なんていない。一年に一度、国外から仕立屋を招いて一年分まとめて仕立ててもらう。あとは、自分達で古い衣服を仕立て直したり、一から仕立てたりしてまかなう。

　だいたい、素敵なドレスを仕立てても着ていくところなんてないので、わざわざ仕立屋を招いて仕立てるのも、国外からの賓客を迎える時のためだったり、国外の式典に招待された時のためだったりなので、年に一度で十分なのだ。

　今回、母や祖母が若い頃着ていたドレスを含め、王宮に保管されているドレスの中でも品質のいいものを持ってきたが、流行遅れもいいところだ。それらのドレスを今の流行に合わせて仕立て直して、それから三乙女のレースで飾るつもりだ。

　そのレースに、女性達の目を引きつけることができれば、どうにか販路を確保できると思う。

　実際、何年もの間、皆が研究を重ねてきたレースはとても素晴らしい出来だ。だから、誰かひとりの目に留まりさえすれば、きっと欲しがる女性が出てくると思うけれど――その誰かひとりの目に留まるというのがすごく難しい。

　たとえば、デルガド王国にはライラ姫という妙齢の美しい姫君がいる。ライラが気に入ってくれれば、デルガド王国の女性達の間で流行するだろうと期待して、フィリーネの父の側近である侯爵が、昨年レースの売り込みに行ったのだが失敗してしまった。

　たしかに美しいレースだが、値段と品質が折り合わないと拒否されたそうだ。それを聞けば、これからの売り込みがますます不安になってくるけれど……。

（……考えていてもしかたないわね。とにかく、三か月の間しっかりやるしかないんだから）

　フィリーネが改めて決意を固めた時には、馬車は大通りを離れ、城の門をくぐろうとしているところだった。馬車がゆったりと停止し、衛兵が身もとを確認しにやってくる。

「ユリスタロ王国フィリーネ王女殿下、侍女のヘンリッカ、それと従僕のパウルス。以上三名でよろしいですかな？」

「ええ。ありがとう――荷物は、従者のパウルスが運んでくれます」

「では、どうぞ中にお入りください」

　衛兵が手もとに持っている書類と、フィリーネが差し出した書類を照らし合わせ、問題がないと判断したところで通る許可を与えられた。

　馬車から降りたのは、城内の一角だった。フィリーネ達と時を同じくして、到着したらしい他の女性に目が行く。

　彼女は、渦巻く豪奢な金髪を、真っ赤なリボンで束ねていた。ドレスの色も、強烈な赤。とても派手なのだが、彼女の美しさを最大限に引き出す仕立てで、よく似合っている。

　馬車の紋章から判断すると、彼女はライラ・バルヒェット。昨年レースの売り込みに失敗したデルガド王国の王女様だ。

　ライラは三人の侍女を連れ、荷物も多数持ってきているようだ。フィリーネも仕立て直すドレスは山のように持ってきたけれど、トランクの数と大きさから判断すると彼女はその三倍くらいの数を持ってきているように見える。

（……なるほど、あれだけの荷物を持ってきているのなら、侍女もひとりでは足りないというわけね）

　その他に数名の侍従らしき男が付き添っていて、大量の荷物を手際よく運び込んでいく。

「……我が家の馬車が、急にみすぼらしく見えてきました」




　長期間王家の馬車を持ち出すわけにはいかなかったので、今日ここに来るまでパウルスが御してくれた馬車は、ヘンリッカの実家から借りたものなのだが、立派な馬車を見たヘンリッカはしゅんとしてしまった。

「いいのいいの。そんなこと気にしていても始まらないでしょ」

　と、ヘンリッカを慰めたものの、実をいうとフィリーネも身の置きどころがないように感じている。

　馬車の大きさも、それから造りも全然違う――どうりで、昨年侯爵がレースの売り込みに行った時、あっさり追い返されたはずだ。わかってはいたが、国力の差を改めて突きつけられて落ち込んだ。

　フィリーネの方を見てふっと笑ったライラは、侍女達の方になにか言うなり、それきりこちらを見向きもせずに行ってしまう。

「――笑った！　フィリーネ様、あの人、私達のこと鼻で笑った！」

　ヘンリッカが、フィリーネの袖を引っ張った。どうやら、笑われたのがよほどこたえたようだ。

「いいから、気にしないの……さあ、行きましょ」

　気にしたって始まらない。ヘンリッカの背中をとんとんと叩いてなだめてやる。

　それから、フィリーネはパウルスの方を振り返って素早くささやいた。

「荷物、任せちゃってごめんなさい」

「大丈夫、わかってる。今の僕は従僕だからね」

　いつもなら、トランクのひとつやふたつ自分で運ぶが、ここに来たらそんなわけにもいかない。申し訳ないなと思いながら、ヘンリッカとパウルスに任せて、フィリーネは長い廊下を歩き始めた。

　廊下の天井は高く、そこには精緻な絵が描かれている。床には、全面赤い絨じゅう毯たんが敷き詰められていた。アルドノア王国は平地にある分、ユリスタロ王国より早く春が来たようだ。日当たりのいい廊下はぽかぽかとしていた。幅の広い廊下の窓はところどころステンドグラスになっていて、そこから赤い絨毯の上にやわらかな光が注いでいる。

　直射日光の差し込まない位置にかけられている絵は、代々の国王一家の肖像画だと思われる。

　若かったり、年を取っていたり、威厳のある立派な衣服に身を包んでいたり、華やかなドレスをまとっていたり。王族達を描いた絵の中には、きらびやかな鎧をつけ、こちらを睨みつけている若き王子の絵もある。

「すごいですねぇ……」

　感心したように絵を見つめてヘンリッカがつぶやいた。それから、彼女は一枚の絵を示す。

「ほら、あれがアーベル王太子殿下ですよ」

「……顔は知っているわ。肖像画をいただいたもの」

　アルドノア王国に来るにあたり、フィリーネにはアーベルの肖像画が渡された。一応ちらっと見るだけは見たが、あまり興味がなかったので、見たのはその時一度だけ。

　今、改めてよく見てみると、肖像画が必要以上に美化しているのでなければという前提条件付きで、顔立ちは整っていると思う。黒い髪も、怜れい悧りそうな黒い瞳も魅力的だ。通った鼻筋もすっきりとしているし、少々薄めの唇も形はいい。

　黒い髪は無造作に額に落ちかかっていて、整った容姿に野性味を加えていた。

　――が、そんなものフィリーネにとってはなんの役にも立たない。

　王太子妃の位を取りにきたわけではなく、レースの販路を見つけるのが目的なので、あまり不必要なところには首を突っ込まない方がいいのではないかという気もする。

「とても、カッコイイと思いますけど」

「ヘンリッカ、僕の前でその発言はどうかと思うんだけど？」

　はいはい、とヘンリッカがパウルスをいなす。このふたり、幼い頃からの仲良しということもあって、婚約してからもずっとこんな調子だ。決まった相手のいないフィリーネはちょっとうらやましく思う。

（……遠くから見ている分には素敵なんだろうなー、お近づきになるのは遠慮したいけど）

　と、絵をじーっと見つめていたら、ヘンリッカが自分のことを棚に上げてフィリーネを急かしてきた。

「見とれている場合ではないわ、フィリーネ様。私達の部屋は南の客室、〝ヤグルマギクの間〟ですって」

「あら、それは幸先いいわね。ヤグルマギクの花言葉ってたしか『幸運』って意味だったでしょ」

　ひとつの花がいくつも花言葉を持っているのは、よく知られているが、ヤグルマギクの花言葉には『幸運』も含まれていたはずだ。これから先、幸運を味方につけなければいけないのだから、その花言葉を持つヤグルマギクの名がついた部屋に通されたのはとても幸先がいい。

　通された部屋に入り、フィリーネもヘンリッカも思わず声を上げてしまった。

「これ、客室よね……じゃなかった、客室ですよね……」

「ええ、そのはずよね……一人ひとりにこんなに贅沢な部屋を与えてるのかしら」

　フィリーネが通されたヤグルマギクの間は、広い一室だった。足が埋もれてしまいそうなほどにふかふかの絨毯が部屋中に敷き詰められている。

　クローゼットは、フィリーネが持ってきたドレスすべてをつるしても、まだ半分も埋まらないほどに広い。

　飾り棚と暖炉が壁の一面を占め、部屋の反対側には立派なベッドが置かれている。天てん蓋がいからは、どっしりとした紺の布がつるされていた。ヤグルマギクという花の名前を意識したのか、窓にかけられたカーテンはやわらかな青だ。

　全体的に落ち着いた色調で整えられていて、とても居心地がよさそうな部屋だ。そして、小さな部屋がふたつついていて、そこに侍女が宿泊するらしい。

「どっちの部屋にもベッドが二台ずつあります。片方を私が寝室として使わせてもらいます」

　侍女部屋の様子を確認しに行ったヘンリッカが戻ってきた。

　女性の使用人は、夜中に主の部屋に呼ばれることもあるからすぐそばの部屋に入るそうだ。従僕達は従僕達でまた別に部屋が用意されているという話だった。

　ふた間ついていて、ベッドが二台ずつあるということは、侍女は四人まで連れてきて大丈夫だったということか。そんな人数を連れてくる予定もなかったけれど。

「ヘンリッカの寝室じゃない方を、僕の控室にしていただけるとありがたいな。他の従僕達は廊下で待たされるんだって」

「……あなたがそこで控えているとも思えないけど」

　たぶん、パウルスはあちこち動き回って販路を確保するための情報収集にいそしむだろうし、そうしてもらった方がいい。馬車を動かす時にはパウルスに来てもらう必要があるかもしれないけれど、フィリーネは自分で馬車を御することもできる。

　パウルスを連れてきたのは、建前上の問題も大きいのだ。あとは、ヘンリッカと長期間遠距離恋愛させるのは気の毒だと思ったから。なにせ、本国にいる時は毎日顔を合わせているのだから、フィリーネの都合で引き離すのは申し訳なかった。

「建前は必要だろ、建前は！」

「……そうね。じゃあ、ヘンリッカ。あなたどちらの部屋を使うか選んできて。そして、使わない部屋をパウルスの控室にしましょう。それから明日の園遊会に着るドレスを手入れして……裁縫室の場所も確認しないとね」

　フィリーネの言葉に、目の前の豪華な光景に目を奪われていたヘンリッカが我に返って動き始める。

「私、裁縫道具を出してきます。あと、アイロンも。今日のうちにドレスの皺をとっておかないといけませんから」

「じゃあ、僕は他の従僕達とおしゃべりしてくるよ。馬車の手入れをしながらね」

　それぞれに役割を分担して忙しく動き始める。フィリーネ達の計画は、まだ始まったばかりだった。




　翌日は、とてもいい天気だった。

　ピンクの園遊会用のドレスを着たフィリーネは、こっそりと窓から庭園に目をやる。気の早い令嬢達が、庭に集まり始めていた。集合時間まで、まだ一時間もあるというのに。

「……皆、なんであんなに早く集まっているのかしら」

「そりゃ、アーベル殿下が挨拶に来た時、目につく位置にいたいからですよ。まずは顔を覚えてもらわないといけないでしょう」

　フィリーネのつぶやきを耳にとめたヘンリッカがくすりと笑う。

「誰がどこに立つか、指示されていないの？」

「求められているのは、アーベル殿下を射止めたいという気概ですからね。いちいち立ち位置の指示までしないそうなので、皆必死です」

　うわぁお、とフィリーネは口の中でつぶやいた。もし、アーベルの目に留まりたいと思ったなら、集合時間の一時間前から場所取りしないといけないのか。

（……私は、遠慮しておこうっと。それよりは令嬢達の真ん中にうまく入り込まなきゃ）

「私のドレス、今の流行からしたらちょっとフリルが多いかしら」

「フリルの多さのわりにスカートは細身かもしれませんね。でも、国によって流行って違いますしね。許容範囲だと思いますけど」

　フィリーネに並んで令嬢達を観察し始めたヘンリッカは、野鳥観察用の双眼鏡を標準装備しているようだ。今、観察しているのは、野鳥ではなくて、令嬢達だけれど。

「ええとですね……あの北側にいる女性の、ライラック色のドレス素敵じゃないですか？　ほら、レースの襟の」

「なんであなた双眼鏡なんか持っているのよ」

「あら？　だって、遠くからも観察する機会はあった方がいいでしょう。ほら、フィリーネ様の分はこれです」

　双眼鏡を持ってきていればよかったなと思っていたら、ヘンリッカはフィリーネの方に双眼鏡をもうひとつ差し出した。双眼鏡のことまでは考えてもいなかったので、ヘンリッカのやり手ぶりに感謝しながらフィリーネも双眼鏡をのぞき込む。

「ありがとう！　ライラック色も悪くないけれど……そこから少し離れたところにいる方の派手な黄色のドレスはどう？」

「あれはいけませんよ、派手すぎてフィリーネ様には似合いません」

「そうじゃなくて、袖口のレース。あんなふうに重ねたら素敵だと思って」

「袖口のレースは参考になりますね……でも、腰のサッシュは検討が必要ですね。あのくらい太いものが今の流行だとすると、手持ちのドレスのサッシュじゃ細いです。街に出て、サッシュ用の布を買う必要が出てくるかも」

「おばあ様の時代には太いサッシュが流行してたはずよ。おばあ様のドレスの中に使えるものがあるかも」

　窓からこうして皆の着ているものを観察するのはとても楽しい。夢中になっているふたりの横で、やることのないパウルスはお茶係を買って出てくれた。

「僕、ドレスのことはわからないから、お茶を入れておくね。たぶん、フィリーネは食事をする余裕がないだろうから、なにかお腹に入れておいた方がいいし」

「パウルス、言葉遣いには気をつけて。今のあなたはフィリーネ様のいとこじゃなくて、従僕なのよ？」

「はぁい」

　パウルスとヘンリッカのこういうやり取りを聞いているのも楽しいけれど、そろそろ準備をしなくては。

　パウルスが厨房から持ってきてくれたサンドイッチをつまみ、お茶にたっぷりミルクと砂糖を入れて飲むと気合が入ったような気がした。

「――行ってくるわ！」

　宣言して、勢いよくフィリーネは立ち上がった。

　別にアーベルの目につく位置に行く必要もない。大切なのは、これからの園遊会、それから一週間後の舞踏会で今の流行を確実に学ぶこと。そのため、集まっている令嬢達のドレスがよく見える場所につくつもりだ。

　フィリーネが庭園に出たのは、集合時間の十五分前だった。もうほとんど全員そろっていたようで、かなり出遅れた感じだ。ちらりとヤグルマギクの間のあたりを見たら、きらりと双眼鏡のレンズが反射するのが見えた。

「もっと早く出てくるべきだったわ」

「どうにかして、アーベル様の目に留まりやすい位置に行かなくては」

　どの令嬢かはわからないが、出遅れたらしい令嬢達がひそひそとささやき合っていて、そんな焦りの声がフィリーネの耳に届く。集まった令嬢は五十……いや、もう少しいるだろうか。

（あの人の帽子は素敵。それから、その隣の人は……スカートのフリルが華やかね）

　フィリーネのドレスは、たぶん、この令嬢達の中では一番地味だ。アーベルの目に留まりたいわけではないので、なるべく目立たないところでこそこそと観察を続けることにする。

　やがて登場したアーベルに、集まった令嬢達の間から悲鳴に似た声が上がる。

（……皆、ものすごい勢いね……）

　フィリーネは素直に感心した。

「皆、よく来てくれた。こうして、皆に会うことができてとてもうれしい。短い期間ではあるが、わが国での滞在を楽しんでほしい」

　令嬢達の熱気と比較すると、あきらかにアーベルの方は、温度が低い。国王夫妻が心配したのもよくわかる。

　あっという間に彼は、令嬢達に囲まれてしまった。皆、アーベルの注意を自分に引きつけようと懸命だ。今日は、鮮やかな緑の上着を着ているアーベルは、自分になにが似合うのか、たぶんよくわかっているのだろう。令嬢達の熱気にも、驚いた様子も見せない。

　ちらりと横に目を向ければ、テーブルの上にはおいしそうなお菓子が山のように出されているのに、誰もそちらには見向きもしなかった。

（これなら、サンドイッチつまんでくる必要もなかったかも）

　フィリーネはするするとそのテーブルに近づいた。

　令嬢達の観察を続けながらも、頭の中は持参したドレスと他のドレスを組み合わせるので大忙しだったので、甘いお菓子でひと息つきたい。

「飲み物をいただけるかしら？」

　テーブルの傍らに立っていた使用人ににっこりと微笑みかけて、香りのよいお茶のカップを受け取る。それから、手を伸ばしてひと口サイズのケーキをつまみ上げた。

「ん、おいしい！」

　ユリスタロ王国にももちろん甘いお菓子はあるが、ここまで洗練された味ではない。やわらかなスポンジに、しっかりと甘いのにしつこくないクリーム。上にちょこんとのせられたチョコレートがちょうどいいアクセントだ。

「はー、幸せ」

　ついでなので、今度はクッキーに手を出した。キャラメルクリームが練り込んであって、甘みだけではなくてちょっと苦みがあるのもいい。

　それからチョコレートとバニラ、二種類の生地を市松模様に合わせて焼いたクッキーに手を伸ばしたところで、誰かに見られているのに気がついた。

「ん？」

　どこから視線がきたのかと見回せば、並んだ令嬢の向こう側からこちらを見ているのは、本日の主役アーベルだった。

　クッキーに手を伸ばしかけた間抜けな姿勢のまま彼と目を合わせ――それから、フィリーネはなにも見ていないふりをして、そのままクッキーをつまみ上げ、ぱかりと大口を開けて口の中にほうり込んだ。

　口の中でクッキーがほろりと崩れ、チョコレートとバニラの香りが口内に広がる。後から上品な甘さとバターの香りが追いかけてきて、フィリーネは笑顔になった。本当に、おいしい。さすが大国。この城はいい菓子職人を抱えているようだ。

「このお菓子、お部屋に持って帰れるのかしら」

「残り物は使用人がいただきますが、お気に召したようでしたら、厨房から同じものをお部屋に運ばせますよ、お嬢様」

　テーブルのそばにいる使用人が、フィリーネの独り言に返してくれる。

「本当？　うれしい。国から連れてきている友人――じゃなかった侍女にも食べさせてあげたいの。あと従僕にもよ。ケーキもクッキーもすごくおいしいんだもの！」

　こんなにおいしいお菓子を食べる機会は滅多にないので、パウルスとヘンリッカにも食べさせてあげたい。

「ええと、そちらはチョコレートパイ？」

「さようでございます」

「私、好きなの。ひと切れいただけるかしら？」

　気がついたら、お菓子のテーブルに張りついているのは、フィリーネだけ。

　皿に取り分けてもらったお菓子を堪能しながら皆の服装を観察しているうちに、園遊会は終わりを迎えていた。
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　園遊会に出る支度を整えながら、アーベルはため息をついた。結局、両親は令嬢達の招待をあきらめなかった。

　まずは歓迎の園遊会だ。

　挨拶のためにアーベルが登場しただけで、令嬢達の視線が一気にこちらに突き刺さる。色鮮やかなドレスを着た彼女達は、たしかにとても美しい女性ばかりだった。

（嫌というわけじゃない、ただ――なんの目的もない集まりは苦手だ）

　それでも、生まれてこのかた培ってきた万能の微笑みで令嬢達の相手をしていたら、ひとりだけ彼のそばには来ず、菓子のテーブルに張りついているのが目に入った。

（あいつ、なんであんなところにいるんだ？）

　全員の肖像画を確認し、名前と、生い立ちについて記されたリストは完璧に頭に入っていた。アーベルは、頭の中でそのリストをめくって、目指す相手を見つけ出す。

（ユリスタロ王国の、フィリーネ・ヴェシサーリ――だったな）

　かわいらしい園遊会用のドレスは彼女に似合っているが、多少流行遅れなのは、たぶん、ユリスタロ王国があまり裕福ではないことと、こちらの流行が少し遅れてユリスタロ王国に届くからだろう。

　アーベルの視線に気づいた彼女は、クッキーの皿に手を伸ばしかけた姿勢のまま固まった。見つめ合っていたのは、十秒くらい、だろうか。

　先に目をそらしたのは、フィリーネの方だった。

（――って、まだ食うのか！）

　思わず心の中で叫んだ。

　フィリーネはアーベルが見ているのも気にせず、ぱかっと大口を開けてクッキーをほうり込んだのだ。それどころか、テーブルのそばに控えている使用人になにか話しかけたかと思ったら、次は皿にチョコレートパイを取り分けてもらっている。

　こういう場では、女性はあまり食べ物には手を出さないものだ。がつがつ食べるのは卑しいとされているし、そんなことより意中の相手を射止めるのに夢中になっていることが多い。

　この場合、意中の相手というのは、アーベルひとりなので彼に女性達の視線が集中することになるわけではあるが。

（……変なやつ）

　アーベルと結婚すれば、アルドノア王国の援助を受けることができるのに、彼には興味がないようだ。

（……ユリスタロ王国は、我が国の援助が必要なんだと思っていたが）

　招待客の一覧を確認した時、ユリスタロ王国が国王夫妻の名代として、王女を送り込んでくるのに気がついた。てっきり、援助を求めてくるものだと思っていたのに、菓子に気を取られているとは――王族としての気構えが足りていないんじゃないだろうか。

　チョコレートパイを取り分けてもらっているフィリーネを見つめていたら、袖を引かれた。

「アーベル様、乗馬に行きませんか？」

　彼の近くに陣取って袖を引いたのは、ライラ・バルヒェットだ。隣国、デルガド王国の王女で、今回両親の一押しの相手であるのは知っていた。

　だが、彼女の押しつけがましさは少し苦手だ。近寄るなと言える相手でないのはわかっているから言うつもりもないが。

「――機会があれば、ぜひ」

　そうかわしておいて、他の女性はいないかと視線を巡らせる。できれば、アーベルをそっとしておいてくれる適当な女性。言葉は悪いが虫よけ役だ。

　残念ながら、園遊会の場には、適切な虫よけになってくれそうな女性はいなかった。

（こうもまとわりつかれていては、考えをまとめることもできないじゃないか）

　令嬢達と一緒にこの国に入った貴族や高官達と会話をする機会もこれから増えてくるはずだ。

　令嬢達と会話をするのはかまわないが、誰といつどんな話をすべきか整理する時間がほしいし、他国の有力者達と会談するための時間もほしい。

　結婚願望のない息子を案じている両親には悪いが、こんな機会をつくったことを恨みたくもなる。アーベル個人の好みで決めるより、国のために一番利益をもたらしてくれる相手と縁組をすればいいだけの話なのに。

（……誰か、俺とは適切な距離を保ちつつ他の令嬢を牽けん制せいしてくれる女性がいれば都合がいいんだが――）

　それが、とても傲慢な考えであることをこの時のアーベルはまだ気づいていなかった。
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　アルドノア王国に入って一週間後、フィリーネはひとり、裁縫室にいた。

　今日は、他の令嬢達はアーベルと出かけているはずだ。たしか、ピクニックだったか乗馬だったか――それとも、庭園でのお茶会だったかもしれない。

　女性達がいつどこに集まるのかについては調べているけれど、今日はドレスの仕立て直しに使うつもりだったので、今日はなにをするのか忘れてしまった。

　いずれにしても、フィリーネが人目につかないようここに来るには、いいタイミングだといえる。

　あれからあちこち回り、最新流行のドレスについての調査を終え、ユリスタロ王国から持参したレースを使って、古いドレスを最新流行のデザインに合わせて仕立て直しているところだ。

　今、フィリーネがひとりでここにいるのには事情がある。ヘンリッカは裁縫が得意だし、裁縫はできないパウルスも、できることは手伝うと言ってくれた。

「刺繍糸が足りなくなりそうだから、パウルスとヘンリッカで買い物に行ってきてくれない？」

　ふたりの気持ちはありがたいけれど、そう理由をつけてふたりを出かけさせたのはフィリーネだった。

（こっちに来てからずっと私と一緒だったものね）

　パウルスとヘンリッカは婚約したばかりだ。来年には結婚することも決まっているけれど、恋人同士なのに、こちらに来てからはいつもフィリーネと三人で行動している。いくら三人の仲がいいとはいえ、恋人同士での時間だって必要に決まっている。

　ふたりで街に買い物に出たついでに、手をつないでのんびり街中を散策してくればいい。

　部屋ではなく、裁縫室に来たのは、裁縫室に置かれている等身大の人形が目当てだ。それに仕立て直したドレスを着せて最終的な仕上がりを確認するつもりだったのだ。

　裁縫室に来てすぐフィリーネが広げたのは、似た色合いのピンクのドレス二着。片方は母のもので、もう片方は祖母のものだ。

　祖母のドレスについていた飾りをはずしてしまい、母のドレスから取ったピンクの花を、ポイントになるところにつける。サッシュは祖母のドレスのものをそのまま使うことができそうだ。

　そして、襟のところと袖口に国から持参したレースをつける。

　ヘンリッカかパウルスがいれば、おしゃべりしながら作業を進めるが、今はふたりともいない。ひとり、黙々と針を動かす。

（……本当に、綺麗）

　うっとりとしながら、レースを見つめる。

　様々な技法を用いて織り上げるボビンレースは、作製に時間がかかるし、技術者の育成にも時間がかかる。そのため、『糸の宝石』と呼ばれるほど繊細で高価な品だ。

　フィリーネが、これと同等の品質のレースを入手することはもうできないだろう。これはフィリーネを歩く宣材とするために例外的に所持を許してもらえたものだ。販路を確保できたなら、どんどん売り出さなければならないし、とても高価な品なので、フィリーネの財力では買うこともできない。

　ボビンレースの技法は学んでいるし、自分で作ればいいという考えを持たなかったわけではないけれど、フィリーネの腕では、一流の職人に及ぶはずもない。

　レースの美しさを堪能しながらもひとりで作業を続けていたが、フィリーネの作業は途中で中断されてしまった。

「……あら？　すみません、そこに立たれるとちょっと――」

　目の前に誰か立ったらしく、手もとに影が差しかかっている。フィリーネは顔を上げ、そして、言葉は途中で止まってしまった。

（……なんで、この人がここにいるのよ？）

　今日のアーベルは、令嬢達と一緒に時間を過ごすことになっていたはずなのに、その本人がここにいるのはいったいどういうことなのだ。

（……そうよ、冷静に、冷静に対処しなきゃ）

　そう自分に言い聞かせている時点で、冷静さはかなり失われている。しかたなく、作製中のドレスに視線を落とした。

「……すみません、そこに立たれると手もとが暗いので、移動していただけると助かるのですが」

　あくまでも丁寧な口調を崩さないようにして、フィリーネは言った。アーベルの機嫌をそこねるのはものすごくまずい。

　けれど、アーベルは立ち去ってはくれなかった。それどころか、正面に座り込み、フィリーネの手もとを熱心にのぞき込む。

「こんなところで裁縫とはな」

「こんなところで裁縫って、ここは裁縫室ですから、他の目的で来る人は少ないと思うのですが」

　じろじろ手もとをのぞかれるのは本当に落ち着かない。早く立ち去ってくれないかな、とこっそり思う。

「そんなに着飾って、俺の目に留まりたいのか？　やかましい令嬢達から逃げてここに来たのに、またそんな相手に見つかるとはな」

　アーベルの口調が、あまりにも馬鹿にしているように思えたので、フィリーネもつい本音が出た。

「皆が皆、あなたの目に留まることを望んでるわけじゃないですよ。だいたい、裁縫室に入ってきて、私の邪魔をしているのはあなたの方じゃないですか」

（やだ、私――うっかり本音を！）

　慌てて手で口を覆うが、一度こぼれ出た言葉がもとに戻るはずもない。ついムキになってしまったが、これは非常にまずい状況だ。

　その証拠に、正面にいるアーベルは眉間に深い皺を刻み込んで、ものすごく不満げな表情になった。

「――俺の目に留まりたくないだと？　なら、なぜここに来た」

「……父と母の名代として、アルドノア王国とユリスタロ王国との友好を深めるために来ました。だいたい、私とアーベル様がつり合うと思います？」

　一応、フィリーネは王女だ。だが、アーベルとつり合うのは、この国の公爵令嬢とかもっと大きな国の王族とかそういう女性だと思うし、王位を継がなければならないので、最初からアーベルの妃の座を求めるつもりはなかった。

「そんなところで無駄な努力をするより、私にはやらないといけないことがあるんです……ん、もうっ」

　正面にアーベルが座り込んでいるので、ものすごく手もとが暗い。しかたがないので、フィリーネは立ち上がって場所を移動する。

　だが、移動した先にアーベルはついてきた。そして、また真正面からのぞいてくる。

「あのですねえ！　邪魔しないでいただけますか？　明日のパーティーまでにこれ仕立て直さないといけないんだから！」

　あまりにも邪魔なので、思いきり地が出た。今までは一応取り繕っていたのに。出てしまったものはしかたないので、フィリーネは表情を完全に崩した。

「明日のパーティーにって、俺と話すために――じゃなかったら、誰に見せるつもりなんだ？」

「集まってる女性達にですよ！　いいですか、そこから動かないでください。動いたら――」

「動いたら？」

　フィリーネの脅しをアーベルが本気にしていない様子が丸わかりだったので、フィリーネは窓の方を指さした。

「そこの窓を開けて、アーベル様が裁縫室にいるって大声でわめきます。皆、あなたを捜してるんですよね？」

「わかった、邪魔はもうしない」

　両手を上げて、アーベルが降参の意思を見せたので、フィリーネもそれ以上は口を開くのをやめた。口のかわりにせっせと手を動かし、繊細なレースを引っかけて破いてしまわないよう注意を払いながら、丁寧に縫いつけていく。

「……女性達に見せてどうするんだ？」

「意外としつこいですね、あなたも。このレースを見てどう思いますか？」

「どうって……そうだな、素晴らしいと思う。これほど細やかなつくりの品は、滅多に見られない」

「そうですそうです、そうですよねっ！　大きな国の王太子様は、いいものを見る目をお持ちなんですねぇ……！」

　今、彼の前で地を出したのは忘れたふりをして、フィリーネはにこにことした。このレースを作り上げるのに、どれだけの時間がかかったことか！

　ユリスタロ王国で作られたレースを特産品にというのは、祖父の代からの悲願だ。ようやく国外で認めてくれる人に会えた。にこにこしても当然だ。

「これは、我が国の職人が作った『雪の乙女シエル』のレースです。このモチーフが雪の結晶を参考に作られているので、そう呼ばれています」

「……なるほど」

「ユリスタロ湖にこういう伝説があるんですよ。恋に落ちた三人の娘に、ユリスタロ湖を治める女神が、美しいレースの作り方を教えてくれたんです。彼女達は、自分で作ったレースを身に着けて恋を実らせた――素敵なお話だと思いません？」

「くだらないな」

　懸命に、フィリーネが語るのを、アーベルは馬鹿にしたように鼻で笑った。フィリーネもむっとしたけれど、気づかなかったことにして続けた。

「あら、そうですか？　でも、私がこの国に来た目的は、両親の名代を務めることだけではないんです。実はユリスタロ王国で作ったレースの販路を確保することも目的のひとつなんです。今回、多数の目の肥えた女性が集まると聞いたので」

　それを聞いて、アーベルは表情を変えた。

「それで今回の話を受けたのか」

「ええ、まあ。今回がんばって花嫁選びに参加したとして……私がアーベル様の目に留まるってことはまずないでしょ？　そこに労力を割くくらいなら、三乙女のレースを買ってくれる人を探した方が国のためには早いと思うんですよ」

　興味深そうに、ますますアーベルは身を乗り出してきた。

「レースは、雪の……なんとかのレースだけなのか？」

「いえ、あとは森の乙女ドリーのレースと、虹の乙女イリスのレースもあります。だから、三乙女のレースなんです」

　雪の乙女シエルのレースは、雪の結晶をモチーフとしているのに対し、森の乙女ドリーのレースは、植物をモチーフとしている。そして、虹の乙女イリスのレースは、空とそこにかかる虹がモチーフだ。太陽や雲も図案として織らなければいけないし、特殊な染め方をした糸を使うので三乙女のレースの中で一番作るのが難しいとされている。

　そして、このレースを作るのは三乙女の伝統を受け継いだユリスタロ王国の職人達なのだ。

　身を乗り出すようにしてそんな説明を行うフィリーネに向かい、アーベルはにやりとして言い放った。

「お前、俺と組まないか？」

　アーベルの意味するところがわからなくて、フィリーネは目をしばたたかせた。組む？　彼となにを組むというのだろう。

「実のところ、この時期の社交は各国の有力者達と親交を深める機会でもあるし、有用な話がいくつも出る」

「……はぁ」

　彼の話がどこに向かっているのかさっぱりわからない。

「その分、令嬢達に時間を割くのが惜しい。ばかばかしいとさえ思う」

「それはどうかと思うんですけど」

　アーベルが結婚しようとしないから、各国から選りすぐりの令嬢を集めるなんてことになったわけで。わざわざ集まってくれた令嬢達に割く時間が惜しいってちょっと傲慢だ。

「――でも、誰かひとり、俺と仲のよい女性がいれば、そいつらの攻撃はかわせるだろう？」

　そういうものなのだろうか。あいにくと、恋愛には縁がないのでよくわからない。

「というわけで、お前、俺の『花嫁』になれ。三か月でいい」

　ようやくアーベルは本題にたどり着いたみたいだった。フィリーネは目をしばたたかせた。

「……それって、私になにかいいことあるんでしょうか？　一方的に利用されるのは、ちょっと困るというか」

　その言葉に、アーベルはもう一度にやりとする。

「当然だ。俺がお前を花嫁に望んでいると噂になれば、お前に周囲の目がいくぞ。そこで、そのレースとやらを思う存分宣伝すればいい。お前が役を上手に果たしたら、それを買い取ってくれそうな仕立屋も紹介してやる。どうだ？」

「……そうですねぇ」

　悪くはない話のような気がする。別にアーベルに興味があるというわけではないが、レースの販路を見つけるのに協力してくれるというのなら彼と手を組んでもいい。なにをするかにもよるけれど。

「それなら、私はなにをしたらいいんですか？」

「俺と出歩け。お前といる間は他の女性達が俺に近づかないようにできればそれでいい」

「それだけ？」

　じぃっとアーベルを見上げると、どぎまぎしたように目をそらす。それから彼はひとつ、咳払いをした。

「俺が『王太子妃にしようと思っている相手』に見えるように振る舞ってくれればそれでいい」

　アーベルと一緒にいれば、他の女性達がどんなドレスを着ているのか間近で見る機会も増えるだろう。悪くはない話ではあるが話がうますぎる。まだ、他に裏事情がありそうだ。警戒しながら、アーベルを見つめる。

「本当に？」

「そうだ」

「本当に本当に本当にそれだけですか？」

　しつこく繰り返したら、アーベルは大きな声を上げた。

「くどい！　お前、いくらなんでもしつこいぞ」

　ちらりとアーベルの顔を見上げたら、表情を不機嫌なものへと変化させていた。たぶん、この交渉はここまでが限界だ。

「わかりました。要は、アーベル様の『お気に入り』ってことでいいんですね」

　なんだかいろいろ怪しそうだが、これ以上彼の機嫌をそこねるのはきっとよくないだろう。フィリーネは彼の提案を受け入れることにした。

　お互いにとって利益のある話になりそうだ。ならば、断る理由もない。フィリーネからしたらむしろ思いがけない幸運だ。

「三か月……でいいんですよね？」

「ああ。それと――俺に余計な期待はするなよ。三か月後には、国にとって最適な相手を選ぶ」

「それは当然でしょう？　だって、私を王太子妃にしても、アーベル様にはいいことないですよね――縁談が成立しなかった理由は、いろいろ調整してみたけれど、私が王位継承者で自分の国を離れるのがやっぱり無理だったってことでどうですか」

　フィリーネがそう提案すると、アーベルは驚いたような顔になる。その表情が意味するところは理解できなかったけれど、こうしてアーベルとフィリーネの契約、つまり密約は無事に成立した。




　ドレスの仕立て直しも無事に終わり、フィリーネは部屋に戻ってお茶の時間を取ることにした。帰ってきてお茶に付き合ってくれていたヘンリッカは、目を丸く見開いてフィリーネの方へ身を乗り出した。

「嘘でしょ？　どうやって、アーベル殿下を陥落させたのよ」

　あまりにも驚いたらしく、ヘンリッカは侍女としての言葉遣いを忘れてしまっている。

「別に陥落させたわけじゃ……あ、このクッキーおいしい」

　パウルスが城下町で買ってきてくれたクッキーをつまみながらおしゃべりをしているのだが、今のフィリーネはソファにだらんと転がっている。とてもだらしない姿勢なのだが、この国に来てからずっと気を張っているのだからしかたない。

「このクッキーおいしい、じゃなくて！　なんで、そんなことになったのかって聞いてるのよっ！」

　ソファに寄りかかりながら、フィリーネはアーベルとの出会いについて説明した。裁縫室でドレスを仕立て直していたら、他の令嬢達から逃げ出してきたアーベルが転がり込んできたこと。

　令嬢達の相手は最小限にしておきたいアーベルと、レースの販路を確保したいフィリーネの思惑が一致したということ。

　そして、彼と行動を共にするという契約を結んだことを。

「いいこと？　アーベル様に気に入られてる『ふり』なんですからね。そこになにか愉快な感情があるとか、そういうこと全然ないから」

「愉快な感情って、それ普通アーベル様相手に出てこない言葉よ、フィリーネ様」

　ヘンリッカがぎょっとしたみたいに目を見開いた。

「悪くはないと僕は思うけどね。だって、アーベル殿下のそばにいれば、いろいろと見えてくることもあるでしょ」

　使用人としてはありえないレベルでだらだらとしているパウルスはのんきなものだ。休むことなくクッキーをぱくぱく食べているものだからどんどん減っていく。

「パウルス、あなたのんきねえ……アーベル殿下とお近づきになりたい女性は山のようにいるのよ？　フィリーネ様が彼女達に意地悪されたらどうするのよ」

　のんきなパウルスにヘンリッカはあきれているようだ。けれど、フィリーネ本人もあまりその点については気にしていなかった。

「三か月の辛抱だもの。そのあたりは我慢するしかないんじゃない？　本当にお付き合いしてるんだったら一生続くのかもしれないけど、今回はそういうわけじゃないんだから」

「フィリーネ様ものんきすぎるわ……！」

　ヘンリッカは頭を抱え込んでしまった。

（だって、しょうがないじゃないの）

　アーベルの目に少しでも留まりやすい位置に行くために、歓迎の園遊会では集合時間の一時間も前から集まっていた令嬢達。彼女達にとって、フィリーネは敵にしかならないだろう。レースの販路を確保するためだ。多少の害は我慢しないといけない。

　そんなことよりも、明日の舞踏会はアーベルにエスコートされるわけで。その準備の方がはるかに大変だ。

「さっきまで仕立て直していたドレスで明日はいいわよね？」

「ええ、いいと思うわ」

　仕立て直したドレスは、襟もとと袖口に雪の乙女シエルのレースをあしらってある。最近の流行に合わせて、スカートをふわっとさせたので問題はないはずだ。

　まさか、アーベルという相棒ができるとは思っていなかった。彼の手を借りれば、たしかに女性達の目をフィリーネに向けることは可能だ。

　フィリーネは歩く宣材となるわけで、販路を拡大するのにもこれ以上の相手はいないと思う。

「ねえ、フィリーネ様」

　不意にヘンリッカが、真剣な顔になる。

「明日は、うんとおしゃれしましょう。フィリーネ様の存在を、思う存分他の令嬢達に見せつけないと！」

「え、ええ……」

　ヘンリッカの気合はフィリーネ以上だ。フィリーネは、完全に彼女の気迫に押されてしまっていた。




　その翌日。フィリーネは舞踏会に出かける支度にいそしみながら、頭の中でスケジュールを確認していた。

（アーベル様は、最初のダンスは私と踊るでしょ。それから、五曲、違う女性と踊って――その後、連続で私と三曲、だったかな）

　フィリーネは、ヘンリッカが髪を結ってくれるのを鏡に映して見ていた。ヘンリッカの器用な手が、フィリーネの髪を複雑な形に結い上げていく。

　横の髪は、いくつも編み込みを作りながら、上半分を頭頂部に向けて編み上げていく。髪の下半分は、コテで波打たせて肩から背中にかけて流してあった。

「髪飾りがないのが残念ですねぇ。このリボンで飾りをつけますね」

「ありがとう。まあ、私が着るならこんなものよね」

　フィリーネが仕立て直したドレスは身体にぴったりだった。これなら、どこに出てもそんなに恥ずかしくない――と思うけれど、どうだろうか。

「――ふーん、あのドレスがこうなったわけか」

「ひゃああっ！」

　不意にアーベルの声がして、鏡の中のヘンリッカが飛び上がった。

「わあ、わあ……こ、こんなところにまで――！　やだ、フィリーネ様、どうしましょう！」

　突然のアーベルの登場に、ヘンリッカは慌てふためいている。彼女の手から髪を整えるのに使っていたブラシが飛んだ。

「こんなところにって、フィリーネを迎えに来ただけだ。ええと、そこにいる男は誰だ」

「従僕の――ってことになってるけど、いとこのパウルスです。あと、こちらのヘンリッカは私の親友で、今回は侍女ってことでついてきました」

「フィリーネから話は聞いてます。どうぞよろしく」

　床に落ちたブラシを拾い上げ、アーベルの方に手を差し出したパウルスに向かって、アーベルはしかめっ面になったけれど、おとなしく手を差し出してくれた。ふたりは固い握手を交わす。

「なるほど。いとこと親友か」

「ええ。私専属の侍女とか従僕とかいないのでふたりにお願いしたんです。初めて国外に出るのに、ふたりがいてくれた方が心強いし」

　フィリーネは肩をすくめたけれど、アーベルは気にした様子もなかった。

「よし、それじゃ行くぞ」

　アーベルはフィリーネの手を取った。

（……あ、意外と手が大きい……）

　もちろん、フィリーネの周囲にだって同じ年頃の男性がいなかったわけではないが、生まれてからずっと一緒だったパウルスを筆頭に、幼い頃から気心の知れている相手だけ。そして、こんなふうによく知らない男性に手を取られるのは初めてだった。

　アーベルが異性であることを、今不意に突きつけられたみたいだ。彼のことなんてなんとも思っていないのに、急に胸がどきどきとし始める。

「どうした？　なんだか変な顔をしてるぞ」

「べ、別に……」

　彼がこちらを見てくるから、フィリーネは慌てて視線をそらした。

　こんなふうに心臓が跳ねるようなことも、今までの人生で経験したことがなかった。

（……初めて、国外の舞踏会に出るから緊張しているのよ）

　自分で自分にそう言い聞かせる。ユリスタロ王国でも舞踏会は開かれるけれど、こんな大掛かりなものに出席するのは初めてだ。それに、本国で舞踏会に出る時には、外国の賓客はともかくとして、国内の招待客の顔は全員知っているのでここまで緊張しない。

「――アーベル王太子殿下、ご入場でございます」

　城の侍従が、アーベルの訪れを告げる。フィリーネの名は、ここでは出されなかった。

（ど、どうしよう……本当に、このまま人の前に出るなんて）

　アーベルの隣にいることで、フィリーネのレースに令嬢達の視線が集中するって本当だろうか。集中してもらわなければ困る。けれど、多数の人の前に出るのは慣れていないので、押し寄せてくる緊張をどうしたらいいのかわからなくなる。

「――あ、だめかも」

　扉が開かれたその時、緊張のあまり、心臓が口から飛び出すかと思った。

「まったく、お前、どうしようもないやつだな」

　笑ったアーベルは、片手でフィリーネの腕を掴み、もう片方の手でぽんと背中を叩いた。

「しかたないじゃ、ないですか」

　フィリーネはふくれっ面になる。アーベルがふんと鼻で笑うのが憎らしい。

　――だけど。

　アーベルに背中を叩かれたことで、ずいぶん気楽になった。ひとつ、大きく深呼吸したことで、落ち着きを取り戻したようだ。口から飛び出そうになっていた心臓も、無事にもとの位置に落ち着いて、今はいつもと同じリズムを刻んでいる。

（……思っていたより、アーベル様って優しい人かも）

　フィリーネだってわかっている。彼のために集まった令嬢達の相手をしたくないという理由でフィリーネをそばに置く彼の目論見が、褒められたことではないくらい。

　けれど、フィリーネが不安を覚えているのにすぐに気づき、なだめてくれるという気遣いは、彼の美点。そこは素直に認めたい。

　平常心を取り戻したフィリーネは、アーベルに連れられて広間に足を踏み入れた時には、口もとに微笑みさえ浮かべていた。

「あの娘、誰かしら」

「今まで、見たことないわよね？」

　最初の歓迎会以降、ずっと引きこもっていたから、誰もフィリーネがどこの誰なのか気づいていないみたいだった。

「あら、でも……あのレースは素敵」

「ドレスも悪くないわね」

　ひそひそとささやいているつもりで、ささやいていない声がフィリーネの耳にも届く。

　フィリーネは、アーベルの顔を見上げた。彼は、少しも動揺した様子など見せず、フィリーネの手を引いてくれる。

（わ、わぁ、反則――！）

　不覚にもときめいた。こんなふうに、異性に免疫のないフィリーネが悪い。落ち着きを取り戻したと思ったばかりの心臓が、再び暴走し始めた。一気に頭に血が上ってくらくらとしてくる。

　フィリーネの動揺に気づいているのかいないのか、アーベルは今までフィリーネに向けてきたのとはまるで違うとろけそうな笑みでこちらを見つめてくる。

　まるで、王子様――、いや、実際彼は本物の王子様なのだけれど。

　集まった令嬢達は皆綺麗に着飾っている。昼間のドレス以上に華やかだった。レース、フリル、リボンに鮮やかな色。

　この国の男性貴族も多数招待されているけれど、令嬢達の視線は、今フィリーネを導いてくれているアーベルひとりに集まっている。

「よし、踊るか」

　ダンスの時間が始まり、アーベルがフィリーネに手を差し出したので、会場に集まっている令嬢達から悲鳴が上がった。

　だが、その悲鳴もアーベルの耳には届いていないみたいだ。彼はフィリーネの手を取ったまま、ダンスフロアの中央に進み出る。

「――ほら」

「わ、わわっ……大丈夫、かしら、私」

　出発前にパウルスを相手に特訓してきたはずなのに、手も足もぎくしゃくしてしまってうまく動かない。

　アーベルの足を踏んでしまわないかと不安になって、フィリーネは視線を落とした。

「ダンスは苦手か」

「なんとか踊れる程度のものです。あまり期待はしないでください」

　こういう光景を夢に見たことはあったけれど、まさか自分がこんな体験をするなんて想像したこともなかった。

（……パウルスに練習付き合ってもらって正解だったわ……！）

　パウルスに練習を付き合ってもらっていなかったら、今、この場で転んでしまったかもしれない。

　手を取られ、くっと引き寄せられる。ある程度密着していないと上手に踊ることはできないから、そうするのは当然とわかっていても、顔に血がのぼるのが自分でもわかる。

「ほ、本当に……上手では、ありませんからねっ！」

　そう宣言する声が震えているのを自覚した。顔を上げることができないとか、馬鹿みたいだ。これは、恋愛感情ではないというのもわかっている。

　ただ、自分の中でどうしたらいいのかわからないのだ。こんなふうに、異性と接する機会なんてなかったから。

　音楽に合わせて、ぎこちなく身体を動かす。最初のうちはぎくしゃくしていたのが、しだいにスムーズになってきた。

「まあまあじゃないか――でもたしかに、上手ではない」

「だから言ったじゃないですか！」

　フィリーネのダンスにとても正しい評価を下したアーベルにくるっと回され、また彼の腕の中に戻る。パウルスと踊った時にはもうちょっとぎくしゃくしていた気もするから、たぶん、これはアーベルが上手だということなんだろう。

「あ、足を……踏まなかったら褒めてください……！」

「なんで俺がお前を褒めないといけないんだ」

　だって、と心の中で反論した。

（だって、しかたないじゃない。こんな状況、初めてなんだもの！）

　周囲の視線が突き刺さっているのを自覚すれば、楽師達が奏でる音楽も耳を素通りしてしまう。

（少しくらい、褒めてくれてもいいと思うのよ！）

　くるりとまた回された時、視界の隅をライラの姿がかすめた。こちらを睨みつけているのがわかるから、フィリーネは首を縮めた。

「……あっ」

　油断していたから、あやうくアーベルの足を踏みつけるところだった。ぎりぎりのところでうまくかわせたと思う。

　一曲なんとか踊りきったところで、フィリーネは完全に疲れ果てていた。もともと体力には自信がある方なのに、今消耗したのは体力じゃなくて精神力。

（これも全部アーベル様のせいよ……！）

　心の中で八つ当たりしていたら、アーベルはフィリーネを半分引きずるようにして、会場の隅に用意されている休憩場所へと連れていってくれた。やわらかなソファに腰を下ろしたら、急にどっと疲れが押し寄せてきたみたいに思えてくる。

「――上出来だ」

　今のって、褒めてくれたんだろうか。アーベルの表情からではそれはわからない。彼の表情からすると褒めているというよりは、おもしろがっているという様子が強いようにも思える。

「そうですね……ええと、ありがとうございます」

　でも、たぶん褒めてくれたのだろうと解釈して、お礼はきちんと口にした。なにしろアーベルとは、仲よくしなければならないのだ。フィリーネの目的を果たすためにも。

　それに彼に助けられたのも本当のこと。彼のリードでなければあんなに上手に踊ることはできなかった。

「この後アーベル様は他の人と五曲踊って、私はその後で三曲踊ればいいんですよね？」

「頼むぞ。義理を果たした後はずっとお前と一緒だ。なにしろ、お前は俺の『お気に入り』だからな」

「……はいはい――って痛い！」

　気のない返事をしたら、人さし指の爪でぴんっと額を弾かれた。

「生意気な返事をするからだ」

（たしかに、目上の人に対する返事じゃなかったかもしれないけど！）

　フィリーネの態度が悪かったのはともかくとして、額を弾かなくてもいいんじゃないだろうか。

　フィリーネを残してアーベルが戻っていくと、すぐに他の令嬢達が彼を囲み始める。まったく、彼の人気はたいしたものだ。

　ソファに完全に体重を預けて、通りがかった給仕に飲み物を頼む。レモン果汁をたらした冷たい水を飲むと、他の令嬢達を観察する余裕も生まれてきた。

（やっぱり、ドレスの華やかさが違うわ。仕立てるのに使った布の品質の違いかしら）

　フィリーネは、ソファのところで他の令嬢達を観察するのに忙しくしていたから、ライラがフィリーネのそばまで来たということに気がつかなかった。

「――あなた、アーベル様とはどんな関係？」

「ライラ様！」

　ライラの祖国であるデルガド王国といえば、ユリスタロ王国の何倍もの領土を持つ豊かな国だ。エイディア大陸の中ではアルドノア王国に次ぐぐらいの国力を持っているだろう。そんな国の王女を相手にしているのだから、思わずフィリーネも飛び上がった。

「どんな関係と言われても――えっと、なんて説明したらいいんでしょうか」

　たずねられた時、どう返せばいいのかという打ち合わせを忘れていた。

　まさか、自分の口から『お気に入り』なんて言えるはずもないし――実にわかりやすくうろたえてしまう。

「……あなた、自分が本気でアーベル様に相手にされているなんて思ってないわよね」

（思ってませんけど。というか、最初からそのつもりもありませんけれど）

　とも言えるはずなどない。なんとかして、この場をやり過ごさなければ。

「……私がまごまごしてたから、助けてくださっただけです。こういう場所には慣れていなくて……」

　結局、そう言ってごまかすことしかできなかった。

　ライラの目が、上から下までじっくりとフィリーネを眺め回す。そして、どうやら自分の方が上だと判断したみたいだった。ふっと鼻で笑う。

　ここに到着した当日、馬車を降りた時とまったく同じように。あまり感じがよくないなとフィリーネは思ったけれど、ライラは気にしていないみたいだった。フィリーネを観察していたライラの視線がレースに集中した。

「あら――そのレース、素敵ね。ドレスはまあまあという感じだけれど」

「でしょう？　このレース、素敵でしょう？」

　たぶん、自分の方が上だということを自覚して出てきた褒め言葉だったのだろう。だが、フィリーネの受け止め方は違っていた。

「我が国の職人達が精魂込めて作ったもので――」

「ちょっと、私そんなことは聞いていないわ」

　ライラの両手をがしっと掴み、身を乗り出して勢いよく説明を始めたところで、まだ戻ってくるはずのなかったアーベルがこちらへと戻ってくる。

「おい」

　声をかけられ、ライラが立ち上がった。アーベルに向かって、彼女は静かに頭を下げる。だが、そんなライラには見向きもせずアーベルはフィリーネに向かって手を差し出す。

「お前、俺に付き合え」

「……嫌です」

「は？」

「ライラ様に、このレースの素晴らしさを説明させていただこうと――あああっ！」

　話の途中で、アーベルがフィリーネの腕を勢いよく引いて立ち上がらせた。

「ちょっと、アーベル様？」

　背後からライラの声が追いかけてくるが、アーベルはかまうことなくフィリーネを連れてダンスに戻る。

　彼に振り回されながら、フィリーネは思いきりむくれた表情になった。

「なんで邪魔するんですか！　せっかくライラ様が興味を持ってくださったのに！」

「――ダンスの相手を探すのが面倒だったからに決まっているだろう。誰かひとり選ぶと大騒ぎになる。お前、このまま付き合え」

「アーベル様ってば横暴！　嘘つき！　レースの売り込みに協力してくれるって言ってたのに！」

　口論しながらも、ダンスフロアに引きずり出されてしまったら、アーベルの相手をするしかない。

　ライラの視線が、背中に突き刺さってくるような気がしたけれど、フィリーネにできることなんてなかった。
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　ちょうどいい相手を見つけた。とアーベルは思った。

　彼に余計な興味を持たず、アーベルの都合に合わせて動いてくれそうな相手。

　令嬢達に囲まれるのに辟易して逃げ込んだ裁縫室に彼女はいた。歓迎の園遊会でも彼に興味を示さず、ひとり菓子のテーブルに張りついていたフィリーネ。

『侍女と侍従にも食べさせてやりたいと、お部屋に持って帰れるかどうか気になさっておりました』

　とは、テーブルで給仕にあたっていた使用人の言葉だ。どうやら、使用人達にも、優しい気持ちを持ち合わせているらしいと素直に感心した。

　がつがつ食べるのは女性のたしなみからははずれるらしいし、残った品は使用人達に下げ渡されるのも知っているが、テーブルに出されたものにいっさい手をつけないのはどうかと思う。

　だから、その段階でフィリーネに対してはある意味好印象を持ってはいたし、実際に言葉を交わした後は彼女自身に、興味を持ったのだ。普通なら、女性の方から王太子であるアーベルに取り入ろうとするだろうから。

　裁縫室で出会ったフィリーネは、こちらがいっそ拍子抜けするくらいにアーベルに興味を示さなかった。

「邪魔」なんて、彼に言ったのはフィリーネが初めてだったと思う。

（――王族らしく、か）

　フィリーネの王族らしさとアーベルの王族らしさの間には少し違いがあるかもしれなかった。国の規模からして違うのだから当然のことだ。

　彼に協力してくれるならばという前提条件付きではあったけれど、自国の産業を売り込もうとしている姿には共感するものがあったから、手を貸してやってもいいかと思えてきた。

　フィリーネの部屋で出会ったいとこのパウルス、親友のヘンリッカ。彼らのやりとりを見ていれば、三人の結束は、どうやら固いらしい。裏表なしに付き合える相手がいるのも高評価だ。

（機会を見て……クラインの店にでも連れていってやるか。たしか、母上が重宝している店だったし）

　目下、都のルディンで人気上昇中なのは、クラインという男が経営している仕立屋だ。まだ売り出し中ということで特に高級店というわけでもないのだが、その分価格は抑えめだ。フィリーネに与えるのならば、クラインの店あたりでちょうどいいだろう。

　だが、今すぐというわけではない。ドレスを仕立ててやるのは、アーベルの目論見通り、フィリーネがアーベルの『お気に入り』という評判が立ってからだ。

　もう少し時間をおいて、アーベルの目論見が成功してからでないと、ドレスを買ってやる理由はできない。その程度の計算はできる。

　フィリーネと初めて舞踏会に出る日、アーベルが自分からフィリーネを迎えに行くことにしたのも、最終的に選ばれる可能性の高いアーベルの『お気に入り』という評判を立てるためのものでもあった。

　そうしておいて、他の国がどんな行動に出てくるのかというのを見たいというのもアーベルの意図に含まれていた。

（いくつか気になる国はあるが、一番気になるのはデルガド王国か――）

　母は、デルガド王国のライラを迎えたいという意思が強いらしい。たしかに、デルガド王国といえば、エイディア大陸内においてもかなりの影響力を持つ国だ。

　ライラを王太子妃、未来の王妃として迎えれば、デルガド王国とのつながりを深めることにもなる。

　デルガド王国には、最近、あまりいい噂がないのだが、母の耳にはその噂は届いていないのだろうか。

　アーベルがライラとの縁談に気が進まないのと同様、父はどちらかといえば、ライラとの縁談には消極的であった。ライラを押しているのは母だけだ。

　周辺諸国の人材の交流を、アルドノア王国で行うようになってから、この大陸は平和を謳歌している。大きな戦は何年も起こっていないが――その裏では、小国の産業が、大国につぶされるという事例もいくつも発生していた。

　他国の内政にまで干渉することはできないが、このままでは、つぶされた小国の側はおもしろくないだろう。

　その中心になっている大国が、デルガド王国ではないかという懸念をアーベルは持っていた。

（最終的には、父上の判断を仰ぐことになるわけだが）

　だから、ライラは当面適当にあしらっておけばいい。そう思っていたのに、またフィリーネが思いがけない行動に出る。

『アーベル様ってば横暴！　嘘つき！　レースの売り込みに協力してくれるって言ってたのに！』

　ダンスは下手なのに、口はよく回る。思わずにやりとしたら、フィリーネはつっと視線を落とした。

　――おもしろい。

　彼女にとって、どうやら自分はレース以下の存在らしい。それならなおさら好都合だ。もうひとつ、手を打っておこうか。

「フィリーネ。ひとつ頼みがあるんだがいいか？」

「なんでしょう？　私にできることなら」

　頼みがあると口にすれば、急に静かになったフィリーネは、素直な顔でこちらを見返してくる。

「明後日、お前を散歩に連れ出そうと思う。その時、着るドレスを選んで、それを貸してくれ。数時間でいい」

「それは、かまいませんけれど……」

　彼がなにを目的に、そんなことを言いだしたのかたぶん、彼女はわかっていない。けれど、実現した時に彼女がどんな顔をするのか見てみたいような気がした。
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　アーベルがフィリーネを舞踏会で独占したという噂は一気に広まった。それに、その後も『お気に入り』として連れて歩いていることも。

　どこに行っても、令嬢達の視線が突き刺さる気がする。

　それは、庭園に座ってアーベルと待ち合わせをしている今もそうだった。

　今日のフィリーネは、胸もとに森の乙女ドリーのレースをあしらった若草色のドレスを着ている。ドレスと同じ布で作った帽子の前面に同じレースをつけたので、フィリーネの顔は半分レースに隠れていた。

（……噂って、どこまで広まってるのかしら……！）

　正直なところ、こんなに睨まれるのには慣れていない。

「ほら、あの子よ」

「ユリスタロ王国の王女でしょ？」

「なんで、あんな子がアーベル様のお気に入りなのかしら」

　フィリーネがアーベルの『お気に入り』だと、すでに皆に認識されているようだ。

（……皆、それだけ暇ってわけじゃないわよね……）

　率直に言ってしまえば、こうやって集まっている令嬢達ときちんと向き合わないアーベルのやり方も、やはりあまりよくないのではないかと思う。

　皆、国や家族の期待を背負ってここに来ているのだから。最初からアーベルのことは眼中になかったフィリーネはともかく、集まっている女性達には失礼だ。

（それを言ったら、私も失礼かもしれないけれど）

　なにせ、花嫁選びに参加しているのに、相手にはまったくかまわず、販路のことばかり考えていた。それが、今こうやってアーベルのそばに行くことになったのだから、なにが幸運につながるのかさっぱりわからない。

「悪い。待たせたな」

　やってきたアーベルを見上げ、フィリーネは目を丸くした。

　今日のアーベルは、フィリーネが着ているのと同じような若草色の上着を着ていた。それに茶のズボンと濃い茶色のブーツを合わせている。

　上着には金と銀で植物モチーフの刺繍が施されている。その刺繍は、フィリーネのドレスにつけられているドリーのレースと似た雰囲気に仕上げられていた。

（たまたま、おそろいの上着があったというわけじゃないわよね。ということは、王宮の裁縫師をものすごく急がせたのかしら）

　たしかに、舞踏会が終わった後、今日着る予定のドレスを数時間貸してくれとは言われたけれど、まさか、こんなことをするとは思ってもいなかった。

　アーベルとフィリーネが、示し合わせてそろいの服装にしてきたみたいにも見える。

「今日の服もよく似合っているな。そのレースに合わせて、上着に刺繍させてみた」

「あ、よく……はい、アーベル様もよくお似合いだと」

　どういうわけか、耳のあたりがじんとしてくる。フィリーネはアーベルから視線をそらした。なんで、こんなふうに耳がじんじんするのかよくわからない。

　帽子につけたレースのかげで、表情が隠れているといいけれど。

「よし、行くぞ」

　アーベルがフィリーネに向かって腕を差し出す。少々迷って、彼女はその腕を取った。

「悪いが、今日はフィリーネと散歩をしたい気分なんだ。そっとしておいてもらえるとありがたい」

　集まった女性達ににっこりとしておいて、アーベルはフィリーネを引っ張るようにして歩き始めた。

「――よく、短時間で用意できましたね、その上着」

「似たような上着があったからな。刺繍は少し急がせたが――昨日一日でどうにかしてもらった」

　それにしたって、これだけの模様を刺繍するとなるとかなり大変だったことだろう。大国のお城には、すごい職人がいるのだなぁと素直にフィリーネは感心した。

「これで、お前のレースにも、彼女達の目が集中するだろ」

「いろいろ気を使っていただいたみたいですみません……」

　契約したあの時には、ここまで気を使ってもらえるとは思ってなかったのだ。なんだか、彼の負担の方が大きかったみたいで、ちょっと申し訳ない。

　フィリーネの手にした籠の中には、レース編みの道具が一式入っている。なにもしないでいるのは落ち着かないので、常に手を動かすことにしているのだ。

「このあたりでいいか」

　アーベルが腰を下ろすことにしたのは、散歩道から少し離れた場所にあるベンチだった。少し離れてはいるが、行き来する人の目には確実に見えるであろう場所だ。よくもまあ、こんな場所を見つけ出してきたものだと逆に感心してしまった。

　フィリーネはさっそく籠の中から編針とレース糸を取り出すと、アーベルにはかまわず手を動かし始めた。

「アーベル様、なにかしゃべってください」

「お前、俺といる時に手を動かすな！」

「やめてください！　もうっ――これ、いいお小遣いになるんですから！　もー、今年はこっちに来ることになったから、時間が足りないんですよ」

「……は？」

　お小遣いという言葉に、アーベルはフィリーネに伸ばしかけた手を止めた。それから、じーっとフィリーネの手もとをのぞき込んでくる。

「いいお小遣いってどういうことだ」

「ご存知だと思いますけど、ユリスタロ湖って、観光の名所なんですよ。だから、レースで飾ったハンカチとか店先に置いておくと、夏の間はよく売れるんです。いくら、ユリスタロ王国が涼しいとはいえ、夏はやっぱり汗かきますもんね」

　周囲をコットンの糸を用いたクロシェレースでぐるりと囲んだハンカチは、三乙女のレースとは別物なのだが、ユリスタロ湖近くの商店では大人気商品なのだ。

　フィリーネも冬から春にかけてせっせと作っては、商店に売りに行っていた。王女殿下なのにということはこの際追及してはいけない。なにせ、貧乏国なのだ。自分のお小遣いは自分で稼がなければ。

「……だからって、俺と一緒にいる時までそういうことをする必要はないだろう」

　アーベル相手に、とんでもない口をきいていたことに気づいて、一瞬青ざめた。だが、かまうものかと思いなおす。彼とはあくまでも対等の契約相手なのだ。

「アーベル様とただ座ってても間が持たないので、これは見逃していただけると助かります」

「お前な、他にもう少し言い方があるだろうが……」

　アーベルが、額に手をあてて嘆息した。

　その間も、フィリーネの手は流れるように動いている。

「ま、いいか――そのうち、その手を止めてもらうけどな」

「それはないと思いますけど……」

「お前、はっきり言いすぎだろ。世間の女性は、俺の目に留まろうと懸命なのに」

「それを拒んでるのはアーベル様でしょ？　私は、もともとこの国にそういう目的で来たわけじゃないし、興味ないです」

　もう何百枚も同じハンカチを作っているので、手もとはあまり見なくても作業を進めることができる。

　ちらり、とアーベルの表情をうかがった。

（……もったいないな）

　素直にそう思った。

　フィリーネはいまいち惹かれないけれど、彼の顔立ちは整っているし、こちらの手もとを真剣に見ているまなざしも、たぶん、見る人が見たらどきりとするくらい素敵なんだろう。

「ひとつ聞いてもいいですか？」

「なんだ？　答えるとは限らないが」

「ですよね――て、そうじゃなくて。どうして、集まってきた令嬢達が嫌なんですか？　皆お綺麗だし、高貴な身分の方ばかりだし、普通ならあれだけ集まったら大喜びな気がするんですけど」

　なにもわざわざフィリーネを相手にしなくてもいい、と思う。先ほど、フィリーネのことが気に入らないと噂していた彼女達だって、たぶん、アーベルが手を差し伸べたら喜ぶだろう。

「――あいつらが気にしているのは、俺の身分と財力だけだからな」

「ああ、とっても魅力的な条件ですもんね」

　フィリーネは実感が湧かないのだが、王太子という身分と財力は、世間一般の女性から見れば魅力的な条件だだ。

「魅力的な条件とか言うな！」

「痛い！」

　ぴしっと額を弾かれた。

　この間の夜も同じようなことがあったが、おもしろくない。むぅっと口角を下げたら、彼は深々とため息をついた。

「向こうが身分と財力しか見てないんだから、俺もこの国のために一番いい相手と結婚すればいいだろ？　そして、それを決めるのは俺じゃない」

「……そういうものでしょうか」

　切羽詰まっていないので今まで放置してきたけれど、今のところ、フィリーネには縁談がきていない。パウルスをはじめご近所の結婚適齢期の男性は、皆相手が決まっているので国内で相手を見つけるのは難しいのだ。

　いずれ、両親が外国から婿入りしてくれる人を連れてきてくれるのではないかと思っているが、両親もなんだかのんびりしているので、そのままにしてしまっていたのである。

「それなら、フィリーネはどうするんだ？」

「どうって……いずれ、そのうち、ですねー」

　曖昧に笑ってごまかした。今、名前を呼ばれて心臓が跳ねた、なんて言ったら絶対に笑われる。

（――恋愛経験がないから、知らない人がそばにいるだけでどきどきするのよ）

　と自己分析して気を落ち着けることにした。

　舞踏会の時、意外と優しいと思ったし、どきどきしてしまったけれど、フィリーネの経験値の低さが問題だったのに違いない。

「――私は、今はそれどころじゃないですね。おじい様の悲願をどうにか達成したいから――私の将来のことはその後、でしょうか。両親も考えてくれているでしょうし」

「国が大事か」

「アーベル様もそうでしょう？　だから、国のために一番いい相手と結婚する、なんて言葉が出てくるんですよ」

　アーベルもフィリーネも。立ち位置こそ違うけれど、根底のところで大切にしたいものはきっと同じなのだとお互い初めて知った。

　最初にあんな申し出をしてきた時には、なんてことを言いだすのだと彼に対して批判的な目になってしまった。でも、自分のことよりまず国のことを――彼がそう考えているのだとすれば、彼に対する見方も少し変わる。

「そうか、そういうものかもしれないな。それで、効果はあったと思うか？」

「だって、わざわざモチーフまでそろえてくださったんだから、効果が出ない方がおかしいでしょう。このレース、人気が出るといいんですけど」

　アーベルと顔を見合わせて、笑う。共犯者めいた笑みになってしまった。

　まさか、こちらの国に来た時には、こんなことになるなんて想像してもいなかった。アーベルの顔なんて、遠くから見たらそれで終わりだと思っていたのに。おそろいの服を着ていることに胸が高鳴る。

「――ねえ、アーベル様。私達、じーっと見られてる気がするんですけど」

　城の方を振り返ったら、ヤグルマギクの間の窓でなにかがきらめいた。

　たぶん、あれはヘンリッカだ。双眼鏡を使って、こちらの――というか周囲の令嬢達を観察しているのだろう。そして、ヘンリッカの観察している令嬢達は、アーベルとフィリーネを観察しているというわけだ。

「実を言うと、俺も見られてる気配がする」

「そうですよね、やっぱり皆、気になるんでしょうか」

「――それは、こういうことだと思うぞ」

「わわっ、なにするんですか！」

　いきなりぎゅーっと手を掴まれた。反射的に振り払おうとしたけれど、彼の力は強くて手を引き抜くなんてできなかった。

「け・い・や・く」

　一文字一文字区切って言うから、ちょっとむっとする。手をいきなり握られるなんて経験したことなかったんだから、しかたないじゃないか。

（……い、いきなりこんなことをするから）

　真っ赤になった顔を隠すようにうつむく。彼にとっては、手のひとつやふたつ握ることなどたいした問題じゃないのだろうけれど、フィリーネからしたら大問題だ。

「――知りませんからね！」

　腹立ちまぎれに叫んだら、彼は愉快そうに笑った。

「言っておくけどな、今夜も付き合ってもらわないといけないんだぞ」

「わかってますって。ちゃんとドレスを用意したから大丈夫です。その次は、ちょっと考えないといけないけど」

「考えないといけないってどういうことだ？」

「まだ、仕立て直しが終わってないんですよね。私とヘンリッカのふたりでやってるからしかたないんですけど、間に合うかどうか」

　とりあえず、その後についてはまた考えよう。とにかく、今夜のパーティーについて頭を切り替えないと。

　だけど、握られた手がずいぶん熱いように感じられて、その後もずっとフィリーネは落ち着かないままだった。
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　フィリーネとの「契約」についてアーベルは当然誰にも話さなかった。

　今のところ、結婚相手については両親が懸命に探しているところだ。三か月後に適当な相手が見つかればそれでいい。

（意外と、いい相手を見つけたかもしれない）

　なんて、フィリーネを判断したのはアーベルの傲慢なところなのかもしれなかった。

　ユリスタロ王国がこの大陸全土を治めていたのは、今から三百年も前のことだ。国が衰退した今、ユリスタロ王国の影響力はもうほとんどなくなっている。

　アーベルと話している間も手を動かし続けているのには閉口したけれど、フィリーネは自分の生活を崩すつもりはないらしい。

（……ま、自分の民を大切に思うのはいいことだよな）

　アーベル自身、この国も、民も愛している。とても大切だと思っている。

　だからこそ、結婚相手を選ぶのに恋愛感情は不要だと信じていた。

　アーベルの両親も政略結婚だったけれど、今では仲睦まじい夫婦だというのを知っているから結婚してしまえばなんとかなるだろうという思いもあったかもしれない。

　フィリーネとの密約を交わす上で聞いたのは、ユリスタロ王国はレースを特産品にしようとしていて、それは彼女の祖父が発案したということだった。

　絹糸や麻糸をそのまま輸出するより、付加価値をつけて輸出した方がいいというのがレース生産を学ばせた理由だったようだ。

「俺なら、どうするんだろうな――」

　今日はフィリーネと会う予定はなかったから、令嬢達の目を逃れて図書室に逃げ込む。後で一応、挨拶だけはしにいくつもりであるけれど、囲まれるのはまっぴらだった。

　もし、自分がフィリーネの祖父、先代のユリスタロ国王だったとしたら――どう行動しただろう。

　地図を取り出して開いてみれば、ユリスタロの国土の大半を占めるのは山と広大な湖だった。夏の間は避暑地として訪れる観光客が多いことからわかるように、涼しくて過ごしやすいが、その分冬になると雪が深い。

　アーベルと一緒に過ごす時もレース編みの道具を入れた籠を持ち歩き、せっせと手を動かしているフィリーネがそんな話をしてくれたことを思い出した。

　そんな彼女の姿は、民のために力を尽くした先代のユリスタロ国王の姿をなぞっているようにもアーベルの目には映っている。

　図書室を出て、裁縫室に足を向けてみれば、床に座り込んで熱心に針を動かすフィリーネの姿。時々、隣で同じように針を動かしている侍女のヘンリッカと顔を合わせてはなにかささやき合う。

（――変なやつ）

　フィリーネを表現するには、それが一番近い言葉なのかもしれなかった。

　だけど――とさらに考える。

　フィリーネのそばにいるのは気を使わなくて楽でいい。

　愛とか、恋とか。そんなくだらない感情ではなくて――同志というか同じ方向を向いて進むことのできる相手。

　フィリーネは一人娘だから、いずれユリスタロ王国の女王となる。

　隣国の女王が同じ方向を向いて進むことのできる相手であれば、手を取り合って互いの国をもっと発展させることもできるかもしれない。フィリーネが即位したその時には、『友人』としてできる限りの手助けはしてもいい。

　そんなふうにも思った。
















第三章　恋心の前になすべきことは













　今夜のために用意したのは、鮮やかな赤いドレスだ。

　フィリーネは鏡の前でくるりと回ってみる。レースとフリルをたっぷりあしらったドレスは、フィリーネの髪の色を綺麗に見せてくれた。

「――約束は約束だけど、気が重いのよねぇ」

「がんばって。だって、フィリーネ様のドレス、わりと評判になり始めてますよ」

　アーベルとしばしば出歩いているせいで、フィリーネは自分のドレスに注目が集まっているのは知っている。

　他の令嬢と一緒に来た侍女達と仲よくなったヘンリッカは、フィリーネがアーベルの目に留まったことを引き合いに出して、「うちの姫様のドレスには魔法がかかっている」なんて、根も葉もないことを広めているらしい。

　パウルスも同じように従僕仲間に広めているらしく、フィリーネ本人に対する好奇心はむくむくと大きくなっているらしいが、それだけでは意味がない。

「評判になっているならいいけれど。まだ、レースの買取りをしたいって話はどこからもないのよね。どこかのお姫様が気に入ってくれればいいのに。ああ、やっぱり、あの時ライラ様をつかまえられなかったのが敗因なんじゃないかしら」

　自分も〝お姫様〟であることは、フィリーネの頭からは完全に消え失せている。

　アーベルと一緒に初めて出た舞踏会で、ライラと話をする機会を得た時、もっと一生懸命売り込んでおけばよかった。

「ほらほら、王太子殿下がお出迎えですよ！」

　ヘンリッカは楽しそうに背中を押した。フィリーネはため息をついた。

　アーベル自ら迎えに来てくれるというのは、本来ならものすごく感謝しなければいけないことなのだろうが、これから先のことを考えれば気が重い。

（三か月だけって話だから引き受けたけど、こういう注目のされ方を望んでたわけじゃないし）

　フィリーネが注目してほしいのは、ドレスであって、フィリーネ本人ではない。

　なのにアーベルといつも一緒にいるせいか、ドレスより自身に人々の注目が集まってしまって居心地悪いとしか言いようがない。

「フィリーネ、どうした？」

「いえ、なんでもないです――アーベル様が気にするようなことじゃ、ないんです」

　アーベルとしては、当初の目的を果たすことができて、都合がいいのだと思う。

　フィリーネを連れている時に彼に話しかける令嬢は、じろっと睨めばすむ分、以前より楽になっているはずだ。

　けれど、その隣にいて、じっとりとした視線を向けられるフィリーネにとっては、予想してはいたものの、居心地が悪い以外の何物でもなくて。

「……なかなか、うまくいかないなって思ってたんですよね。私の予想だと、そろそろレースを買いたいって話がきてもいいはずなんですけど」

　ヘンリッカやパウルス達も懸命にフィリーネのドレスを褒めてくれているけれど、レースについてたずねてきた令嬢はまだいなかった。

（アーベル様の隣にずっといるのが間違いじゃないかって気がするのよねぇ……）

　よく考えたら、アーベルは各国から集まっている有力者達と会談を行っている時と、令嬢達の相手をしている時以外は、フィリーネのそばにいることも多い。

　もうちょっと、ひとりでいる時間を増やしたら、誰かがフィリーネのドレスについて話を聞きにきたりするのではないだろうか。

　アーベルが選ぶのは、国のために、一番利益をもたらしてくれる女性だという話だった。今は、家臣達がアーベルの条件に合う人を懸命に選んでいるところらしい。順当に候補者の選定も始まっているそうだ。

（……それに引き換え、私ときたら）

　祖父の代からの悲願であるレースの売り込みに来たというのに、まだ、なにひとつ結果を出すことができていない。

　本当に、このままでいいのかという気もしてくる。

　アーベルとダンスをするのももう慣れた。最初のうちは、彼の足を踏んでしまわないかとうろたえていたけれど、今ではちゃんと笑顔をつくることだってできている。

「やれやれ、さすがにお前ひとりの相手をしているわけにもいかないか。ちょっと行ってくる」

「……どうぞ」

　これが恋人ならたぶんやきもちのひとつやふたつ焼くところなのだろうが、あいにくアーベルとの関係はそんなものではない。ちょうど喉も乾いたし、会場の隅で休もうとそちらに向かっていたら、背後に人の立つ気配がした。

　振り返ってみれば、そこに立っていたのは王太子妃候補のライラだった。フィリーネのことが気に入らないらしく、こちらをじっとりと睨んでいる。

（そうよ、今こそチャンスじゃないの！）

　前回は、アーベルに途中で邪魔されてしまった。だが、せっかくの機会だ。この間褒めてくれたお礼を言ってライラになんとか売り込んで――。

　けれど、友好的にライラと距離を詰めようとするフィリーネのその目論見はあっさりとうち砕かれた。

「いい気にならないでよね？」

　ライラは、腰に手をあててフィリーネを睨みつけた。

　そっと目をそらすと、視線の先では、アーベルが数人の令嬢と談笑している。どうせなら、あの中の誰かに決めてしまえばいいのに。

　いや、今はアーベルではなく目の前のライラに集中しなくては。

「あなたのそのドレス、レースだけは素晴らしいけれど――それで、アーベル様のおそばに立つのにふさわしいと思っているの？」

「……それは」

　今着ているフィリーネのドレスは、たしかに母のドレスを仕立て直したもの。

　こちらにきてからヘンリッカの手を借りて流行の形に仕立て直したけれど、たぶん、ライラから見たら野暮ったいのだろう。

（でも、レースは素晴らしいって）

　そのひと言が、フィリーネに自信をつけてくれた。レースが素晴らしいのなら、山積みになっている問題のひとつは解決したことになる。

「レースを褒めてくださって、ありがとうございます。このレース、我が国の――あのですね、ライラ様」

　ずいっと一歩前に出たら、ライラは一歩後退した。フィリーネがまた出る。ライラが下がる。三度それを繰り返し、フィリーネが説明を続けようとした時、ライラが声を上げた。

「ちょっと、あなた」

「聞いてます？　ライラ様！　このレースは我が国の職人達が」

「誰もそんな話は聞いてないでしょ！　だいたい、どうしてあなたみたいな小国の王女がアーベル様の隣にいられるの？　分相応って言葉を知らないのかしら」

「それは、わかっているんですけど！　今、私がお話したいのはそこではなく！」

　わかっているから、最初からアーベルには近づく気もなかった。彼の『お気に入り』、として振る舞っているのも自国の産業を売り込むためで。

　けれど、ライラの耳にはフィリーネの弁明なんて届いていないみたいだった。

「わかっているのなら、身を引いてくださる？　あなたは、アーベル様にはふさわしくないのだから」

「それはそれ、これはこれです。ライラ様。話だけでも」

　アーベルの王太子妃という地位には興味がないと、ライラに話をすれば――話を聞いてくれるだろうか。でも、フィリーネとアーベルが本気で付き合っているわけではないと、周囲の人に知られたら面倒なことになる。どう説明したらいいだろう。この際、押し切るしかないだろうか。

「そんな流行遅れの品でここに来るなんて、恥ずかしくないのかしら」

「一応、仕立て直しました。それですね、それはともかくとして、このレース」

　ここでめげているわけにはいかない。再度言葉を重ねようとしたら、さらにぴしゃりと遮られた。

「お黙りなさい」

　ライラは、フィリーネの話を聞いてくれるつもりなんてまるでないようだ。このオチはまったく想定していなかったから、困ってしまった。

（……どうしたら、わかってもらえるかしら……）

　フィリーネが口を開こうとした時、すっとうしろに腕を引かれた。

「ライラ、フィリーネがどうかしたのか？」

「い、いえ……」

　アーベルがこちらに戻ってきたのを見たとたん、ライラは気をそがれたように視線を落とした。それからくるりと向きを変えて、その場から半分逃げ出すみたいにして去る。

「なにがあった？」

「別になにもないですよ！　ああ、あともうちょっとだったのに……アーベル様が邪魔するから！　話が途中で終わってしまったじゃないですか！」

　悔しまぎれにフィリーネは足を踏み鳴らした。アーベルは助けてくれたのかもしれないが、今のはありがた迷惑だ。

「ドレスが流行遅れですって。上手に仕立て直せたと思ってたのに――でもレースは褒めてくれたんです。だから、レースを売り込もうとしてたところだったんです！　それなのに、アーベル様が邪魔するから！」

　邪魔するから、と二度も言ってしまった。だが、アーベルに邪魔をされるのは二度目なのだ。やっとライラと直接会話する機会を得られたのに。

　だが、ライラがフィリーネのドレスはみっともないと言ったのも本当のことだった。わかってはいるが、フィリーネにはどうしようもない。

（――先立つものがないのよねぇ）

　アーベルの方には目を向けず、こっそりため息をついた。

　なにせ、侍女や従僕を連れてくることができないくらいの貧乏姫だ。一応、最低限の金銭は持ってきているけれどドレスを買うのに使うのは気が引けるわけで。

「お前のドレス、悪くはないけどな。だが、俺の隣に立つには貧相なのは否定できない」

　フィリーネはむっと唇を引き結んだ。貧相って言葉、あんまりだと思う。だが、アーベルはフィリーネの肩を抱いて引き寄せた。

「ちょ、な……なに、肩っ」

「いいから、黙って聞け。そのドレス、デザインは悪くないが、素材はいまひとつなの、お前ならわかるだろ？　しかし、そのレースは最上級の品だ」

「素材がいまひとつなのは、お母様のドレスを仕立て直したから……ですよ。我が国の財力では、これが精いっぱいです」

　デザインだけは、周囲の令嬢を観察して流行に近づけられたとしても、もともとの品質の違いまではどうしようもない。

「明日、街に出るぞ。他に入ってる予定があったらすべて断っておけ」

「予定はありませんけど、街に出てどうするつもりですか」

「俺がドレスを買ってやる」

「……それはどうかと思うんですけど」

「じゃあ、お前どうにかできるのか？」

　返答に困り、フィリーネは目をうろうろと泳がせた。アーベルの隣に立つのにいまいちな品質のドレスしか持っていないのはどうしようもないし、彼につり合わないのもどうしようもない。

「――俺も気になってたんだよ。俺の隣に立つのに貧相すぎるってな。お前が『お気に入り』という印象がついてきたようだから、そろそろ贈り物をしてもいい頃合いだ。安心しろ。お前の負担になるほど高価な品は贈らないから」

　なんというか、アーベルはしたたかだ。まさかそこまで計算していたとは思わなかった。

「言いたい放題ですね！　アーベル様！」

　とはいえ、これ以上アーベルに逆らうのも得策ではなさそうなので、おとなしく街に連れていかれる約束だけはした。




　翌日、馬車のところで待ち合わせたアーベルは、フィリーネの持っている鞄に目をとめた。

「ずいぶん大きくないか、その鞄――まさか、レース編みの道具を馬車に持ち込むつもりじゃないだろうな。すぐに着くぞ」

「その間ももったいないですけど、今日はあきらめました。私も、いろいろと考えることがありまして」

　王族の馬車は、アルドノア王国に来る時借りたヘンリッカの実家の馬車よりだんぜん乗り心地がいい。座って素直に感心する。座席に張られている布ひとつとっても、比べ物にならない品質だ。

　御者が馬車を御してくれるので、今日はパウルスとヘンリッカは留守番だ。たぶん、ふたりで城内の庭園を散策しているだろう。ふたりが仲よく過ごす時間だって必要だ。

　フィリーネは窓の外に目を向ける。そうしていなければ落ち着かなかったのだ――だって、フィリーネの隣にはアーベルが座っていた。

「どうして、並んで乗っているのでしょうね？　向かいの席じゃだめだったんですか？」

「向かい合って座る方がおかしいだろ？　気に入ってる娘と出かけるのに」

「――そういうものでしょうか」

　本気で気に入っているわけでもないくせに――なんて言えるはずもない。フィリーネを『お気に入り』として周囲に見せつけたいだけなのはちゃんとわかっている。

「私の国より大きいし、人もたくさんいるし、本当にこの国は栄えていますよね」

　隣に座っているアーベルのことはなるべく気にしないようにして、フィリーネは窓にはりつくようにして外を眺めていた。

　アルドノア王国はユリスタロ王国よりだいぶ暖かいからか、道を行く人達の身に着けているものは明るい色合いのやわらかな素材が多く、全体的にふわっとした優しい雰囲気だ。

「こんなものだと思うけどな」

「今、この通りを歩いている人の数だけで、ユリスタロ王国の総人口、軽く上回っていると思いますよ」

　本当に、この国はフィリーネの国と比べ物にならないくらい栄えている。街だって、にぎやかだし――それを見ていたら、不意に胸のあたりが苦しくなった。

　フィリーネの国、ユリスタロ王国は歴史だけは長い。昔は、大陸全土を支配していたのも本当のことだ。

　今、馬車を走らせているこの通りだって、三百年前にはユリスタロ王国の一部だったわけで。

（……このくらいとまではいかなくても、いつか、もう少し国をにぎやかにすることができたら）

　アーベルは街の様子にはあまり興味がないみたいだ。たしかに彼は生まれてからずっとこの国で暮らしているから、これが特別な光景ではないのだろう。

　背もたれに背中を預けて腕を組み、時々ちらりと視線を走らせるだけ。難しい顔をしている理由は、フィリーネにはわからない。

「……いい国ですよね。皆、幸せそう」

「そう思うか？」

「もちろん！　私の国も――いい国ですよ。貧乏だけど、それはしょうがないですよね」

　フィリーネは、自分の国が好きだ。人口は少ないし、貧乏だし、冬は寒いし――それでも、自分の国を愛している。

　冬の早朝、窓を大きく開け放ってぴんと張り詰めた空気を吸い込むのが好きだ。

　湖に張った氷の上でスケートをするのも楽しい。雪の中、そり遊びもするし、子供達と雪合戦をすることもある。子供達と一緒に大きな雪だるまを作って、雪を掘って雪洞を作って、その中でおやつを食べて。そんな時間が好きだ。

　長い冬が去った後の、春のぽかぽかした気候も好きだ。夏に向けてどんどん忙しくなっていく季節。家畜小屋ではたくさんの家畜が生まれて、その世話に追われることもある。短いけれど美しい夏も、実りの秋も。どの季節も愛している。

「子供みたいなことを言うんだな。そんなに雪遊びは楽しいか」

　夢中になってそんな話をしたら、アーベルが笑う。一瞬、その笑顔に見とれそうになった。

「楽しいですよ。子供達も皆、懐いてくれるし」

　長い年月をかけて国が勢力を失っていく中、最後まで残ってくれた人達を裏切りたくないし、守りたいと願う。国民全員がフィリーネにとっては家族みたいなもので。

（もし、今日行く仕立屋が、このレースを気に入ってくれたら、仕立屋の方に売り込めるんだけど……）

　アーベルにとってはたいした金額ではないだろうが、彼に余計な出費をさせるのは心苦しい。うまいこと仕立屋に話を持ちかけなければと、フィリーネはあれこれと思い巡らせる。

　難しい顔をして考え込んでいるフィリーネの様子を、アーベルがずっとうかがっているのには気がつかなかった。

　アーベルがフィリーネを連れてきたのは、近頃人気上昇中だという仕立屋だった。最近、王妃もこの仕立屋を城に呼んでドレスを仕立てたのだとか。国一番の人気になる日も近いかもしれない。

　店構えも立派だし、店の前の石段も埃ほこりひとつなく掃き清められている。飾られているドレスは、とても華やかで身に着けた人を美しく見せてくれそうだ。

「ほ、本当にこの店でいいんですか」

「お前、少しは俺を信用しろ」

「信用してないんじゃないんですけど、なにか……なんて言うんだったかな……ああ、そうそう、分不相応！」

　ぴしっと指を立てて宣言したら、ぴんと額を弾かれた。遠慮ないので、思わずフィリーネも涙目になる。彼に額を弾かれるのは、もう何度目になるんだろう。

「なにするんですか、もうっ！」

「俺の『お気に入り』なんだから、その発言は禁止」

「禁止って偉そうに……！」

　フィリーネはむっとむくれた。アーベルとフィリーネではつり合わないことくらい、彼なら完全にわかっているだろう。

「――だいたい、俺とお前の関係は『契約』だ。忘れたわけじゃないだろ？」

「忘れてはいませんけど……」

　フィリーネは急におどおどとしてしまった。

　約束の期間が過ぎたなら。

　フィリーネはユリスタロ王国に帰って、きっとアーベルとはもう会うこともなくなるだろう。

　不意に、寂しさにも似た感情が押し寄せてきて、フィリーネ自身が驚く――誰かにこんな複雑な思いを抱くこと、今までなかったのに。

「だからお前は契約を遂行できるのにふさわしい格好をすべきなんだ。ほら、行くぞ」

　だが、手を引かれてそのまま店の中に連れていかれたら悪い気はしないのだから、困ったものだ。

「これはこれは、王太子殿下。まさか、このようなところにいらっしゃるとは……」

　奥から慌てて出てきた店主は、中年の男性だった。仕立屋として長い間働いていたのだろう。彼の身に着けているものがいい品であることは、フィリーネもすぐに見抜いた。

「クライン、この娘にドレスを見立ててくれ。支払いは俺が」

「ちょっと待って！」

「ちょっと待てって、お前な！」

　店主を呼びつけ、偉そうに命令するアーベルを差し置き、フィリーネは鞄の蓋をぱかっと開いた。

「その前に、これを見てもらえませんか。我が国の特産品なんです！　まだ、誰にも渡してないの」

　ドレスを買ってくれるというアーベルには悪いが、令嬢達が話を聞きに来てくれないのなら、ここは、ドレスを提供する側に見てもらうというのもありだろう。

　アーベルに鞄が大きいとあきれられながらも、この鞄を持ってきた理由はそこにある。

「――ほう、これは」

　フィリーネが、鞄の蓋を開けたとたんクラインは目の色を変えた。

「ど、どうかしら……？」

　もちろん、品質には絶対の自信がある。けれど、こんなふうに人の目の前で出して見せるのは初めてだったから緊張が押し寄せてくる。

「す――素晴らしいお品でございます、お嬢様！」

　じっと黙ったままレースを何度も何度も見返したクラインは、ほーっと深いため息をついてからそう口にした。彼の声はかすかに歓喜に震えているようにも感じられる。

「これほどのお品を目にするのは、初めてです」

　それから、彼はずいっとフィリーネの方へと身を乗り出した。彼の目は、フィリーネに――というより、フィリーネの着ているドレスの襟に向いている。

「失礼ながら、お嬢様が今、お召しになっているドレスの襟も同じものでございますかな？」

「そう！　これは、『三乙女のレース』といって――」

　呆気にとられているアーベルをよそに、フィリーネはレースの説明を始めた。

　ユリスタロ王国の女神と三人の乙女達。伝統を受け継いだ職人達が、三人の乙女が身に着けたレースを丹念に作っているのだというフィリーネの説明を、クラインは真面目な顔をして聞いていた。

「品はとてもいいのだけど……今のところ、販路がなくて――私に協力してくれたら、このレースをドレス三着分差し上げるし、そうね、お話によっては、今後三年間、独占取引してもいいわ。どうかしら、私の話を聞いてみる気はない？」

「――三着分？　独占取引？」

　フィリーネを見たクラインは、目を細めた。じぃっとフィリーネを観察しているみたいだ。フィリーネは大きく息をついた。

（……ここで、負けてはだめ）

　できるだけ、有利な条件を引き出すのだ。ここで負けられないし、失敗したら、今後の販路の拡大にも差しさわりが出てくる。

「よろしゅうございます、うかがいましょう。殿下もそれでよろしいですか？」

　アーベルが静かにうなずく。

「……よかった。あなたは運がいいわ」

　とりあえず、交渉のテーブルに着くことはできた。ほっとしたのは見せないように、余裕に見せかけた笑みを浮かべる。

「それで、お嬢様になにを協力したらよろしいのですか」

「このレースを使って、ドレスを三着仕立ててくれない？　その代金として、ドレス三着分のレースを納めるわ」

「――ほぅ」

　クラインは目を細め、おもしろそうな顔をしてこちらを見ている。

「三着仕立てる分のレースはいただけるのですか」

「もちろん。ですから、お渡しするのは合計で六着分になるわね」

　フィリーネの言葉に、クラインは真剣な表情になった。真面目に考え込んでいる様子だ。

「ボビンレースが『糸の宝石』とも呼ばれるくらい高価な品だというのは、あなたも知っているでしょう。つり合いは取れるんじゃないかと思うのだけど……足りないかしら」

　実のところ、庶民なら一家四人の生活を三年以上支えられるくらいの値段がつくレースも今回持参している。鞄の中からそれを取り出すと、クラインはますます真面目な顔になった。

「実のところ、素晴らしいレースを身に着けた令嬢が、殿下のお心を射止めたと評判になっておりますよ。こうして拝見しても、とても見事な品だと思います」

　あともうひと息。

　クラインとの交渉は、なんとか形になりそうだ。フィリーネは一度口を閉じた。一度大きく息をつき、それからクラインを見つめる。

「――どうかしら。お願いできないかしら――このレースを使ったドレスを仕立ててくれたら、あなたの店もちゃんと宣伝するし、悪い話ではないと思うわ」

　ふたりの間でさくさく話が進んでしまい、この店に連れてきてくれたアーベルは、完全に話の輪からはずされている。

「それは魅力的なお話ですな。この品をわが店だけに扱わせていただけるのであれば――喜んでお引き受けしましょう。ですが、独占契約については、期間の延長をお願いしたいですな。三年ではなく、五年」

「あら、それはもう少し時間をおいてからお話しましょうよ。その方が、お互い有益な話ができると思うの」

「……お嬢様は手ごわい。つまり、王太子妃の座を射止める自信がおありで？」

「そういうわけじゃないんだけど……」

　それを期待されるとだいぶ弱いのだが、クラインがにやりとしたところを見るとアーベルの心を射止める自信があると思われてしまったようだ。ともあれ、クラインとの交渉はなんとか無事に終わらせることができた。

　ふたりの間の取り決めはこうだ。クラインは、フィリーネのドレスを三着仕立ててくれる。その代金にはレース三着分をあてることにする。さらにユリスタロ王国は、今後三年間クラインにだけレースを販売する。

　三年間の独占契約については、アーベルのお妃になる令嬢が決まった時点で延長を検討する――それは、他にも、欲しがる仕立屋が出てくる可能性を考慮してのものだ。

「ドレス三着分の布地もこちらがご用意するとなると、少々足が出そうな気もいたしますが――喜んでお引き受けいたしましょう。先行投資でございます」

　それからドレスのデザインを決め、店を出たところで、フィリーネはアーベルに飛びついた。

「アーベル様！　ありがとう！」

「わ、なんだよ、お前――！」

「このお店に連れて来てくださってありがとう！　私、いい交渉ができたと思うの！　さっそくお父様に手紙を書かなくちゃ！」

　浮かれたフィリーネはアーベルがちょっと戸惑った様子でいることに、まったく気がつかなかった。少なくとも、三年間は買い取ってくれる相手を確保することができた。

　三年の間に、もっと評判を得ることができれば、クラインとの取引が終わったとしても、適当な買い手を見つけられるだろう。

「まあ、いい。しかし、ずいぶん上手に交渉したんだな」

「たいしたこと、したわけじゃないです。ただ、必死だっただけで。皆の期待……を背負ってきているから」

　アーベルに褒められるとは思っていなかったから、耳が熱くなった。

　本当に、クラインとの交渉は必死だった。今、ユリスタロ王国は一年を通しても一番忙しい時季だ。

　三人が抜けた穴を埋めるのに、皆、一生懸命働いているだろう。それを思えば、交渉の場で失敗するわけにはいかなかった。

「三着分、か」

「とりあえずはそれでなんとか。アーベル様に買ってもらうの悪い気がするんです」

「言っておくが、お前のドレスを仕立てたくらいで俺の懐は痛まないぞ」

「それも、知ってます。でも――無駄遣いってしないにこしたことないでしょう？」

　まずは一歩。

　その一歩が大きかった。

「なんだか、お前にはかなわないような気がする」

「……そうでしょうか？」

　アーベルが、なにを意味してかなわないと言ったのかは、フィリーネにはよくわからなかった。だが、これからのことを考えると、まだ一歩踏み出したところでしかない。

「アーベル様、これからもよろしくお願いしますね」

　懸念事項がひとつ片づいたので、フィリーネの機嫌は急上昇した。これで、アーベルの隣に立っても、服装だけは不つり合いとは言われないですむだろう。

「ついでだから、少し街を見ていくか？」

「いいんですか？　うれしい！」

　パウルスとヘンリッカは、何度か城下町に遊びに出たけれど、今までフィリーネにはそんな機会はなかったのだ。

「まず、なにが見たい？」

「ええと、生鮮食品を売ってる市場でしょ、それからお菓子を売ってる店でしょ、雑貨屋も見たいし……」

「お前、本当に欲がないんだな」

「欲って？」

「こういう時、たいてい女は宝石屋のところに行きたがる」

「馬鹿みたい。買い物しないのに、宝石屋に行ってもしかたないでしょう」

　フィリーネにとって、大切なのは国に帰ってから役に立つ情報だ。宝石を買っても、使い道なんてないから欲しくない。

「宝石を見るより、この国のことを知りたいです。いつか――私が、女王になった後、もっと仲よくなれるように」

「俺の方は、ユリスタロ王国と特に親交を深める必要もないんだけどな」

「もー、そういうことを言ってはだめですよ！　お互い……国のことを考えないといけないのに」

　考え込む表情になったフィリーネだったけれど、いきなり手をぱちんと打ち合わせた。

「そっか、アーベル様にとっては私の国って魅力ないんですよね。親交を深める必要ないってことは――ごめんなさい、なにか考えないと！」

　別に、彼が自分を好きになっているとか、恋をしたとか、そんなんじゃないんだと。フィリーネだって、彼との距離を測りかねている。

　ただ――これだけ大きな国の王子であることを考えると、フィリーネにとっては、今後、もっと勉強しないといけないと思わせてくれる相手であるのは間違いない。

　自分が、まだ女王になるための準備ができていないことはよくわかっている。

「――パウルスだったらよかったのに」

　街を歩きながら、不意にぽつりとこぼした。

「パウルスが、国を継いでくれるのなら、もっと……」

　違う。そんなの言い訳だ。

　パウルスが国を継いでくれたなら、もっと自由に生きられた、と心のどこかで思っているのも否定はできない。

　――けれど。

　パウルスが未来の国王だったとしても、フィリーネは国のためになにができるのか考えただろう。

「『もっと』の先にはなにが続くんだ？」

「ええと、それは……ごめんなさい、なんでもないです。だめですね、もっとしっかりしないといけないのに」

　アーベルのおかげで一歩踏み出すことができたのに、こんなところで立ち止まっている場合じゃない。

「いい女王になれるように、もっと努力しなくちゃ。アーベル様を見てたら、そんな気がするんです……」

「俺か？　俺は――そうだな。俺は、フィリーネを見ていると、そういう気になる」

「なんで？　私、なにもしてないのに」

　アーベルが、自分のことをそんなふうに見ているなんて、フィリーネは想像したこともなかった。思ってもいなかった発言に、彼女の胸の奥でなにかが動く。

（――だめ。この感情を意識しては……だめ）

　くっと唇を結んで、なにもなかったみたいに装った。アーベルには、気づかれないことを願って。

「ほら、さっきの仕立屋との交渉とか、なかなか見事だったぞ。俺の想像もしないところから攻めていた」

「本当に？　それなら、少し自信を持ってもいいかもしれないですね」

　自分はすごく単純だとフィリーネは実感した。アーベルに褒められただけで、こんなにうきうきしてしまうなんて、と。

「あ、ごめんなさい」

　向こう側から歩いてきた人とぶつかりそうになって、慌ててよける。アーベルに強く手を握られて、フィリーネの心臓が騒がしい音を立て始めた。

「まったく……お前は、とろい」

「しかたないでしょう、私の国でのお祭りの時よりうんとたくさんの人がいるんだから」

　笑って、自分の心をごまかした。

　気づくな、気づいてはだめだ――。

　心臓が、ますますやかましく騒ぎ始めていて、フィリーネはそこから懸命に意識をそらす。

　アーベルとは、ただの契約関係。フィリーネに求められているのは、三か月の間の虫よけの役割。

　その代償に、考えてもいなかった好待遇を与えられているのだから――これ以上を望んではだめだ。

　それなのに、彼とこうして過ごす時間は心地よくて、この時間がもっと続けばいいのになんて、そんな考えさえ浮かんでくる。

「三乙女のレースっていい宣伝文句だな」

「そ、そうでしょうか？」

　何の前触れもなかったのに、アーベルが褒めてくれるから、また心臓が音を立てた。こんなにどきどきしっぱなしだったら、そのうち心臓が弾け飛ぶのではないかと余計なことが気になってくる。

「あれは、お前が考えたんだろう？」

「ええ、私が考えました。どれだけ素晴らしいレースでも、人の目に留まらなかったら意味がないもの。ユリスタロ湖の女神が、三人の娘に恋をかなえるレースの作り方を教えた。そのレースを身に着けたら、きっと恋がかなう――そういうふうに言われたら、きっと女の子達は飛びつくと思ったんです」

　そんなことを言われたら、フィリーネもきっと飛びついただろう。

　あんな恋がしたい。こんな恋がしてみたい。

　三人の乙女の恋の物語を謳い文句としてつくり上げたのはフィリーネなのに、レース職人達の作業を見ている時に未来の恋を夢見てどきどきしていた。

　その相手がアーベルだったらいい――そんな考えが浮かんでしまうのは、全力で否定する。

「ほら、この手袋……ここに手編みのレースがついているでしょう。これは、私が自分で編んだんです」

「いつも、手を動かしているが、無駄なことをしているわけじゃないんだな」

「当たり前です！　去年なんて、一年かけてショールも作ったんですから！」

　昨年作ったレースのショールは、現時点でフィリーネ一番の自信作だ。

　そうやって、時間をかけて作ったものだから大切な作品なのだ。そう説明をするフィリーネを、アーベルは珍しいものでも見るような目で見ていた。

「ごめんなさい、興味なかったでしょう」

「いや、おもしろかった――いつか、工房も見てみたいな」

「それなら、私の国まで来てもらわないといけませんね。でも、アーベル様が見て楽しいものが他にあるかどうか」

　こうやって、手をつないで歩いているだけで、なんとなく楽しい。この楽しさが危険だということを、フィリーネは理解していた。

「あ、お土産を買って帰らないと！」

「土産って誰にだ？　国に帰るまでにはまだ少し時間があるだろう」

「そうじゃなくて、パウルスとヘンリッカに。いつも買い物に出た時に寄ってもらうお店があって――どこにあるかわかります？」

　店の特徴やパウルスに教えてもらった行き方を口で説明すると、アーベルはすぐにわかったみたいだった。フィリーネの手を握り直し、迷いのない足取りでそちらに進む。

　アーベルとは、なんでもないのだ。だから、つないだ手の温かさからは意図的に意識をそらした。
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　――変なやつ。

　フィリーネと契約したのは、アーベルにとっては幸いだった。おかげで余計なことにわずらわされることもなく、いたって快適だ。

　でも、ふと気がつくと、常にフィリーネを捜している。落ち着かない。

　どこにいたってアーベルは、すぐにフィリーネがどこにいるのか気づいてしまうのだ。おかしい。

　特に目立つ美人というわけでもないし、背が高いとか、声が大きいとか――異様な存在感を発揮する理由があるのならともかく、フィリーネはいたって平凡な存在だ。

　アーベルに意識を向けないという一点を除いては。だが、アーベルに意識を向けないその姿勢が好ましく思える、というのも変な話だ。

（……たしかに、レースだけはいいんだが）

　丁寧に仕立て直されたドレス。そのドレスを飾るレース。それぞれを見れば、けして悪くはないが、どうしたって、ドレスに使われている布地が、レースの美しさを十分に発揮できていない気がする。

　彼が気に入ったフィリーネのためにドレスを贈ったと周囲に見せつけるために、最近は母も贔屓にしているクラインの店に連れていってやることにした。その程度の出費、痛手でもないし、協力してくれる礼をしたかったというのもある。

　だが、フィリーネを見直すきっかけになったのは、連れていった先での仕立屋との交渉だったのかもしれなかった。

　自分の隣で虫よけとして役に立ってもらう以上、ある程度の出費は覚悟していたけれど。フィリーネはアーベルの予想もしていなかった行動に出た。

　自分でクラインと交渉し、まずは、自身のドレスを三着。それからレースの販路を確保。頬を紅潮させてクラインと交渉するフィリーネは、アーベルの目にはとてもまぶしく映った。こんなふうに、誰かを見ているなんて――ありえない。

（いや、フィリーネはまずいだろう――）

　かつては、エイディア大陸全土を支配していた大国。だが、今は山の中にひっそりと暮らす人達だ。

　隣国である以上、友好的な関係を崩すつもりもないけれど、他国よりも深く踏み込んだ付き合いをするような相手でもない。

　――それなのに。

『森の乙女、ドリーのレースは植物をデザインに使っているの。だから、庭園でのティーパーティーとか、ピクニックに行く時にいいと思って』

　仕立屋のクラインを前に、それぞれの品について熱心に語る。その横顔から目が離せなくなった。

　特に目立つような美人ではない。政略的に結びつきを深めるのが必要な相手でもない――それなのに。

『いえいえ、このレースでしたら、夜に映えると思いますよ。肩の飾りに使うとよろしいでしょう。そうでなければ――ショールのように肩に羽織っても』

『素敵！　じゃあ、そうしようかしら』

　クラインの提案に、満面の笑みを浮かべて手を打ち合わせる。それから、すぐに冷静な表情を取り戻して、次のレースを取り上げる。

『これは、雪の乙女、シエルのレース。雪を黒い紙に落とすと、綺麗な結晶が見えるでしょう。それをデザインしたの。袖口につけて手首を飾ったら素敵よね』

『胸もとの飾りにしても素敵でございますよ。模様の美しさを最大限に見せたければ、スカートに着けて大胆に見せてもよろしいかと』

『そうよねえ……やっぱり、レースを主役に見せるくらいの勢いの方がいいかしら？』

　それぞれのドレスに合うレースを懸命に選び、クラインと交渉を重ねる。そんな彼女の様子を見ていたアーベルは、口をはさむことはできなかった。

（俺は、こんなに一生懸命になったことがあっただろうか）

　幸いなことに、と言うべきかアーベルはすべてにおいて恵まれていた。

　容姿、身分、財力――それに、頭脳も。剣を取れば、騎士団長に一歩及ばないにしても互角の勝負をすることができるし、乗馬の腕もかなりのものだ。

　なんでもさほど労せずに手に入るから、努力なんて言葉を意識したこともなかった。そんな彼の目にフィリーネは異質な存在に見えたし、異質なだけではなく輝いて見えた。

『これは、虹の乙女、イリスのレース。できれば、昼間に身に着けるのがいいかなと思っているけれど……』

『……これは』

　イリスのレースは、特殊な染め方をした糸を使っているそうだ。遠目に見ればただの白い糸なのだが、日の光のもとでは、その名の通り七色にキラキラと輝くのだ。

『これは、スカートの飾りに使うのがよろしいでしょうね。腰のあたりから、膝のあたりまでスカートをもう一枚重ねたように使いましょう』

『そんなに大胆に使って大丈夫かしら。これは……その、糸を染めるのがなかなか難しくて、大量には用意できないのだけれど』

『それでこそ、ですよ！　まずは、その美しさを存分に見せびらかすのです。欲しがる者が増えてからが勝負！　花嫁のベールに使うのもありですな！』

『クラインさん、素敵！　最高だわ！』

　クラインの言葉にうんうんとうなずいて、それからアーベルの方へ彼女は目を向けた。

『ごめんなさい、お待たせしちゃいましたね』

『いや、いい――』

　あの時、なんて返したのか、アーベル自身よく覚えていなかった。ただ、アーベルを必要以上にわずらわせないフィリーネのことをとても好ましく思ったのもまた事実だった。

　城に戻れば戻ったで、面倒な相手が待ち構えている。国王である父だ。アーベルに結婚しろとせまった手前、どの女性を気にしているのか聞きたかったらしい。

「最近、ユリスタロ王国の王女とよく出歩いていると聞くのだが？」

「ええ、まあ――父上、それがなにか問題ですか？　三か月後には、政略的に必要な相手と婚約しますよ。そのために、あんなに令嬢達を集めたのでしょう？」

「そうではなく――だとしたら、三か月後、今一緒にいる女性はどうするつもりだ」

「彼女とは、そういう付き合いではありません。販路を見つけたいというから協力しているだけで」

　――そう、販路を見つけたいというフィリーネに協力しているだけだ。それは、揺るがないはずなのに、どうしてもやもやするのだろう。

　その理由は、アーベル自身にもよくわからなかった。
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　城に戻ったフィリーネのところに、ドレスが届けられたのはその翌日のことだった。

（……さすが、一流の仕立屋。仕事が早いわ）

　感心しながらさっそく試着してみたら、フィリーネのサイズにぴったり合うよう仕立て直されている。

「すごい綺麗ねぇ……」

「本当にねぇ……」

　フィリーネとヘンリッカのふたりは、届けられたドレスを見てうっとりとした。

　うっとり見つめたついでに手で触れてみる。上質の布地の感触は、今まで身に着けていたドレスとはまるで違う。

「これ、フィリーネ様がもらったのでしょう？」

「そうよ。クラインさんからもらったの。国に帰ったら、一着ヘンリッカにあげるわ。体形が似てるし、着られると思うのよ」

　時間もなかったから仕立てるのではなく、すでに仕立てられていたものをフィリーネの体格に合わせて直してもらったのだが、それにしてもものすごく仕事が早いし丁寧だ。

　三乙女のレースは、今まで本当の美しさを発揮できていなかった。上質の布地とセットにしたら、今まで以上にきらびやかに見える。

「やあ、すごいねえ。これ着たらフィリーネも、いつも以上に綺麗に見えるんじゃないの？」

　横からすかさずパウルスが口をはさむ。フィリーネは軽く肩をすくめた。

「馬鹿なことを言わないでよ。それより――今夜のパーティーには、これを着ることにするわ。さっそくレースの美しさを見せつけないと！」

「毎日のようにパーティーで大変ね」

「招待する側も大変だと思うわ。アーベル様なんて、毎日次から次へといろいろな女性とダンスさせられてるもの」

　今のところ、フィリーネが一番の『お気に入り』ということにはなっていても、他の女性を完全に締め出すなんてできるはずもない。

　そんなわけで、アーベルは毎回何人かの女性と話をしたりダンスをしたりするのを義務づけられているのだ。

　そうやって集まる時には、アーベルの従僕が、次はどの令嬢に話しかけるべきなのかを耳打ちしているのだからすごい。

「……でも、この生活もそんなに長くは続かないものね。早く帰りたいわ」

　窓の外に目をやるけれど、目になじんだユリスタロ王国の景色は、ここにはない。

　広大な庭園が広がっていて、城を囲む塀の向こう側に、城下町の街並みがちらりと見えるだけ。

　たくさんの人が行き来していて、とてもにぎわっているけれど――この生活になじむのはとても難しそうだ。

（でも、アーベル様と一緒なら……楽しいかもしれない）

　不意にそんなことを考えて、ぶんぶんと頭を振る。アーベルとの未来なんて、想像したってしかたない。

「ほら、パウルス。着替えをするから出ていって」

「はぁい。控室の方にいるよ。終わったら呼んで」

　いくらいとこといえど、着替えの場にまで同席されるのは困る。彼を控室の方に追いやっておいて、フィリーネは支度を始めた。

　ヘンリッカは、フィリーネがドレスを着るのを手伝い、それから髪をきちんと結ってくれる。アーベルから届けられた白い花を結った髪に挿して完成だ。

「すごく、綺麗……なにかあったの？」

「なにかって？」

「私にはわからないわ。なんだか、最近、フィリーネ様急に綺麗になったみたい。だからアーベル様もお花をくださったんでしょうか」

「な、なに言ってるのよっ！」

　不意にアーベルの名を口に出されて、不覚にも動揺した。彼のことなんて、気にしていないのに。

　彼には感謝している。彼の隣にいることで、こうやって販路を広げる伝つ手てを見つけることができた。

　これから先うまくいくかいかないかはフィリーネの手腕にかかっているわけで……どこまでできるか自信はないけれど。

「だって、最近のフィリーネ様、ちょっと変なんだもの。そわそわしていたり、ふわふわしていたり」

「……それは」

　ヘンリッカが言っていることに自覚がないわけではなかったから、フィリーネはうろうろと視線を泳がせた。

　認めたくないだけ。たとえ、親友の前であっても。

（絶対に、言わないって決めたもの）

　違う違う恋じゃない。そう言い聞かせていないと、一歩、踏み出してしまったらもう戻れなそうで。

「――馬鹿なことを言わないで。そろそろ、行かないと――」

　できあがった支度を見たパウルスはピィっと勢いよく口笛を吹いた。彼がそんな反応をするのは初めてで、フィリーネもつい戸惑った。

「え？　どこかおかしい？　やだ、どうしよう――せっかく新しいドレスなのに」

「違うよ、フィリーネ。見違えたってこと。いつもの君も悪くないけど――なんていうか、大人の女性って感じだ」

「……それならいいけれど、あまり不安にさせないでちょうだい」

「ごめんごめん」

　フィリーネはそっと目をそらす。

　できれば、アーベルの隣に立った時、そんなに見劣りしないでいたいと願ってしまう。

（……そう思うのが、そもそも間違いなのかもしれないけれど）

　けれど、どうしたって不安になるのはしかたのないところなのだろう。

「今日は、お迎えは来ないんでしょう。会場まで、僕が案内するから」

「ありがとう、パウルス」

　招待はされていないけれど、会場までフィリーネを案内する役を引き受けたパウルスも、会場に入るのにふさわしい格好に着替えている。

　もっとも、パウルスが入ることを許されているのはそこまで。フィリーネをアーベルに引き渡したらすぐにこの部屋に戻ってくることになっている。

　長いドレスの裾を上手にさばいて歩くのはなかなか難しい。パウルスの手を借りて、しずしずと歩く。

「君は――がんばっているよ、フィリーネ」

「ありがとう」

　パウルスが褒めてくれたから、少しだけ気が楽になってくる。彼の方へ笑みを向けて、広間へと足を踏み入れた。

（アーベル様は、今日も囲まれてるわね）

　もちろん、アーベルひとりがこの会場にいる男性というわけではない。各国の令嬢の付き添い役の男性とか、身分の高い貴族とかがいるわけだ。

　アーベルとの縁談が成立しなかったとしても、なにか国に土産を持って帰りたい。そういう思いがあふれているのがフィリーネにもわかる。

「――ねえ、あなた。そのドレスどこで仕立てたの？」

　話しかけてきたのは、今まで話す機会のなかった令嬢だ。フィリーネがにっこりとして、仕立屋の名前を教えると、彼女はまじまじとフィリーネのドレスを見つめてきた。

「そのドレスに使われているレース、とても素敵ね。それはどこに行けば買えるのかご存知？」

「これは――三乙女のレースよ」

『三乙女のレース』という言葉に、令嬢達が勢いよく反応した。「これが」「噂の」「ユリスタロ王国」などという言葉がフィリーネにも聞こえてくる。

「ユリスタロ王国の特産品なの。今まで輸出していなかったけれど、このドレスを仕立ててくれた仕立屋のクラインが独占販売しているわ」

　せっかくなので、フィリーネはここぞとばかりにクラインの宣伝もしておくことにする。世の中、持ちつ持たれつだ。彼の宣伝にもひと役買っておかねば！

「そうなの？　素敵ねぇ……」

「うちの侍女が言っていた、三乙女のレースってそれかしら？」

　まさか、こんなにも囲まれることがあるなんて思ってもいなかった。フィリーネが目をしばたたかせると、向こう側からなにやら威圧感のようなものが伝わってくる。

　視線の持ち主はライラだった。フィリーネが気に入らないのはわかるけれど、そうやって遠くから見られても困ってしまう。

「ねえ、このレースを身に着けると恋がかなうって本当なの？」

「ええと、それは――そうではなくて、このレースを最初に作った乙女達の伝説があってね」

　とまあ、これはフィリーネの考えたところが大半であるけれど、令嬢達はすっかり夢中になったみたいだった。

「それで、あなた、アーベル様を射止めたのね！」

「べ、別にそういうわけじゃ……」

　別に、アーベルを射止めたかったわけではないし、射止めたわけでもないし。

（……でも、これって彼にとっては好都合なのかしら？）

　なんとなく、フィリーネがこうやって囲まれていたらアーベルに向かう令嬢は少なくなってくるような気がする。

「さっそく仕立屋に注文に行かないと」

「あ、でも……」

　今回は売り込みが目的なので、そんなにたくさんの数を持ってきているわけでもない。

　国にいる父親に手紙を書いて、少し送ってもらった方がいいだろうか。

「フィリーネ、ここにいたのか。お前が来なかったから、つまらなかったぞ」

　令嬢達の相手に飽きたのか、アーベルがこちらへとやってくる。押し殺した歓声が上がったのには、フィリーネは気づかなかったふりをした。

　こうして、いつまでもアーベルと一緒にいられたらいいのに。もう少しで、王太子妃選びの期間が終わってしまうのもきちんと理解していた。
















第四章　ままならない感情に振り回されて













　フィリーネは庭に出されているテーブルのところでお茶をしていた。ふらりとやってきたパウルスが向かい側に座る。

「お茶飲む？　クッキーは？」

　フィリーネが褒めちぎったのがよかったのか、厨房の菓子職人達が時々フィリーネのところに焼き菓子を差し入れてくれる。甘いものは大好きだし、彼らの厚意は嬉しい。今日は天気もいいのでのんびりと外でのお茶を楽しもうと決めたところだった。

　ヘンリッカは、クラインに呼ばれて城下町まで出かけている。どうやら、新しいドレスのデザインを決めるにあたり、三乙女のレースについてよく知っている人間に来てほしいとの連絡があったらしい。

「私が行ければよかったのに……」

「フィリーネが自分で出かけるのはだめだろ。一応、アーベル王太子殿下の花嫁候補ってことでここに来てるんだからさ」

　アーベルに話を通せばフィリーネが行ってもよかったのだろうけれど、あいにく彼はつかまらなかった。

　そんなわけで、ヘンリッカに行ってもらってここでだらっとしていたのである。とはいえ、フィリーネも遊んでいるわけではなかった。

　あいかわらずせっせと手を動かし、普段着の襟につけるレースを編んでいるところだ。

「そろそろ冬用の靴下を編み始めないといけないけど、毛糸は持ってきてないのよね。いい毛糸売ってるお店、見つけてくれない？」

「その店を見つけたら、僕の靴下も編んでくれる？」

「それはヘンリッカに頼みなさいよ。恋人なんだから」

「ヘンリッカのやつ、編み物はうまいのに、靴下を編むのだけはすごく下手なんだ。なぜかヘンリッカの靴下は、つま先がもぞもぞするんだよ」

「そうねえ。お父様のを編んで、お母様のを編んで、あと、私の分を編むの。それが終わってからなら考えてもいいわ」

「それじゃ冬が終わっちゃうよ！」

　パウルスにあげる気などないので、冬が終わってしまっても全然問題ない。だいたい、ヘンリッカという恋人がいるのだから、彼女に頼めばいいではないか。でなければいっそ自分で編むとか。

「あまり言うと、ヘンリッカに言いつけるわよ！」

「それは……うぅ……つま先のところだけどうにかしてもらおう……」

　テーブルの上にばったりと倒れ込むパウルスがちょっぴり気の毒になったが、そこは自分達で解決してほしい。フィリーネはパウルスの方に、お茶のカップを押しやった。

「とにかく、お茶をお飲みなさいな。靴下問題は、そっちで解決してちょうだい」

　恋人達の問題には、口をはさまないに限る。

「はいはい。もう君には頼まない」

　ぷんとむくれたパウルスは、はっとしたように姿勢を正した。

「やばいやばい、アーベル王太子殿下がこっちに向かってきてる。じゃあ、僕はもう行くから！」

「もう行くからって……もうっ！」

　なにも、こんなふうに逃げ出さなくてもいいではないか。アーベルに見られてやましいことがあるわけじゃないし。

　視線を巡らせれば、アーベルがこちら側にゆっくりと歩いてくるところだった。彼の手には書類の束が抱えられている。

（……そうね。政務は待っててくれないものね）

　フィリーネを連れて歩くのだって、他の令嬢達の相手で余計な時間を取られたくないからという理由でしかない。そのぐらい忙しいということだ。

「今、ここに座ってたの従者だろ？」

　手つかずのティーカップを見下ろして、アーベルがちょっぴり不愉快そうな表情になった。

「従者ってことになってるけど、私のいとこでもありますよ。それはアーベル様もご存知でしょうに」

「だが、従者ってことで連れてきてるんだから気をつけろ。従者と同じテーブルについてたなんて噂になったら困るだろ」

「あ、それも……そうです……ね……ごめんなさい」

　あまり気にしていなかったけれど、たしかにパウルスとふたりきりでいるところを他の人に見られたら、ちょっとまずいかもしれない。今後は、ヘンリッカが一緒にいる時だけにしよう。

「ちょうどいい。お前、付き合え」

「もー、お前お前って……フィリーネって名前があるんですけど！」

　今までパウルスが座っていた席に、どしんとアーベルが腰を下ろす。

（……やだな、こういうの）

　アーベルがそばにいるだけで、どうしてこんなに心臓が暴走を始めるのだろう。その答えはわかっているけれど、あえて見ていないふりをして遠ざける。

　これは契約。それ以上の思いを持つべきではない。

（そうよね、私を『気に入ってる』って他の人達に見せたいだけだものね）

　アーベルにとっては、フィリーネを気に入っていると周囲に見せることだけが大事なのだ。それはきちんとわきまえていたはずなのに――最近、なんだかおかしい。

「お茶、冷めてしまいましたね。入れ替えましょう」

　もともとパウルスのために用意したお茶だが、彼は手をつけずに立ち去ってしまった。傍らに置いてあったバスケットの中から、新しいカップとソーサーを取り出す。

　これは、ヘンリッカが帰ってきた時に使うつもりだったけれど、後で新しい食器を取ってくればいい。

「いつも」

　不意にアーベルが口を開いて、フィリーネはどきりとした。

「いつも――なんでしょう？　あ、お茶をどうぞ。ええと、それからこれは厨房からもらいました。こっちがチョコレートクッキーで、こっちはマカロン。それからマドレーヌにフィナンシェ――」

「なんで、お前のところにはこんなに焼き菓子が集まってるんだ」

　テーブルを見て、アーベルはあきれたみたいな声を上げた。

「今、言ったじゃないですか。厨房からもらったって――時々、厨房の菓子職人が部屋まで届けてくれるんです」

「……それは、ちょっとおかしいだろ」

「おかしいって失礼ですねぇ！　おいしいって、パウルスもヘンリッカも喜んでますよ！　そんなふうに言うのなら、アーベル様にはあげません」

　厨房の職人が焼いてくれたお菓子だって、おいしいと食べてもらえる人に引き取られた方が幸せなはずだ。アーベルの前に置かれた皿を遠ざけようとする。

「そうじゃないって。普通は厨房の方から届けないんだ。注文があったら、侍女が取りに行くのが普通だぞ」

「私達、よく食べるからじゃないでしょうか。アーベル様、召し上がらないならひとりで食べちゃいますよ。うん、おいしい！」

　蜂蜜を使ったマドレーヌは、ほんのりとした優しい甘さとバターの香りがいい。アーベルの前で遠慮なくふたつ目に手を伸ばしたら、アーベルはテーブルの上に置かれていた編みかけのレースに目をやった。

「お前は、会うたびになにかしら手を動かしてるんだな」

　たとえば、裁縫室でドレスを仕立て直していたり、スカートの裾に刺繍を施していたり。今はレースを編んでいるところだし、もう少ししたらパウルスと話したみたいに靴下を編み始める予定だ。

「なんとなく、遊んでいるのって落ち着かなくて。他の人達と違って、花嫁選びに参加してるわけじゃないし」

　フィリーネはきちんと手を拭いてから、編みかけのレースをぽんと籠の中にほうり込んだ。これはまた、後で編めばいい。

「――それは、だな」

　アーベルが言葉を重ねようとしたところで、ライラが向こう側からやってきた。ライラは、アーベルを見かけるなり、強引に同じテーブルに着く。

「あなた、こんなところでなにしてらっしゃるの？」

「ライラ様……、アーベル様とお茶をしているところなのですが、ごめんなさい。カップがもうなくて」

　今のところ、王妃であるアーベルの母は、王太子妃の第一候補者にライラを押しているらしい。でも、アーベルとライラはあまり話す時間はなかったはずだ。フィリーネは、今自分が厨房に新しいカップを借りに行けば、彼らふたりの時間ができると思った。

「私、厨房までカップを取りに行ってきます」

　フィリーネが立ち上がるのを、アーベルは引き留めようとした。だが、そのアーベルを遮り、ライラが口を開く。

「お願いしても、よろしいかしら？」

「ええ、もちろん」

　歩き始めたフィリーネの後方から、アーベルが追いかけてくる。せっかくフィリーネが気をきかせたのに、なんでついてきてしまうんだろう。

「なにやってるんですか、アーベル様。ライラ様とお話する時間をつくらないと」

「あれはあれで面倒なんだ！　とにかく、厨房まで付き合う。お前は俺の『お気に入り』だからな」

「……あそこにひとりで待たせておくのもどうかと思うんですけど」

「既成事実をつくられたらたまったもんじゃない」

　アーベルの言うことは、フィリーネには難しすぎてちょっとよくわからない。

　けれど、厨房から新しいお茶とカップをもらって戻ってきた時には、ライラは姿を消していた。

「……ほら、アーベル様がおしゃべりしないからですよ！　お茶もないし、ひとりでテーブルに座ってるって、馬鹿みたいじゃないですか……！」

　まったく、ライラの相手をしないでどうするというのだ。けれど、フィリーネの心の声は、アーベルには届いていないのだった。
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　気がついたら、アーベルはいつもフィリーネを捜すようになっていた。誰と一緒にいる時でも。

「アーベル様、聞いてらっしゃいます？」

　声に意識を戻せば、ライラがこちらをじっと見ていた。先日、フィリーネと観劇して以来、ライラはますますアーベルに接近してくるようになった気がする。

　たしかに、デルガド王国とは今後も友好的な関係を築いていくべきだというのはわかっている。

　だが、彼女に対しては、アーベルの頭の中でなぜか警鐘が鳴り響くのだ。ライラには、注意しなければならない、と。

　今だって、ライラはなぜかアーベルの存在を察知し、移動中の彼をつかまえに来たのだ。

「悪い――なんだったかな」

「もうっ！　私達と、湖にボートに乗りに行きませんかとお誘いしたのです。私と、それからルーイン侯爵令嬢と……ノディラ王国の王女のエレイン様と」

「そうだな――」

　アーベルは、考え込む表情になる。母はライラが一番いいと思っているのは知っているのだが、どうにも気が進まない。

　アーベルもそれなりの美的感覚を備えているので、彼女が美しい女性であるのはもちろんわかる。マナーが完璧なのも、幾度か一緒に行動しているうちに理解した。

　たしか、四か国語か五か国語を母国語同様に話すだけの教養もあるし、各国の有力者に顔が広いのもわかっている。

　たぶん、未来の王妃には、彼女みたいな女性を迎えるのがいい――というのもわかる。心の奥からはライラと共に行くべきだという声も聞こえてくるのに、アーベルが口にしたのはまるで違う言葉だった。

「悪いな。フィリーネをひとりにしておくのは気が進まないんだ」

　そう口にしながらも、自分で自分の言葉に違和感を覚える。フィリーネをひとりにしておくのは気が進まない。それは、本当に――演技だけなのだろうか。

「……そう、ですか。残念ですわ」

　ライラはしょんぼりしてみせた。

「でも、彼女はユリスタロ王国の出身でしょう。アーベル様には……その」

　ふさわしくない、という言葉を直接口にしない慎み深さはさすがに持ち合わせていたらしい。そんなライラに向かい、アーベルは笑みをつくった。

「両親からは、俺が仲よく暮らせるような女性を妃に、と言われている。国にとって、有益な相手というのももちろん選考基準にはなるが、それだけが基準ではないんだ」

　アーベルとしては、国にとって有益な相手という条件さえ満たしていればよく、仲よく暮らすことのできる女性という条件は二の次だ。だが、それではフィリーネをそばに置いておく理由がなくなってしまうし、目の前にいるライラを納得させることはできない。

「――でしたら、私を選ぶべきですわ！」

　ライラが声を上げる。

　ライラが彼の妃の座を狙うのは当然だが、ライラの行動原理にあるのは、「自分が未来の王太子妃になること」であり、アーベルが大切にしたいと思っていることがひとつ、足りていない。

「フィリーネと約束をしたのを忘れていた。悪いな」

　フィリーネとの契約を思う存分利用して、ライラの前から立ち去ったけれど、アーベルはなんとなく居心地の悪さのようなものを覚えずにはいられなかった。

　そのもやっとする理由を理解したのは、従者として連れてきたパウルスと一緒にいるフィリーネを見た時だった。

　庭に用意されているテーブルは、自由に使ってもいいということになっている。フィリーネの姿が見あたらないので捜しに行ったら、彼女はそのテーブルで従者とお茶を飲んでいた。

　なにせ、ここには従者として来てはいるが、パウルスはフィリーネの親戚だ。侯爵家令息であり、いとこという血縁関係にあることもあってフィリーネにとっては、生まれた時から一緒にいる信頼できる相手だろう。

（……おもしろくない）

　その時、自分の心の中に芽生えた感情に、アーベル自身が驚いた。おもしろくない――と思っている。

　フィリーネが、アーベル以外の男の前で、あんなふうに笑っている。フィリーネはアーベルの『お気に入り』なのだから、あんなふうにパウルスと笑い合っている場合じゃないのに。

　自分でもわからない衝動にかられ、もやもやしたままふたりがお茶を飲んでいるテーブルに向かうと、パウルスは慌てた様子で立ち去った。今度こそ真面目にフィリーネと話をしようと思ったら――また、ライラが邪魔をする。

（……どうして、そう平然としていられるんだ。こいつは）

　ライラと話をしてみればいいのに、とけろりとしているフィリーネの考えていることがアーベルにはよくわからない。

　彼女の立場からしたら、もっと焦ってもよさそうなものなのに。

（……焦る？　なんのために？）

　いや、フィリーネからしたらライラを押すのは当然のことなのかもしれない。アーベルと一緒にいるのはあくまでも『契約』であって、フィリーネの気持ちは他のところにある。アーベルの気持ちを得ようなんて最初から思っていないのだから。

　そこまで考えてようやく気がついた。フィリーネと約束した期限は、三か月。それも半ばを過ぎているということに。

　だが、フィリーネはアーベルのことなんてまったく眼中になくて――この気持ちは、アーベル自身にも納得できるものではなかった。

（……いや、気になるのは……ユリスタロ王国のことだろ。フィリーネじゃない）

　懸命に自分にそう言い聞かせる。

　フィリーネが気になってしかたないなんてありえない。きっと――将来的な国際取引や利害関係が気がかりなだけなのだ。あのレースが国内で流行するのならば、ユリスタロ王国とこの国――クラインの店ではなく――で、取引できるようにすべきだと。

　美しい品は、どこに行っても女性達の心をわしづかみにする。アーベルは自分がフィリーネを気にかけていることからは、意図的に目をそらした。
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「フィリーネ、どこに行った？」

　アーベルがフィリーネを呼ぶ声が聞こえてくる。フィリーネは息をついた。どうもアーベルがフィリーネの周囲をうろつくことが増えた気がする。

「行かなくてよろしいの？」

「え、ええ……」

　彼との約束を考えれば、そろそろそばに戻った方がいいのだろうが、今、フィリーネは、周辺諸国からきた貴族令嬢達と、ドレスの話をしているところだった。

　フィリーネのドレスは、今や令嬢達の間で大流行。彼女達の興味は、『三乙女のレース』に向けられている。

「三乙女のレースが手に入らなくて困っているのだけれど、どうにかならない？」

「私にだって、かなえたい恋があるの」

「そ、それは、ええと」

　なにせ、『三乙女のレースを身に着けたら恋がかなう』と広めたのはフィリーネなのだ。おかげで、令嬢達は、恋をかなえるべくレースに群がっている。少し前まではフィリーネには見向きもしなかった令嬢達が、今やフィリーネを見かけると遠くから駆け寄ってくるくらいだ。それは目論見通りなのだが、ここまで囲まれるとは思ってもいなかった。

「クラインの店以外に卸す予定はないの？」

「ええ。彼のお店と独占契約を結んでいるので」

「……まあ」

　フィリーネの言葉に、集まった令嬢達がざわっとする。

　まさか、ここまで販売促進活動がうまくいくとは思っていなかった。

「それなら、私、クラインの店にドレスを注文するしかないわね」

「あら、彼の腕はとてもいいわよ。私、この間散歩用のドレスを注文したけれど、三乙女のレースは品切れだったので使えなかったの。残念だけど、レースがなくても、彼のドレスは素晴らしいわよ。注文する価値はあるわ」

「それなら、私は舞踏会用のドレスを――大変、こんなことをしている場合ではなかったわ」

　不意に気づいたように、令嬢のひとりが立ち上がる。

「早く注文しないと、できあがりが半年先とかになってしまうかも。この国に滞在している間に届かないのでは意味がないわ！」

「言われてみればそうね！」

「ごめんなさいね、フィリーネ様。私達、ちょっと出かけてまいりますわ！」

「え、ええ……行ってらっしゃい……？」

　彼女達は、フィリーネを残してばたばたと行ってしまう。その場にひとり取り残されたフィリーネは、呆然と彼女達を見送った。

（想定以上だわ、本当に……）

　アーベルの協力を得ることができて、実際に、クラインの店には依頼が殺到しているわけで。本当に彼の協力を取りつけることができてよかった。




「……お前の方はうまくやってるみたいだな」

「アーベル様」

　先ほどフィリーネの名を呼んでいたアーベルがひょっこりと姿を見せる。フィリーネが令嬢達と一緒にいるのに気づいていて、あえて距離をあけてくれたのかもしれない。

「おかげさまで。クラインの店には注文が殺到しているのではないかと思います。アーベル様の方はどうですか？」

「俺の方は、あまり虫よけの効果はなさそうだ。特にライラとかはどこに行っても目ざとく俺を見つけて近づいてくる」

「ライラ様は、最有力候補でしょうに。なにか、ご不満でも？」

　頭の中で、アーベルとライラを並べてみる。ふたりともすらりと背が高いし、整った容姿の持ち主でお似合いだ。

　頭の中でふたりを並べただけで、胸のあたりがちくちくする。もし、そこにいるのがライラではなくフィリーネだったなら。不意にそんな想像をしてしまって、慌ててアーベルの方に意識を戻す。

「俺は、気が進まない。たしかに――」

　首を横に振った彼は、『たしかに』と口にしたところで考え込む表情になってしまう。

　彼は恋愛には興味ないようなことを言っていたけれど、今、集まっている令嬢達は各国の王族貴族の中でも、ふるいにかけられた美女と美少女――フィリーネは除くとして――ばかり。だとしたら、アーベルが誰かと恋に落ちても不思議ではないような気がした。

「たしかに国のことを考えたらライラも有力な候補になり得るんだろうけどな」

「それは、私にはなんとも言えませんけど」

　アーベルとライラが結ばれたら、大陸の中でも有力な二国に強力なつながりができることになる。

　国のために一番利益のある相手と結婚するというアーベルならば、ライラを選ぶのがよさそうなものなのに、なんで今さらそんなことを言いだすんだろう。

　ちらり、とフィリーネはアーベルの方に目をやった。

　アーベルと結婚したいと願う女性はたくさんいる。それこそ、このお妃選びに集まっている令嬢達を含めて。

（……そうなったら、寂しいかも）

　寂しいかもしれないけれど、別に彼のことが好きなわけじゃないし――と言い聞かせる。

「そうだ、お前の国の話をしてくれ」

　突然、アーベルがそんなことを言いだして、フィリーネは目をしばたたかせた。

　アーベルは、フィリーネの話に耳を傾ける気になっているようだ。だが、、突然国の話をしろと言われても困ってしまう。

「――私の国の話って言われても。ユリスタロ王国が、昔はこの大陸全土を支配していたことはアーベル様だってよくご存知でしょうに」

　テーブル越しにアーベルが身を乗り出してきて、フィリーネはどきりとした。

　いとこのパウルスでさえ、こんなに近くに寄ったことはない。ダンスの時は例外だけれど、今はダンスの時間ではないからもうちょっと離れてほしい。

　不意に彼の身体から柑かん橘きつ系の爽やかな香りが立ち上る。それにもまたどきりとして、なにも気づかなかったふりをした。

「本当に細かいなー、こんな細かいの作るの大変だろうに」

　手を伸ばしてきた彼は、フィリーネの襟もとに手をやった。そこにつけられているのは、雪の乙女シエルのレースだ。

　彼の指が鎖骨をかすめて、また、どきりと心臓が跳ねる。

（……気のせい気のせい、気のせいだったら！）

　パウルス以外、同年代の異性とほとんどかかわる機会がなかったのが敗因だ。アーベル相手にこんなに心臓がどきどきするなんておかしい、絶対に、間違っている。

「か……拡大鏡を導入してから、ずいぶんと作業効率が上がったと職人が言ってましたよ。それ以前は、肉眼で見ていたから、間違えた部分をとくのに苦労することも多かったんですって」

　アーベルの手が、繊細なレースを何度も撫でる。そのたびに、フィリーネは心臓が跳ねるのを自覚せずにはいられなかった。

「……朝から晩までこんな細かいものを見ているなんて、大変だな」

「あ、それは父が禁じたんです。お城の一階に、皆で使える工房が用意されていて、そこでしか作業しちゃだめってことになってます」

「なんでだ？」

「レースを作るのって、目を酷使するんです。朝から晩まで作業していて、三十代で失明してしまう職人も昔はいたって聞きました。だから、作業は一日四時間までって決められてるんですよ。夏の間は畑とか猟とか他の仕事が忙しいので、実際はそんなに時間が取れないという現実もあるんですけど」

　それでも、レースは高価な品だ。欲をかいて、必要以上に作業をする者もいるかもしれない。作業時間を管理してその危険性を少しでも減らすために、城の一階が工房として使われている。作業をする時は開始時と終了時に、名簿にサインするのが決まりだ。

　それに、冬の間は皆城に集まって暮らすから、工房を城の外に設けるより城の中に設ける方が合理的なのだ。

　フィリーネの話を聞いて、アーベルが疑問を覚えた表情になった。

「城に集まって暮らすって、どういうことだ？」

　そうか、とフィリーネはここで初めて気づいた。

　アーベルは、ユリスタロ王国の風習については知らないのだ。

「私の国は山の中だし、冬には雪がたくさん降るんです。昔、お父さんが亡くなって……残された家族が……暖を取るための燃料がなくなってしまって、凍死しかけたことがあったんです。ぎりぎりのところで、隣の家の家族が発見したそうなんですけど」

　その家は、夏の終わりに主が死亡し、秋の間に十分な冬の支度ができなかった。

　他にも、老人ふたりで暮らしている家や、両親が亡くなって、子供だけで暮らすようになった家など、冬の間心配な家庭はたくさんある。

　そんな事情もあり、そういった家族は冬の間は王宮で暮らすようにという命令が出たのである。王家は来るもの拒まずだったから、いつの間にか全国民が冬の間は王宮で生活するようになった。

「そんな風習まであったのか。知らないことも多いんだな」

　アーベルは素直に感心したようだ。

「……そうですよ。だから、工房もお城にあるんです」

　冬の間は外に出られないから。子供達とフィリーネが一緒になって遊んでいるのも、こうやって冬の間一緒に暮らしているからという理由もある。

　そんな話をしていたら、アーベルがぐっと距離を詰めてきた。

「アーベル様、あのですね……ものすごく、近いと思うんですが」

「当たり前だ。わざとやってるんだからな」

「……はい？」

　なんでわざわざ必要以上に近づいてくるのだろう。フィリーネが上半身をそらして距離を開けようとしたら、彼はさらにテーブルの上に身を乗り出してきた。

「何人かこっちを見てる。協力しろ」

「……うー、そ、そういうことなら……」

　なにしろ、アーベルにはクラインを紹介してもらった恩義がある。

　彼が目線で示す方へちらりと目をやったら、何人かの令嬢が、こちらにちらちらと目を向けているのがわかった。

「しかし、全員収容するって大変だろう」

「そんなこともないですよ。部屋だけはいっぱいあるので。まあ、一家族ひと部屋ってわけにもいかないんですけど、同じ部屋にいる人数が多い方が温かいですし、文句がある人は城に来なくていいので、問題になったことはないですね」

　ユリスタロ王国が、大陸ほぼすべてを治めていた頃に建てられた城は、避暑のための城といえど、とても贅沢なつくりだ。

　国民全員を受け入れてもまだあまるくらいに部屋はあるし、集まって暮らせば燃料の消費を抑えることもできる。

「夏の間は、皆が交代で掃除に来てくれるんですよ。なにせ、城に住んでいる人数だけでは手が回らなくて」

　くすくすと笑いながら話すフィリーネの言葉を、アーベルは信じられないような目で見ながら聞いていた。

「それで、お前は普段はなにをしてるんだ？」

「なんでも。掃除もするし、洗濯もするし――畑仕事は、ハーブ園だけ手伝ってます。パンも焼くし、その他のお料理も。冬の間は子供達に読み書きを教えたり」




　城に集まって一緒に暮らしている冬の間は、朝食が終わると、親達はそれぞれの仕事に行ってしまう。残された子供達には、フィリーネやヘンリッカ達が字を教えたり計算を教えたりしている。ユリスタロ王国には学校が存在しないのに、識字率が高いのはこのためだ。

　基本の学問を終えた子達は、裁縫をしたり、レースを作る練習をしたり、編み物をしたり――それから、木工細工に、壊れた家具の修復の練習。それをまたもう少し年かさの子供達が見てあげて――といったように、冬の間は大きな家族みたいに暮らしているのだ。

「俺が考えたこともないような生活をしてるんだな……」

　そう言うアーベルは、素直に感心したみたいだった。たしかに、彼の育ってきた環境には、こんな経験をする機会なんてなかっただろう。

「だから、レースづくりが忙しいのは冬なんですよね。夏の間は――どっちかっていうと、他の仕事が忙しいので。レース産業だけに頼るのは危険だっていうのが祖父の考えだったんです。だから、畑仕事も、漁も、本来の仕事は忘れちゃだめだって」

「……へえ」

　拡大鏡の導入により作業効率が上がったとはいえ、手を動かすのは人間だから劇的に速度が上がったというわけでもない。

「なかなか数が増やせないのも本当なんです。レースづくりって、ものすごく手間がかかる作業だし。どこかの国のお姫様が結婚式をあげたときのベールは、職人千人が一年かかって作り上げたなんて話もあるくらい時間のかかるものもあるんですよ」

「――そうか」

　不意にフィリーネを見ているアーベルの目が、優しくなったように見えた。

　居心地が悪くなったフィリーネは、もごもごと意味をなさない言葉を口の中で転がしながら視線をそらす。こんなふうに、アーベルとの距離を詰めたかったわけじゃないのに。

（私、やっぱりどこかおかしいのかも）

　いたたまれなくなって、テーブルに視線を落とした。

　別に、アーベルのことが好きなわけじゃない――レースの販路獲得に協力してくれたから、ちょっと気になっているだけだ。

　早く、この契約期間が終わればいいのに。契約期間が終わったら、アーベルはアーベルの生活に。フィリーネはフィリーネの生活に戻っていく。

「――ああ、そうだ。仕立屋のクラインから連絡があったぞ。お前に贈り物があるそうだ」

「贈り物って？　だって、そんなのいただく理由ないですよ。レースの販売なら……お互い様ですから」

　フィリーネが、ユリスタロ王国のレースの販売権を与えたのは、クラインの店一軒だけだ。それは、あまり大量に流通させてしまうと供給が追いつかないこと、そして、販売数を絞ることによって価値を低下させないことがその理由だった。

　クラインからは、三乙女のレースを生かすデザインのドレスを提供してもらって、日頃はともかく、大切な場に着ていくドレスには不自由していない。

　戻るぞ、と言うなり、アーベルはフィリーネの腕を引っ張り上げる。彼にそんなふうにされて、フィリーネの心臓はまた跳ねた。

　すれ違う人達の視線が気になってしかたない。フィリーネとアーベルではつり合わないと言われているみたいで。

　それは実際その通りだし、今さら否定しても始まらないのだが。

（……ただの、友人ならよかったのに）

　異性の友人といえば、親戚でもあるパウルスくらい。

　アーベルともう少し違う形で出会っていたら、こんな妙にそわそわする感じではなくて、違う形でいられたのではないかと思った。

「――お前、変な顔してるぞ」

「そ、それはもともとですっ！」

　ぷいっと顔を背けて、アーベルから表情を隠す。

　こんなふうに落ち着かない気持ちを抱えていたら、彼の花嫁選びが終わる前に倒れてしまうかもしれない。

「ほら、とにかく見に行ってみよう。お前の部屋に届けさせておいたから」

　アーベルはフィリーネを部屋まで引っ張っていく。

　部屋にいくつもの箱が届けられているのを見て、フィリーネは目を丸くした。

「贈り物っていうから……てっきり、もっと小さなものかと」

　大きな箱が三つと、小さな箱がふたつ。感謝の気持ちにしてはずいぶん多いような気がする。

「開けてみろ。俺も中身が気になるんだ」

「なるほど。それで私を呼びに来たんですね」

　箱に結ばれていたリボンをとく。そっと蓋を開いてみたら、そこにあったのは、森の三乙女のレースを使った美しい散歩用ドレスだった。

「……どうして。だって、三着分しか私、レースを渡してないのに」

「そっちの箱は？」

「ええと、こっちは……雪の乙女のレースを使った舞踏会用のドレスで、こっちは……嘘、信じられない！」

　最後の箱に収められていたのは、虹の乙女のレースを使ったドレスだった。たっぷりとレースをあしらっていて、フィリーネは頭の中で思わず金額を計算した。

（……たぶん、この三着合わせたら……私の十年分のドレス代が飛んでいくと思うのよね……！）

　クラインは、いったいなにを考えているのだろう。こんなドレスを送りつけてきたとしても、フィリーネには代金は支払えない。贈り物という言葉に、なにやらうさんくさいものを感じてしまう。

「フィリーネ、こっちの箱は散歩用ドレスと同じ布で作った帽子だ。それから、こっちは、舞踏会用の髪飾りだな」

　どうやら、アーベルは待ちきれなくなってしまったようで、勝手に残る箱を開けていた。フィリーネは口をぽかんと開けてしまった。

　帽子に髪飾りまで。

　本当に、クラインはなんの目的でこんなものを送りつけてきたというのだろう。

「……あ、手紙が」

　箱にばかり気を取られていて気づいていなかったのだが、テーブルの上にはクラインからの手紙も置かれていた。

　フィリーネは封を切って、手紙を読み始める。

「……嘘でしょ」

　思わず、そんな言葉が漏れた。

　クラインからの申し出というのは、あまりにも思いがけないものだったのだ。

　フィリーネがアーベルの心を射止めたという噂が、国中に広まり、今や三乙女のレースを使った彼のドレスは大人気。もともとかなりの人気店ではあったけれど、今では都一の人気に迫ろうとしているらしい。

　クラインいわく、今回送ってきたドレスやアクセサリーは、そのお礼――さらに、フィリーネが新作を身に着けることによって、また新たに令嬢達の注目を集めることを期待してのものだとか。

「ちゃっかりしてるな。商人だから、このくらいは当然ということなのかもしれないが」

　アーベルが、フィリーネの手もとにあった手紙を勝手に取り上げて読み始めてしまう。

（……たしかに、狙い通りではあるんだけど。ここまでしてもらうほどのことかしら）

「でも……こんな贈り物まで」

　フィリーネは困惑してしまった。たしかにクラインとはいろいろ約束をしたけれど、こんなに高価な贈り物をもらっていいようなことはしていないと思うのだ。

　だが、アーベルの答えは明確だった。

「いいんじゃないか？　だって、ここに書いてあるじゃないか。フィリーネが、このドレスを身に着けることによって新たな宣伝効果を期待してるって」

「――なんだか、順調すぎて怖いくらい。借りると思ったらいいんでしょうか」

「贈り物だって、あっちは言ってるのに」

「――いえ、いただきっぱなしってわけにはいかないと思うの」

　こうやってクラインが手を貸してくれるというのなら、フィリーネの方も全力で応えねば！

「アーベル様！」

「お、おう……」

「散歩に行きましょう！　護衛の手配ができるのなら、街にお出かけしても！　クラインさんの期待に私応えないと！　さあ、いちゃいちゃしましょう、全力で！」

　フィリーネのやる気は燃え上がった。そうだ、クラインからもらいっぱなしではいけない。ここはひとつアーベルと思いきり出歩いて、周囲の人達に見せつけてやらなければ！

（ほ、本当にいちゃいちゃするわけじゃなくて、演技だけど！）

　そこはちゃんとわかっているので問題ない。

「お前……俺の都合も考えてるか？」

「アーベル様は、虫よけに私を使ってらっしゃるのでしょ、だったらがんがん虫よけしましょう！　さあ、行きましょう！」

「いや、まあ……それはそうなんだが、な……」

　フィリーネの勢いにのまれたようにアーベルは笑った。それから、フィリーネの方に手を差し出してくれる。

「じゃ、行くぞ。今、令嬢達が一番集まっているのはどこだ？」

「今日は、南の庭園で野外劇が上演されるらしいですよ。そこならきっとたくさんの女性が集まりますよ」

「――よし、そこに行くか。今、届いたドレスを着てくるといい」

「はいっ！　ヘンリッカ、支度を手伝ってくれる？」

　隣の部屋で待機しているヘンリッカの方へと声をかける。ばたばたとやってきた彼女が、慌てて手を貸してくれて、フィリーネはあっという間に出かける支度を整えることができた。
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　クラインからフィリーネに贈り物をしたい、と連絡があったのは、お妃選びも半ばを迎えようとする頃だった。

　詳しい話を聞きたいと、クラインを城内の謁見の間まで呼び出す。呼び出されてやってきたクラインは、満面の笑みを浮かべてアーベルの前で頭を垂れた。

「――素晴らしい女性を紹介してくださいました。殿下」

「素晴らしい女性って……フィリーネのことか？」

「さようでございますとも」

　クラインの話によれば、フィリーネの持ってきた三乙女のレースは、今や国中の女性達の間で大流行中なのだという。

　美しいレースを身にまとい恋をかなえた三乙女の物語。その乙女達が伝えたレースを身に着けたフィリーネがアーベルの心を射止めた。

　そんな噂は、今や国中の若い女性達の心をとらえているのだという。

　似たような品をさっそく作り始めている業者もいるけれど、ユリスタロ王国の職人達の腕にははるかに及ばないらしい。

「失礼ながら、殿下との恋物語も女性達の心をくすぐっているようでございます」

「あれは、別に――俺は、あいつとはそこまで深い関係ではないんだけどな。

　積極的に噂をまくとはいっていたが、まさか、ここまでとは」

「お嬢様は、機を見る目をお持ちです。素晴らしい――ユリスタロ王国の王女殿下でなければ、わが店の宣伝に引き抜きたいくらいですよ」

　クラインは、フィリーネに感心しているようだった。アーベルの目の前で臆面もなくフィリーネを褒めちぎる。

「もちろん、洗練度という点では、まだこの国の女性には及びません――ですが、このドレスを身に着ければ、ますますお美しくなることでしょう！　これは、私の感謝の気持ちです」

　彼が持参したのは、新しく仕立てたドレスだった。もちろん、ユリスタロ王国の特産品をあしらったもの。新しいこのドレスを身に着け、アーベルのそばで宣伝してほしいということなのだろう。

　つまり、クラインの方もある程度の計算をした上でこちらに来たということになる。商魂たくましいというかなんというか。

　アーベルの方もクラインの目論見に反対する理由もなかったから、新しく届けられたドレスをフィリーネの部屋に運ばせる。

　一緒に箱を開けたら、フィリーネは目を丸くして新しいドレスの美しさに驚いていた。間違いなく、クラインの腕は確かなものだ。三乙女のレースがなくとも、彼のドレスが欲しいと、令嬢達が今まで以上に彼の店に殺到しているというのも大げさな話ではないのかもしれなかった。

　どうやら、フィリーネというのはアーベルの知っている令嬢達とはものすごく違っているらしい。集まった令嬢達は、クラインのドレスを身にまとい、三乙女のレースを飾ってアーベルを囲んで彼の注意を引きつけようとしているのに、当の本人は彼のことなんてまるで目に入っていない。

　アーベルを男性として意識していないのなんて丸わかりで。彼女が喜ぶことといえば、レースを欲しがる女性の声を聞くことだけ。

（まったく、たくましいというかなんというか）

　フィリーネは過ごしやすい夏はいいだろうが、冬は雪に覆われる国の出身だ。そんな中で身を寄せ合うようにして生きてきた国民のことを彼女はとても大切に思っている。

　フィリーネはアーベルにとって、あらゆるところで規格外の王女に思えた。




　本当に、フィリーネは見ていて飽きない、とアーベルは思う。

　クラインから届けられたドレスを着た彼女は、頬を真っ赤に染めていた。たしかに、目立つような美人ではないけれど――最近、ものすごく好ましく見えてきたから、困る。

「ほら、腕をよこせ」

「腕、ですか？」

「いちゃいちゃするんだろ？」

「しませんよっ！」

　先ほど、アーベルに『全力でいちゃいちゃしましょう！』と言って引っ張り出してきたのを、フィリーネは忘れてしまっているらしい。

　からかえば、また頬に血がのぼったみたいだった。フィリーネの耳に唇を寄せて、「け・い・や・く――だろ？」とささやいてやる。

　うぅとかなんとかうなっていたみたいだったけれど、しぶしぶアーベルの腕にフィリーネは自分の腕を絡めてきた。

「そうよ、契約、契約なんだから……」

　本人は声に出していないつもりなのだろうが、心の声はしっかりと言葉になっていてアーベルの耳に届いているのもフィリーネ本人は気づいていないみたいだ。

　野外劇の上演される場所に来てみれば、そこには令嬢達や各国のお偉方など多数の人が集まっていた。

　アーベルの登場に、彼らの視線が突き刺さる。王族用に用意されている場所にアーベルがフィリーネを連れていくと、集まった人達がざわざわとした。

　この光景は、フィリーネを連れて歩くようになってから、何度も見ているものだ。落ち着きなさげに視線をうろうろさせるフィリーネの腰を抱いて引き寄せてやる。

「ちょ――それは、約束には入っていませんよっ！」

　小声でフィリーネはアーベルをたしなめるが、アーベルを押しのけようとはしなかった。この場で押しのけてはまずいと判断する余裕は残っているらしい。

「……まったく！」

　むぅっと口角を下げて、アーベルにだけ見えるようにふくれっ面になる。それから、そっと視線を落とした。

「そう機嫌をそこねるなって」

「なっ！」

　いたずら心が湧き起こって、こめかみに軽くキス。それを見ていた令嬢達の間から悲鳴が上がり、こめかみに手をやったフィリーネはぎょっとしたように目を見開く。

「な、な、なんでこんなことするんですか……！」

「なんでって挨拶だろ、こんなもの」

　このくらいは挨拶程度と思っていたら、フィリーネはますます真っ赤になった。

「あ、挨拶って……こんなこと、パウルスとだってしませんよっ！」

　なんでここでパウルスの名前が出てくるのかと問いかけようとしたが、劇が始まる合図の音が鳴り響いた。

　上演された劇は、最近人気の出てきた脚本家の新作だが、アーベルにはさほどおもしろいとは思えなかった。

　上演される演目をすっかり忘れていたのだが、悲恋を描いたものだったのだ。敵対する家に生まれた若い男女が、愛を成就させるためにふたりそろって死を迎えるという物語だった。

　どちらかといえば、血沸き肉躍るようなはらはらとする演目をアーベルは好む。それに、『お気に入り』を連れてくるのに悲恋はいかがなものかと思っていたのだが、フィリーネはすっかり感激したみたいだった。

「……どうしよう、涙が止まりません」

　最後、主役がふたりそろって死んでしまったのを見届けながら、フィリーネが涙をぬぐう。彼女の持つレースのハンカチは、涙でびしょびしょだった。

「お前、こういう話が好きなのか？」

「……だって、敵同士の家に生まれたからってあんまりじゃないですか……！」

　感動的な結末をもう一度思い浮かべたのか、また、新たな涙が目からこぼれ落ちる。

「あぁもうっ！　こんなところでめそめそ泣いている場合じゃないだろうが――」

　フィリーネの持つハンカチは、涙を吸い取る役には立ってくれなそうだ。しかたがないので、アーベルは自分のハンカチを取り出し、彼女の目に押しつける。

　自分の行動が、周囲にどう見られているのかは、まったく考えていなかった。
















第五章　揺れる想い、近づけてはいけない気持ち













　アーベルとフィリーネの謀はかりごとはうまくいっているようで、クラインの店に卸したレースの在庫が尽きるらしい。新しく仕立てるだけではなく、既存のドレスを直したいという依頼も殺到しているため、クラインも大忙しだそうだ。

　そんな事態に対応すべく、フィリーネはヘンリッカと一緒に図書室で作戦会議を開いていた。今、フィリーネの肩にはレースのショールがかけられている。

「お父様に連絡して、もう少し送ってもらわないといけないわね。売り時を逃すわけにはいかないもの」

「パウルスを連れていって、クラインさんの店の人と引き合わせてもらいましょう。そうすれば、あとは私達抜きで、直接取引してもらえるし」

　フィリーネのショールは、使っている糸こそ商品にはできない品質のものだが、細工そのものは繊細だ。とはいえ、職人ではなくフィリーネが自分で作った物なので、手作り感が滲にじんでいるのはしかたない。

　三角形の底辺部分は、森の乙女ドリーのレースだ。葉の模様を編んだレースに、今度は雪の乙女シェルのレースをつなげてある。そして、三角形の辺に、ぐるりとイリスのレースが縫いつけてあった。

　これだけの品を作り上げるのには時間もかかったし、売り物のレースには使えないけれど、自分で使う分には問題のない糸を欲しがる人は多いので、糸を集めるのも大変なのだ。

「フィリーネ様。クラインさんのところで三乙女のレースを売るだけじゃなくて、小物を扱ってくれるお店を探してみるのはどうですか。ハンカチとかポーチとか……フィリーネ様のそのショールだって、欲しい人はいると思うんですよ」

「このショールはだめよ。一年かかったんだから……でも、そうね。ハンカチとか、ポーチとかそういった雑貨を買い取ってくれるお店を探してもいいかもね。ユリスタロ湖のところの商店で買い取ってもらうだけじゃ商品の方があまってしまうものね」

　うーんとフィリーネは考え込んだ。皆の作業速度が上がったためか、最近、レースのハンカチはあまり気味なのだそうだ。

　ハンカチやポーチだけではなく、レースのつけ襟とか髪飾りとか。そのあたりの小物を、この国の雑貨屋で売ってもらうというのもありかもしれない。小物だけを輸送するのでは赤字になってしまうけれど、クラインの店にレースを納めに行くついでに一緒に運んでもらえば問題ないと思う。

「在庫を送ってくださいとお願いするついでに、お父様に相談してみようかしら」

「……それじゃあ、私、レターセットとペンを取ってきます。お父上にはすぐに手紙を書くでしょ？」

「そうしようかしら。早い方がいいだろうし……」

　今の時季は、雪が積もっていないので比較的往復は楽だ。だが、こちらに来てから手紙を書いたのはレースの取引に関係する用事があるときだけ。きっと両親も心配している。

　こちらに来てからちまちま編んでいたレースのハンカチもだいぶ数ができた。手紙と一緒に送って、母から土産物屋に届けてもらおう。

　今日着ているドレスは、母が若い頃身に着けていた品を仕立て直したものだ。今日は誰にも会う予定がないから、これで十分だと思う。ちらりと視線を落とせば、レースのショールが目に入る。

（……けっこうな大作よねえ）

　自分で作ったショールだけれど、こうしてみるとなかなかの出来なのでうれしくなってくる。ヘンリッカが帰ってきたら、ヘンリッカも一緒に実家に手紙を書くようにしよう。

　パウルスも、実家に手紙を書きたいだろうか。彼はそのあたり、あまり気にしていないようだけれど。

「ちょっと、あなた」

　図書室にいるフィリーネに声をかけてきたのは、ライラだった。

　最近の彼女は、ちょっといらいらしているように見える。それは、たぶんアーベルと会話をする機会があまりないからなのだろうが、そこはフィリーネの力でどうにかしてあげられるところではないので、自力でがんばってもらうしかない。

　とはいえ、ライラを敵に回すのは得策ではないので、おとなしくフィリーネは頭を下げる。フィリーネの国とライラの国では国力が全然違うのだ。

「なんなの、そんな格好して――どうして、あなたがアーベル様と一緒にいるのよ！」

　そんな格好と言われるのはわかる。他国の令嬢達と比較するとあきらかにフィリーネは地味だ。アーベルと一緒にいるときはともかく、今は自分ひとりなので油断していた。

　怒り任せに、ライラはフィリーネに詰め寄ってきた。

「な、なんでって言われても……」

　彼のお気に入りを演じるのが自分に与えられた役だからです、なんてフィリーネには言えるはずもなかった。ライラの剣幕に押されてしまって、言葉が出てこない。

「アーベル様も、アーベル様よ、こんな――こんな――」

　それきり、ライラも言葉が出ないみたいだった。怒り任せにフィリーネの肩に手をかける。

　図書室には、他にも何人かの令嬢がいたけれど、皆、ライラの剣幕に驚いているようだった。誰もこちらには声をかけようとせず、自分の席に座ったまま、かたずをのんで見ているだけだ。

「……ユリスタロ王国は、我が国を敵に回したいのかしら？」

　ライラに掴まれた肩が痛い。人前でここまでの剣幕になる理由がわからなくて、フィリーネは怯おびえた。

　助けを求めて視線を巡らせるけれど、図書室の中にいる人達は、皆気まずそうに視線をそらすだけ。

　令嬢達を恨むつもりはない。たぶん、フィリーネだって彼女達と同じ立場に置かれたら、同じ行動をとるだろう。

　この状況で、ライラを敵に回すような真似をするはずはない。

「アーベル様に近寄らないで。さもないと――我が国に喧けん嘩かを売っているものと解釈させていただくわ」

「それは……アーベル様と、約束を、したからで」

　アーベルの行動は、正直あまり褒められたものではないと思っていたのも否定できないので、ライラの剣幕にとぎれとぎれになってしまった。

「それが許せないと言っているの。自分の立場をわきまえなさいよ！」

「か、返してください！　返して……それは、私の」

　けれど、フィリーネの肩からショールをはぎとったライラは、フィリーネが憎たらしいという目でこちらを見ただけだった。

「返して、って言ってるでしょう！」

　ここがどこであるのかも忘れ、フィリーネの方もつい大声になる。手を伸ばしたけれど、ライラは素早く後退した。

「……これだって、あなたには分不相応だわ」

「だめです！」

　フィリーネが手を伸ばし、ライラは取り戻されまいと躍起になる。ふたりの間で、ショールが引っ張り合いになった。

「……あっ！」

　びりっと嫌な音が響いて、ショールが裂けてしまう。繊細なレースは、美しいけれど耐久性には欠けていた。

　フィリーネは目を丸くする。

　ライラの方も、自分の行動に驚いたみたいだった。派手に裂けたせいでぼろぼろになったショールを掴んでいた手を放す。

「わ、私のせいじゃないんだから！」

　そのまま走り去るライラを、フィリーネは呆然と見送っていた。言葉も出ない。

（……だって、これは）

　たった今、ヘンリッカにも話したばかりだった。完成までに一年かかった。

　売り物にはできない糸を集めて、それを少しずつつないで。一年かかってようやく満足のいく仕上がりになったのに――。

　違う、許せないのはそこではなかった。

「フィリーネ様！」

　部屋に必要なものを取りに行っていたはずのヘンリッカが、いつの間にか戻ってきていた。呆然となっているフィリーネの手にあるショールに彼女の目が吸い寄せられた。

「誰がこんなひどいことを！」

「……そう、ね……ひどいこと、なのよね……」

　自分がひどいことをされたというのに、実感が湧かない。

「フィリーネ様、しっかりしてください。ええと」

　うろたえているヘンリッカに、一部始終を見ていた令嬢が近づく。ひそひそと彼女は、ヘンリッカに事情を説明してくれたみたいだった。

　それを聞いたヘンリッカはきりっと眉をつり上げた。

「――フィリーネ様、とりあえずお部屋に戻りましょう。こんなところに、これ以上いる必要はありません」

　ヘンリッカは半分フィリーネを引きずるようにして部屋に戻る。そしてフィリーネをソファに座らせるとすぐに部屋を出ていった。

（……私ってば、なんてことを……）

　ぼろぼろになってしまったレースは、修復するのが大変だ。これにかけた時間を考えれば、すぐには動く気になれなくても当然だった。

（ヘンリッカは、どこに行ってしまったのかしら）

　こんな状況で、フィリーネを放置するなんて彼女らしくない。

　けれど、それを考えるのもなんだか今は億劫でしかたない。フィリーネはぎゅっと、ショールを両手で包み込んだ。

（……どうして、こんなことに）

　許せないのはなんだろうと懸命に考える。

　アーベルのそばにいるのをそしられるのはしかたないと思っていた。それは割りきっているつもりだった。

　彼はフィリーネとの約束を守ってくれたし、最初から、花嫁選びが終わるまでの間だけという約束だった。こんな形でひどい目にあわされるとは想像していなかったのだ。

　上から声が降ってきて、フィリーネは顔を上げた。

「おい、話は聞いたぞ」

「……アーベル様」

　どうして、彼がここにいるのだろうと思った。アーベルは、ソファに呆然と座っているフィリーネの前に膝をついた。

「ライラにやられたんだって？　ヘンリッカから聞いた」

　その言葉には、ただ首を横に振る。だって、これは――ライラにやられたわけじゃない。ふたりで引っ張り合ったから裂けてしまったわけで。自分がどうすればよかったのかも、やっぱりわからなかった。

「……フィリーネ、泣くな」

　目の前に座っている彼が、困ったような声を上げる。

　言われて初めて気がついた。自分の目からぼろぼろと涙が流れているということに。

「こ、これは、別に泣いているわけじゃ――」

　それなら、どうしてこんなに頬が濡れているのだろう。ただ、フィリーネはぼろぼろと涙を流し続ける。

「わた、私、のせい……」

「お前は悪くないだろう」

「でも、私が――違う、私達、が――」

　違うやり方もあったのかもしれないのに、他の女性達を欺いているという意味では、アーベルもフィリーネも共犯だ。自国の利益を考えて、フィリーネは、アーベルに協力することを決めた。

「フィリーネ、そのくらいの駆け引き、どこの国だってやっているんだぞ」

　肩を震わせ、ぼたぼたと涙をこぼすフィリーネにアーベルも困ってしまったみたいだった。フィリーネの前に膝をつき、手を取って、なんとか慰めようとしてくれているみたいだ。

「お前は、悪くない――そうだろ？」

「ちがっ……私、……嘘、ついたから……」

　真摯にアーベルの気持ちを得たいと思っていた女性達からしてみれば、フィリーネのとった行動は許しがたいもののはずだ。

　特に、ライラは国の期待を一身に背負ってここまできたのだから。

　だけど、だからと言ってユリスタロ王国の人達の気持ちを踏みにじっていいということにはならない。

「……どうして」

　かつての栄光をなくしてしまった祖国。

　冬の間は雪と氷に閉ざされてしまうそんな国で、祖父は生き残るための手段を懸命に考えた。未来のある若者を国の外に留学させて、技術を学ばせて、自国に持ち帰らせた。

　長い間――準備を重ねて、ようやく形が見えてきたところなのに。

「それなのに、こんな……こんな、ぼろぼろに」

　そうか――とようやく納得する。

　このショールが破られたことより、このショールにかけた皆の想いを踏みにじられたのが嫌だったのだ。このショールはフィリーネの手によるものだけど、使われている糸を作るための技術もレースを作り上げるための製法も祖父の代から研鑽を積んできた努力の結晶。

　きっと、フィリーネの気持ちはライラには永遠に理解できないだろう。理解できないことを責めるつもりもない。

　彼女とフィリーネ達とでは生きてきた環境が違うわけで――ライラには、このショールに込められたユリスタロ王国の皆の想いをくみ取ることなんて望めない。

「泣くなって――泣かれると、俺も困る」

「困るって、そんなこと言われても……だって、これって……」

　アーベルのことを責めてもしかたがないことだってわかっているのに。フィリーネの目からあふれ出る涙は量を増す一方で、とどまることを知らなかった。

「お、おいっ。本当に泣くなって――頼むから、泣くな」

「だって、大変だったのに……」

　アーベルの前で、自分の顔がぼろぼろになっているのもわかっていたけれど、涙を止めることはできなかった。

「大変なのは、わかるが」

「あ、あなた達にはわからないわよっ！」

　不意に自分の口から出た大声に、一番びっくりしたのはフィリーネ自身かもしれなかった。よく考えたら、アーベルの前でこんな大声を出したことはなかったかもしれない。

　腰を浮かせた彼が驚いたように目を丸くしたけれど、フィリーネの言葉は止まらなかった。

「あ、あなた達から見たら、ただの――ただの、レースでしかないのかもしれないけど！」

　民の生活を守るために、なにか産業をと決意した祖父。留学費用を確保するために、嫁ぐ時に自分の両親から譲られた宝石を売り払った祖母。

　国王夫妻の期待に応えようと、懸命な努力を続け素晴らしい技術を身に着けて帰ってきた人達。貴重な働き手を快く送り出してくれた人達。

　最高品質の糸を作る術も、そこから美しいレースを作り上げる術も。ようやく形になってきたところだった。

　フィリーネが羽織っていたショールは、フィリーネが自分で作ったもの。糸だって商品にするには品質が劣るものを分けてもらったもので、たしかに職人の手による繊細なレースとは出発点からして違う。

　――けれど。

　ここに至るまでの間、皆が重ねてきた想いまでも踏みにじられたみたいだった。

「落ち着けって、わかってるから――お前達が、どれだけがんばってきたか」

「わからないっ！　アーベル様は、わかってない！」

　アーベルが慰めてくれているのだってわかっているのに、どうしても気持ちが制御できなかった。

　アーベルの胸にどんどんとこぶしを叩きつけて、フィリーネは声を上げた。

　あふれる涙が、ドレスの膝に染みをつくる。どうして、こんなにも気持ちの制御ができないのだろう。こんなに制御ができないなんて、今までなかった。

「フィリーネ、落ち着け。落ち着けって――」

　ぎこちなく、アーベルの手が背中に回される。ぎゅっと胸に顔を押しつけられて、フィリーネは完全に混乱した。

「アーベル……様……？」

「ユリスタロ王国の人達の想いを踏みにじるつもりはなかった。今のは、俺が全面的に悪い」

　抱き寄せられて、なだめるみたいに大きな手が背中を撫でる。彼の手はとても気持ちよくて、フィリーネは急におとなしくなってしまった。

「……ごめんなさい。アーベル様の、せいじゃない、のに」

　完璧にアーベルに対する八つ当たりだ。

　それに、よく考えたら、こんなふうに誰かに抱きしめられるなんて、子供の頃以来。

　不意にアーベルの心臓が規則正しく鼓動を打っているのに気づいて動揺する。

　自分の心臓は、どうなっているんだろう。心臓に意識を向けてみるけれど、壊れてしまいそうなくらいに脈打っている。

　そっと背中を撫でられて、また目め眩まいを起こしそうになった。

（……こんなの、間違っているのに）

　アーベルとの間にあるのは、ただの契約でしかない。

　フィリーネの役割は、花嫁選びが終わるまでの間の虫よけ。

　その代わりに、彼の方からは、三乙女のレースの販路を見つける手伝いをしてくれると――それだけのはず、だったのに。

　彼は意地悪だし、自分のことしか考えていないし、フィリーネのことはそんなに好きじゃない。それなのに――苦しいくらいに脈打っている心臓はフィリーネの思うようにはならなかった。

「ごめんなさい、大丈夫……です。私、みっともなくて……本当に、ごめんなさい」

　ようやく、高ぶっていた気持ちが落ち着いてきた。

　フィリーネはアーベルを押しのけようとしたけれど、フィリーネの力では彼を引き剥がすことはできなかった。

「……フィリーネ」

　こんなふうに、耳のそば、低い声で名前を呼ぶなんて――ずるい。

　たぶん、彼とでは積み上げてきた経験値が全然違うから、彼はフィリーネを翻弄しているつもりはないんだろう。ただ、慰めようとしてくれただけで。

「……ごめんなさい、もう、大丈夫……です」

　気がついたら、アーベルの服に盛大に染みをつけていた。慌ててハンカチを取り出してこするものの、そんなことくらいでは染みは取れない。

「ご、ごめんなさい。私ってば、本当に――ああもう、どうしましょう！」

　もう少しこすったら、染みが薄くなるだろうか。自分のしでかしたことにおろおろしていたら、その手を掴んで止められた。

「水分なんだから、乾いたら見えなくなるだろ。茶をこぼしたわけではないし」

「そ、そうかもしれないけど……」

　どうしよう、耳が熱い。

　最初から彼への気持ちを育てたって未来なんてないとわかっていたし、そうするつもりはなかったのに、惹かれてしまった。

　正面から視線を合わせたくなくて、アーベルの上着、フィリーネがつけてしまった染みのあたりに目を落とす。本当に、乾いたら少しはましになるだろうか。

「あのっ――」

　思いきって顔を上げたら、正面から視線が合ってしまった。

　間近で見たアーベルの熱いまなざしはすさまじい破壊力で、思わずぎゅっと目を閉じた。いたたまれない。こんなふうにふたりでいるのはいたたまれない。

　びくびくしていたら、顎に手がかけられる。

（……え？）

　今、いったいなにがあったというんだろう。やわらかいものが、不意に唇に触れてそして離れていった。

　指ではなく、頬でもなく。一瞬、ふたりの吐息が混ざり合って――。

（……嘘っ！）

　慌てたフィリーネが目を開いた時には、アーベルは立ち上がっていた。

「デルガド王国には厳重に抗議しておく。王女が、他の者の私物を破壊するなんてとんでもない話だからな」

「あ、はい……」

　今のは絶対にキスだった。だけど、どうしてキスしたのか、なんて――聞けるはずもなかった。

　アーベルが部屋を出ていった後も、フィリーネは立ち上がることができなかった。

（……ただの気まぐれってことなのかしら）

　指で、自分の唇に触れてみる。そこに、たしかにアーベルの体温を感じた。ほんの一瞬のことだったけれど。

「フィリーネ、その顔どうしたのさ？」

　アーベルが出ていってすぐ、パウルスが入ってくる。あきらかに泣きはらした直後のフィリーネの顔に、パウルスはぎょっとしたみたいだった。

「……ライラ様とやり合っちゃったのよ」

「あー、あのものすごい美人？　デルガド王国の王女様だよね。フィリーネとやり合うって……ああ、アーベル殿下絡みでか」

　さすがパウルス。よく見てくれている。ライラがフィリーネに突っかかる理由なんて、アーベルのこと以外ないのもちゃんとわかってくれている。

「まったく、アーベル殿下にも困ったものだね。フィリーネをこんなに泣かせるなんてさ」

「それは、しかたないわよ。だって、パウルスだって、最初は悪い話じゃないって言ってたじゃないの」

　アーベルとのかかわりによって、フィリーネへの、それからユリスタロ王国に対する注目が高まっているのは本当のことだ。アーベルと出会うことがなかったら、きっと物事こんなにうまくは進まなかった。

「そうだけどさー、まさか、フィリーネが泣かされるっていうのは想定外だったから。タオル、温めて持ってくるよ。その方がいいだろ？」

「ありがとう、パウルス」

　なんだかんだ言って、パウルスはフィリーネを気遣ってくれる。そのことに安堵して、フィリーネは周囲を見回して気づく。

　ライラに破壊されたショールが、いつの間にか行方不明になっている。

　この部屋に戻ってきてすぐにヘンリッカはアーベルを呼びに行ってくれて……。アーベルがここに入ってきた時には、フィリーネはあのショールを大事に抱え込んでいたはずだ。どこに行ってしまったのだろう。

「今すれ違った時、ヘンリッカには、お茶の支度を頼んでおいたから、それでも飲んで落ち着こうよ」

「そうね。その方がいいかも」

　今日この後の予定はどうなっていただろうか。フィリーネは考え込む。でも、今はまず、この泣きはらしてしまった目をどうにかする方が先決問題だった。
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（……ライラにも困ったものだ）

　ショールを破壊されたのはアーベルの失態だった。まさか、デルガド王国の王女ともあろう者がそんな手に出てくるとは思ってもいなかったのだ。

　フィリーネとライラの間で争いになったのは昨日のこと。守りきれなかったことを後悔している。

（……ずいぶん、見事な細工だな）

　ユリスタロ王国のレースは、今や国中の女性が欲しがる品となっているが、このショールは商品にするには適さない品質の糸を集めて、フィリーネが作ったのだそうだ。完成まで一年かかったというそれは、もちろん、技術という点では、専門の職人には遠く及ばないがアーベルの目には素晴らしい品のように見える。

「――祖父母の代からの悲願、か」

　おそらく、アーベルが思っているよりずっとユリスタロ王国の冬は厳しいのだろう。

　冬の間は、全国民が王宮に集まって暮らすとフィリーネが言っていたことを思い出した。

　燃料を節約したり、互いの生存確認だったりという事情もあるのだろうけれど、この城に民を招き入れることができるのかと、アーベルは自分がその立場に立ったとしたらと考えてしまう。

　たぶん、アーベルには無理だ。そこまで民に向かい合う自信なんて、ない。

（フィリーネと出会ってから、ちょっと俺はおかしいのかもしれないな――どうして、あいつのことがこんなに気になるんだろう）

　最初のうちは、都合のいい相手としか認識していなかったはずだった。

　互いの利益が合致しただけのこと。フィリーネのその後のことには、まったく責任を持つ必要もないと思っていた。

　それなのに、彼女の涙がこんなにも気になってしかたない。

（……これを修復するのは無理、だよな……）

　思わず持ってきてしまったショールを手に、アーベルはため息をついた。

　引き裂かれたレースを、アーベル自身の手で直すのは絶対に無理だ。素人が下手に手を出してはいけない領域というものがある。

　かといって、城にいる職人達に頼んだところで、彼らはこのショールのもとの形を知らないわけだから、もと通りにすることなんてできるはずもない。

　どうにかして、直してくれそうな人間を見つけなければ。

（あ、いや。ひとり――いるじゃないか）

　アーベルが思いついたのは、フィリーネの侍女としてこの城に来ているヘンリッカだった。

　彼女もフィリーネと同じように、見かけるたびに手に針や糸を持っている。

　彼女なら、フィリーネのショールの原形も知っているだろうし、もとの形に戻せるのではないだろうか。昨日アーベルを呼びに来てくれたことから判断すれば、アーベルに対してさほど悪い印象もないだろう。

　ヘンリッカに頼むと決めたのなら、急いだ方がいい。

　フィリーネに見つからないように彼女と話をする時間がほしい。ヘンリッカがどこにいるのかを従者に捜させたら、出かけているということだった。

　城に招かれている者達が、馬車を乗り降りするところまで行ってたずねると、まだヘンリッカの乗った馬車は戻ってこないという。

　しばらく待ってみようかと思っていたら、ちょうどヘンリッカの乗った馬車が戻ってきた。馬車から降りたヘンリッカは、周囲を見回している。

「――ヘンリッカといったな。頼みがある」

　アーベルが声をかけると、ヘンリッカは驚いたようで、勢いよく飛び上がった。わかりやすく露骨にうろたえている。

「た、頼みって――パウルス、どうしよう？」

　ヘンリッカが呼びかけた先にアーベルが視線を巡らせれば、そこに立っていたのはパウルスだった。

　彼は眉間に皺を刻み込んで、じーっとアーベルの方を見ている。

「話を聞くだけなら。必ずお手伝いするとは、お約束はできないけど。そこに誰も使っていないっぽい部屋がありますよ――殿下」

　話があるのは、ヘンリッカだけなのに、なぜかパウルスまで一緒についてくるつもりらしい。

　招待客が急に増えることも想定して、部屋は多めに用意したのだが、結局使われなかった部屋がいくつかある。

　その中のひとつにアーベルとヘンリッカを案内すると、パウルスは扉の近くに用心深く立った。どうやら、警戒心を捨てるつもりはないようだ。

「あの、それで、ご用件ってなんでしょう？　できることなら――」

　自信なさそうに、ヘンリッカの声が震える。テーブルをはさんで二脚ずつ置かれている椅子のひとつにヘンリッカを座らせた。

「お前は、座らないのか？」

「誰か来たら困るんで、僕は見張りを。アーベル殿下もその方がいいでしょう？」

　と、口にするパウルスは言葉の端にとげとげしいものがある。やはり、アーベルのことを信頼していないようだ。

　アーベルはヘンリッカの前に、フィリーネのショールを広げた。

「これ、昨日破かれたショールですね。どうしてこれをあなたが持ってるんですか」

「昨日、フィリーネの部屋から持ってきた。修復できないかと思ったんだが、修復を頼めそうな者がいない。ヘンリッカならできるのではないかと」

「そりゃ、直せって言われたら……努力はしますけど……まったく同じようには戻せないと思います。この、植物を織り込んであるところですけど――ここはもう修復不可です。大きく破れすぎてて。ここは、新しくなにか考えないと。レースをつなぎ合わせているところは、時間をかけたらなんとかなると思うんですけど」

　裂けてしまったのは、大部分が、三種類のレースを剥ぎ合わせているところだったのだが、それ以外にも被害は及んでいた。

「そうか。やはり俺が下手に手を出さなくてよかったな」

「素人が手を出しちゃだめです。まあ――アーベル殿下が直してくださったのなら、それはそれでフィリーネ様は喜びそうですけどね」

　ヘンリッカの意味するところがわからなくて、アーベルは首をかしげる。ぱん、と手を叩きヘンリッカは立ち上がった。

「わかりました。お引き受けします――かわいそうに、こんな姿になっちゃって」

　ぼろぼろになったショールを撫でながら、ため息まじりに吐き出された言葉に、アーベルは返す言葉を持たなかった。

「ただ、フィリーネ様と離れて修復する時間は必要です。それは、アーベル様、どうにかしてくださいます？　もともと、フィリーネ様を気に入って連れ歩いている設定なんだから、そのくらい上手にやってくれますよね？」

「そ、それは――もちろん」

　ヘンリッカの言葉にアーベルはすかさず同意する。

　フィリーネを泣かせるつもりなんてなかった。その分、今度はちゃんと接してやるつもりだ。

「もし、殿下の手に負えないようなら俺がフィリーネを連れ出しますよ。あいつにだって、気晴らしは必要だ」

　扉のところにもたれるようにして立っていたパウルスが、アーベルを睨みつけるようにして言った。

「その必要はない。俺がちゃんと対応する」

「それならいいんですけどね。フィリーネを泣かせるような真似をしたら――俺が許しません。昨日もあいつ、ものすごく泣いてたんですから」

「それは！」

　今さら、言い訳をしたところで始まらないのもわかっている。アーベルがフィリーネを泣かせたのも同然だ。

　彼が、あんな契約を持ちかけなかったら、フィリーネがライラに敵視されるようなこともなかっただろうし、手をかけて作った作品を破壊されるようなこともなかっただろう。

「アーベル様、ではこれはお預かりしておきますね」

　パウルスを引きずるようにしてヘンリッカは行ってしまい、後にアーベルひとりが残された。

（なんだって言うんだよ――！）

　アーベルは、どんと壁を叩く。分厚い壁は、アーベルのこぶしがあたった音など、簡単にのみ込んでしまった。

　どうして、従者などにあんな言われ方をしなければならないのだ。いや、パウルスは従者ではあるが、彼はフィリーネのいとこでもある。

　生まれた時からずっと一緒にいるわけで――。

（……そうか）

　自分の内に生まれた感情を、アーベルはようやく理解した。

　どうやら、自分はフィリーネに好意を寄せているらしい。それが、どこまでの好意なのかは、自分でもまだよくわからないが。

　はは、と乾いた笑いが漏れる。まったく、どうしてこんなことになってしまったのだろう。

　――だが。

　自覚した以上、このまま手をこまねいているつもりもなかった。

　すぐにフィリーネへの手紙を書いて従者に届けさせる。急な招待だが、彼女は応じてくれるだろう。
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　アーベルから、フィリーネの機嫌をうかがう手紙が届いたのは、ライラとやりあった翌日のことだった。

（……なんで、手紙なんか）

　アーベルは今まで何度もフィリーネを連れ出してきたけれど、こうやってきちんと手紙をくれたことなんて一度もなかった。いきなりふらりと現れてはフィリーネを部屋から連れ出すか、事前に約束するにしても、直接顔を合わせて伝えることが大半だったのである。

「……でも、ちょっとうれしいかも」

　アーベルから手紙をもらっただけで、こんなにそわそわしてしまう。まだ、目を通していないというのに。

　便箋に並んでいるのはとても綺麗な筆跡で書かれた誘い文句で、今日はフィリーネのために、普段は立ち入りを許されないサンルームを解放してくれるという。

「なんだか、至れり尽くせりね」

「昨日、ライラ様とやり合って泣いてたでしょう。だからじゃないですか」

「ああ……気を使ってくださってるってこと？」

　昨日、アーベルの前であんなに泣いてしまったことを思い起こせば、かっと頬に血がのぼる。

（……もう、しっかりしないと……）

　アーベルに気持ちを向けたところで、なにひとつ戻ってこないというのもわかっている。それなのに。

　ふぅっとついたため息に、ヘンリッカが心配そうな目を向ける。

「どうかしたの？」

「いえ、別に。たいした問題じゃないわ」

　フィリーネはまた、ため息をついた。そう、たいした問題じゃない――だから。

「……ねえ、なにを着ていったらいいと思う？」

　そう、たいした問題ではないから。アーベルの前では今までみたいに笑っていないといけない。

　そう自分に言い聞かせようとするけれど、それは難しかった。意識していなかったら、きっともう少し楽だっただろうに。

「大丈夫。今日のドレスは私が選びます。それから髪も任せてください」

「お願いね……やっぱり、昨日、ショールを壊してしまったのが引っかかっているのかしら」

　フィリーネはふっとため息をついた。あのショール、気に入っていたのにどこにいいってしまったのだろう。

　売り物にはならない糸を少しずつ集めて、自分の手で丁寧に織り上げた。アーベルの前で感情をあらわにしてしまったのは恥ずかしいと思うけれど――。

　ヘンリッカとパウルスに見送られて、フィリーネは招待を受けたサンルームへと向かった。

　そこは、王宮の奥の方にあった。そこに至るまでには三つの門をくぐらなければいけなくて、その門はいつもは施錠されているのだそうだ。

　今日は、フィリーネを通すために、その門の鍵も解放されていて、そばには案内役と思われる使用人が待ち構えていた。

　サンルームは、緑の芝生の中央に建てられていた。建物のほぼすべてを大きなガラスが占めていて、日の光が贅沢に差し込む建物だ。

「――すごい」

　大半を占めるガラスを、真っ白に塗られた木の枠組みが支えている。扉の金具などは金色に輝いていて、時折きらりときらめいた。

　アーベルは、そのすぐそばに立って、フィリーネがやってくるのを待っていた。

　今日の彼は、紺の上着に白いズボン。それから濃茶色のブーツという格好だ。昨日の今日だからか、やけに素敵に見えて、フィリーネは目のやり場に正直なところ困ってしまった。

（いえ……こんなこと、してる場合じゃないもの）

　芝生の上に踏み出し、ゆっくりと彼の方に近づいていく。ヘンリッカが選んでくれたドレスで大丈夫なのかと不意に気になった。

「こんなところまで呼び出して悪かったな」

「……いえ、いいんです。ありがとうございます。アーベル様……ここに招待していただけるのは、とても珍しいことだと聞いたので」

「――『大切な相手』を呼んだんだから、おかしなことではないだろう」

　また、彼はフィリーネを困らせるようなことを口にする。大切な相手って、ここにはふたりしかいないのだから恋人のふりをしなくてもいいのに。

「え、ええと……それはそう、かもしれませんけれど」

　こんなふうに扱われたことなんて、今までなかった。アーベルは、こんなに優しかっただろうか。

　手を取られて、そのままサンルームの中へと案内される。サンルームの中は居心地よさそうに調えられていた。

　ふたり並んで座れるサイズのソファは低めで、のんびりくつろぐのに向いている。ソファと高さを合わせたテーブルの上には、山のように甘いお菓子が積み上げられていて、それからサンドイッチやスコーンなど、お茶には欠かせない軽食も並んでいる。

　スコーンにつけるためのレモンカード、クロテッドクリーム、蜂蜜。それに様々な種類のジャム。

　目の前に広がる光景に、フィリーネは目をぱちぱちさせることしかできなかった。

（どうして、昨日、キスしたのですか）

　そう口にしかけた言葉を、そのまま封じる。だって、今、それを問いただしてしまったら、この親密な空気が一瞬にして消えてしまうような気がしたのだ。

「フィリーネは、甘いものが好きだというからな。厨房に命じて、フィリーネが好きな菓子を用意させた」

「……私がひとりしかいないって、アーベル様、把握してます？　十人分くらいはありそうですけれど」

「食べきらなかったら、部屋に持って帰れ。好きなんだろう――お前の侍女の……ヘンリッカ、だったな」

「ヘンリッカにお土産、ですか？」

「ああ。ヘンリッカも甘い菓子は好きだろう。昨日呼びに来てくれた礼というわけでもないんだが、喜ぶなら持って帰れ」

「好きですよ。パウルスも好きです。この王宮の菓子職人が作ってくれるお菓子は本当においしくて」

　どういう風の吹き回しなのかはさっぱりわからないが、アーベルがヘンリッカにも気を使ってくれるのがうれしい。

「パウルスは、蜂蜜入りのマドレーヌが好きなんですよ。これは、パウルスへのお土産に残しておきます」

　パウルスも、この城の厨房で作られる菓子は気に入っている。いとこも喜ぶと伝えたつもりが、なぜか、アーベルは不機嫌な顔になった。

「……あ」

　アーベルはパウルスが気に入っていると教えたマドレーヌを取り上げ、ぱくりとかぶりつく。二個目、三個目と手を伸ばし、盛りつけられていたマドレーヌはすべて彼の胃の中におさまってしまった。

　それから彼はクッキーをひとつ取り上げ、その様子をぼーっと見ていたフィリーネの口に押し込んでくる。

「わ、なにするんですかっ！　……おいしい、けど」

　チョコチップのちりばめられたクッキーは、口の中に押し込まれたのが悔しいけれど、すごくおいしい。口の中でさくっと崩れて、チョコレートの甘さがじんわりと広がる。

　もぐもぐしていたら、アーベルがティーカップにお茶を注いで前に置いてくれた。まさか、そんなことまでしてくれるとは想定外すぎる。

「えっと……」

　やっぱり、耳のあたりが熱くなった。どうしても自分は単純にできているらしい。この人のこと、好きなのかもしれないと思ってしまう。アーベルは、フィリーネに興味なんてないとちゃんとわかっているのに。

「あの、昨日は……ごめんなさい。私……」

　いたたまれないから、もごもごとうつむいたまま続ける。昨日は、アーベルにものすごく迷惑をかけてしまった。

　彼の前で、あんなにぼろぼろ泣くなんていうのも想定外だったし――。ぽんとアーベルの手が、フィリーネの頭にのせられる。

「俺も、悪かった。ライラにはもう少し注意を払っておくべきだったんだ。あの作品を作るのは、大変だったんだろ？」

「そ、れは……」

　大変ではあったけれど。破壊されたものを悲しく思う気持ちも嘘ではない、けれど。

「でも、大丈夫です。私……また、新しく作るから。商品にできない糸を集めるところからやらないといけないから、時間がかかってしまうかもしれないけれど」

「――お前は」

　嘆息したアーベルは、フィリーネの頭をぐしゃぐしゃとかき回してくる。

「な、な、なにをっ！」

　信じられない。せっかくヘンリッカが綺麗に結ってくれたのに。だが、アーベルは気にする様子も見せず、今度は髪を指先でもてあそび始めた。

「もうっ！」

　思いきり膨れてしまったけれど、こうされて気持ちがふわふわしてしまうのもまた否定できないからやっかいだ。

「俺は、今まであまり考えたことがなかったんだ――民と共に生きるということがなにを指しているのかを」

「え？　そうなんですか？」

　アーベルはフィリーネよりよほど王族らしい王子だと思う。それなのに、民と共に生きるということがなにを指しているのかをあまり考えたことがないなんて。

「視察には行くぞ。それから、行事や式典で顔を合わせることもある――謁見の間で話を聞くこともあるし、あとは、そうだな。たまには俺の方から声をかけて城に呼ぶこともある。でも、お前のかかわり方とは全然違うんだと思った」

「それはしかたないんじゃないですか？　だって、私の国は全部で八百人くらいしかいないんです。生まれた時からずっと同じ顔見て育ってるんです。顔を知らない人は、観光客か、国外から商売をしに来た人が大半だもの。アーベル様が、アルドノア王国全員の顔と名前を覚えるのって無理じゃないですか？」

　それに、フィリーネの国では冬の間は皆で集まって、それこそ家族みたいに暮らすのだ。顔を覚えない方がどうかしている。

　皆で集まって、一緒に洗濯、掃除、それから食事の支度。レースづくりの作業の合間に、おしゃべりをして。

「少しだけうらやましかったと言ったら、お前は笑うか？」

「なんでうらやましいんです？　うちの国なんて、綺麗な景色くらいしか取り柄のない貧乏国なのに――あ、私は好きですよ？　自分の国だもの。こんなこと言ったなんて、パウルスには内緒ですからね！」

「――言ってやろうかな」

「だめです！　パウルスに聞かれたら『君、一応王女なんだけど？』って言われちゃうから！」

　振り上げた手をどこにやったらいいのかわからない。相手がパウルスだったら、容赦なくひっぱたいてやるけれど、相手はアーベルだ。

　手を振り上げた格好のまま固まっていたら、笑いながらアーベルがその手を掴む。手を取られて、フィリーネは赤面したけれど、アーベルの方はまったく気にしていないみたいだった。

「わかった、言わない。ただ、そうやって民と密接にかかわってくるってなかったからさ。今回の件にしても『国のために一番適切な相手と結婚すればいい』としか考えていなくて――なんというか、このままじゃだめだと思ったんだ」

「わかった。反省なさったんでしょう？　そうですよねー、アーベル様の態度って、集まってくれた女性達にものすごく失礼でしたもん。それで、私を使った虫よけ計画は終わりですか？」

　アーベルのそばにいられないかもしれないと思ったら、やっぱり胸がぎゅっと締めつけられるような気がした。だが、なにも気づいていないふりをして、わざと話をずらす。

「そうじゃない。本当に、お前ってやつは――だから！　お前を見てたら、もう少し王としての心構えを違うふうに持ってもいいのかもしれないと思ったんだ。だから、今日は、その――礼のつもり、で」

　居心地悪そうにアーベルが視線をそらす。結局、彼との会話はそれきり弾まなかったけれど。

（……もう少しの間は、一緒にいてもいいのね）

　ここで彼との契約が終わらなかったことに、息をついてしまう。

　日の光が差し込むサンルームの中、ふたりだけの時間が静かに過ぎていく。三か月という期間が終わってしまったら――この関係も終わりだ。

　だから、あと少しの間だけ、こんな時間を楽しもうと思った。
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　アーベルとの契約って、どこまで含まれるのだろう。フィリーネにはよくわからない。

「……この状況、おかしいですよね？」

「そうか？」

「そうか、じゃないですよ――！」

　なぜか、アーベルの馬に乗せられて、城から城下町まで連れ出されている。それはまあいいと言えばいいのだけれど、お忍びに付き合わされるのはどうかと思う。

　だって、お忍びで出かけるアーベルに付き合わされても、お忍びなのだからフィリーネと一緒にいると他の女性達に見せつけることにはならないんじゃないだろうか。

　街には、こうやって出かけてきた人達のために、馬を預かってくれる宿屋もある。そのうちの一軒に馬を預けておいて、アーベルはフィリーネを街の中心部へと引っ張り出した。

　おかしい。絶対におかしい。

　フィリーネの方は、自分の国にいる時のような格好なので、今日は地味な格好だ。ユリスタロ王国にいる間は、自分で商店まで買い物に行くこともあるので、人でにぎわう場所に出かけるのには慣れているつもりだったけれど、自分の国と比べたら、出ている人の数はだいぶ違う。

　馬を下りた後、アーベルはあっちへ行ったりこっちへ行ったりと忙しい。市場にはたくさんの店が並んでいて、どの店も自分の商品を売り込むのに懸命だ。

　たとえば、朝収穫した果物や野菜、港に揚がったばかりの魚に、解体して火を通せばすぐに食べられる状態に加工された肉。少し行けば、それらの食材を調理した料理や甘いお菓子を売っている場所もある。

　さらにそこを通り抜けたら、今度は日用品や雑貨を売っている場所だ。普段使いできそうな安価な装身具とか、リボンやハンカチといった小物がそろう。鞄を売っている店や靴を売っている店もあるし、端切ればかり取り扱っている店もある。

　どの店にもたくさんの人がいて、この国が栄えていることを如実に表していた。

「アーベル様！　そんなにちょろちょろしないでください！　迷子になるでしょう」

「お前が迷子になるんだろ？　俺は、ちゃんとお前を見ているぞ」

　見ていなかったくせに、という言葉は、喉のところで押しとどめることに成功した。

　いや、アーベルが勝手に歩き回るから、フィリーネの方は彼を見失わないようにするので精いっぱいなのだ。

　こうやって、お忍びで街に出てくるのは滅多にないらしく、アーベルはあちこち店を見て回るのにものすごく忙しそうで、フィリーネのことなんて忘れてるみたいだ。

「……見てないくせに」

　ぼそりとつぶやいたら、前を歩いていたアーベルがものすごい勢いで振り返った。それから、彼はフィリーネの方へ大股で歩み寄ってきて、がしっとフィリーネの手を掴む。

「なら、こうすればいいだろ？」

「こ、こうすればって――！」

　手を、つながれた。つながれてしまった。

　ただ手をつなぐだけじゃなくて、指を絡めてつないで――これって、世間ではお付き合いしている男女のみでやるつなぎ方じゃないだろうか。

　またフィリーネが真っ赤になっているのもかまわず、アーベルはどんどん歩く。こんなに急いで歩いても、人混みでぶつかることがないのは、さすがなのかもしれなかった。

「アーベル様、急にどうしたんですか？」

「俺も、お前にならってみようと思って」

　こちらを見下ろす彼の目が、いつもより優しい気がして、簡単に心臓が跳ね上がる。

（私って、本当に単純なんだから……！）

　とりあえず、アーベルと手をつないでいるという事実をまだ受け入れきれてはいないけれど、これはそういうものなのだとなんとか納得するしかないだろう。

「私にならうってなにを？」

「ほら、この間お前と話をした時――お前の国は、国民との間がものすごく近いのに気づいたんだ。俺は、民の方を向いて、本気で考えたことはなかったから」

　そこまで口にして、アーベルは慌てた様子で付け足した。

「言っておくけどな！　民のことを考えなかったわけじゃないぞ！　ただ――うまく言えないが、少し、俺の考え方はずれているんじゃないかと、そんな気がして」

「あら、アーベル様。そんなの、わかりませんよ。私の国は、人の数が少ないからそうできるだけで。この国の全員と同じように向き合ったら、きっとアーベル様いっぱいいっぱいになっちゃいます」

　彼が、フィリーネの国を認めてくれたのは、素直にうれしい。

　だが、その国その国に適したやり方というものがあり、むやみにユリスタロ王国の真似をしてもしかたないのではないかと思うのだ。もっとも、アーベルの方も、そんなことくらいとっくに考えているのだろうけれど。

　彼が、国を第一に考えていることくらいフィリーネにもちゃんとわかる。

「……でも、この街も俺が想像していたのとはずいぶん違っているみたいな。ほら、見てみろ。あれ、お前のレースだろ」

「私のレースじゃないです――ってわあ！」

　街を行く女性達の帽子やドレス、バッグなどいたるところにかわいらしいレースがあしらわれている。

「やられた！　見てくださいよ、あれ――！」

　フィリーネが、三乙女のレースの販路としたのは、この国ではクラインの店だけだ。だが、街中に三乙女のレースが入荷したと張り紙をしている店が何軒もあるではないか。

「クラインから買い取ったんじゃないか？」

「まさか！　あんなにあちこちいきわたるほどの数はないですよ！　一枚作るのにものすごい時間がかかるんです……ごめんなさい、今からクラインさんのところに行ってもいいですか？」

「すぐそこだったな――今、手が空いているかどうかわからないが」

　もちろん、クラインから買い取って、店に置いているというのであれば問題ないのだ。それをだめだとはフィリーネには言えない。

　だが、街中を行く女性達の身体を飾っていたレースは、綺麗ではあったものの、ユリスタロ王国のものとはまるで違う。

　ユリスタロ王国のレースが扱うモチーフは、雪、植物、そして虹の三種類。それに似せてはいるけれど、フィリーネの見たことのない図案だった。フィリーネは、ユリスタロ王国で作られているレースの模様はすべて記憶しているから間違いない。

　もし、新たなレースの台頭にクラインが気づいていたとしたら――フィリーネが裏切ったと思われてもおかしくない。早く彼に弁明しなければ。

　アーベルをその場に残し、フィリーネは一目散にクラインの店へと走る。

「――クラインさん！　どうして連絡してくれなかったんですか！」

　店にフィリーネが飛び込むと、クラインは驚いた様子でこちらを見ていた。

　彼の手もとにあるのは、大きなノート。目の前の机には、レースが広げられていて、このレースを生かすデザインというのを考えているところらしかった。

「連絡って？」

「だって、私、約束したでしょう。クラインさんのところにしか三乙女のレースは売らないって！　なのに、街中にたくさんレースがあふれてるから！」

　懸命に訴えるフィリーネに向かい、クラインはなんでもないことのように笑ってみせた。

「フィリーネ様が、こちらを裏切ってないということは、すぐにわかりましたよ。あのレース、もちろん、品質が悪いわけではないのですが、三乙女のレースには及びません。本物を取り扱っているのは当店だけ――ここに、私のデザインとうちの針子の技術が加われば、他の仕立屋など恐れるに足りませんよ」

「……そう、なの……？」

　仕立屋としてのクラインの本気を見せつけられたような気がした。そういえば、彼がフィリーネのところに届けてくれたドレスも小物も、全部素晴らしいものだった。

「よかった。クラインさん、怒っているんじゃないかと心配だったの。だって、あきらかに偽物なんですもの」

「そんなことより、フィリーネ様。本日のドレスはどうなんでしょうね？　私のお贈りしたドレスが気に入らないと？」

　きりっとクラインが眉をつり上げて、フィリーネは首をぶんぶんと横に振った。まさか、クラインのところに来るとは思ってもいなかったのだ。たしかに、だいぶ油断した格好なのではあるが、見なかったことにしてほしい。

「その点については、俺もなにか言われるんだろうな」

「殿下まで――ははあ、今日はお忍び、というわけですか」

　さすがにクラインは察しがいい。白いシャツにズボンにベスト、それからごわっとした上着というアーベルの格好を見て、今日はお忍びだと即座に判断したようだ。

「ああ、だが、街に出てきていいこともあったな。フィリーネ、お前、あのレースについてはすぐに手を打つんだろ？」

「もちろん。私がお取引してるのは、クラインさんのとこだけだってちゃんと皆に言っておきます」

「――ありがとうございます。ああ、今出回っているレースですが、品質は悪くないですよ。値段と品質から考えたら、ものすごいお買い得商品です。街の人間には、ああいう安価な商品も必要です」

「知ってるわ、そんなの。だから――三乙女のレースを買えるのは、クラインさんのお店だけってもっと強く主張するだけにするわ。偽物が氾濫してるなんて言わない」

　レース産業は、もともとどこの国にも存在している。たまたま、今、大流行中なだけであって、ユリスタロ王国の専売特許というわけでもないのだ。他の国の人達が仕立てたレースを偽物だとか、安物だとか、けなしていい理由なんてない。

「フィリーネ、俺からもひとつ提案があるんだが」

　クラインとフィリーネの会話にアーベルが割り込んできた。突然割り込んできた彼に、ふたりとも開きかけた口を閉じてしまう。

　アーベルは、傍らのテーブルをとんとんと指先で叩きながら、口にした。

「クラインの店にだけ、ユリスタロ王家取り扱い正規品の札のようなものを渡すのはどうだ。いずれ、他の店にも販路を広げるのだとすれば、なんらかの形で証明は必要になるだろう」

「……父に相談してみます」

　王家承認の印を与えることまでは想像していなかったから、アーベルの提案は非常にありがたいものだった。

「今後も、私とだけ取引してくださってもよろしいんですよ」

　なんてクラインはにこにこしている。彼が怒っていなかったということにフィリーネは安堵した。彼との間にも、信頼関係をつくることができていた。それがうれしい。

　それに、アーベルのいいところもまたひとつ知ることができた。こんな手をすぐに思いついてくれるのだから、政務にもきちんと取り組んでいるのだろう。

　アーベルは、フィリーネの姿勢から得るものがあったと言ってくれた。そして、今、フィリーネは彼の提案を素直に受け入れる気持ちになった。

　たぶん、彼は国際的な会合の場でも、何度も経験を積んでいて、そもそもフィリーネとは背負っているものの大きさが違う。けれど、とフィリーネは思うのだ。

　アーベルのこと、好きになってよかった――国に帰った後も、まだまだ彼の教えてくれたことを生かす機会は十分にある。

　この国で学んだことを生かすたびに、きっとアーベルのことを思い出す。だから、彼を好きになってよかった。この気持ちはフィリーネの宝物だ。

「それから、ですね。納品していただいたレースが、もうそろそろ尽きてしまいそうなのですよ。もう一度、新しいレースをお願いできないでしょうか」

「本当に？　ええ、もちろん！　もうなくなってしまうなんてすごい売れ行きね。クラインさんのドレスが素敵なおかげだわ！」

　まさか、先日納品した分が、もうなくなってしまうとは思わなかった。予想以上の売れ行きだ。

　それから、今アーベルから提案のあった王家承認の印も、父に頼まなくては。たぶん、木彫り職人かなにかに依頼したら、店の扉に下げる札を作ることくらいはできるだろう。

「早く帰って、パウルスに話をしなきゃ！」

　こういうことには、パウルスが詳しくて役に立つ。けれど、パウルスの名前が出たとたん、なぜかアーベルは不機嫌な顔になった。

「今日、急ぐ必要もないだろ。帰ってからじっくりお前の仲間達と相談してからでも間に合うはずだ。だいたい、手紙は、城に帰った頃には締め切ってるぞ」

　各国に送られる手紙は、城の使用人が届けてくれることになっている。だが、正午には出立してしまうから、遅くとも午前中には渡さないといけないのだ。

「あ、そうですね……なんで、もっと早く思いつかなかったのかしら！」

　アーベルに言われるまで気がつかなかったのはしかたないが、正規品を証明する必要性に気づいた以上、さっさと対応したかったのに残念だ。

「看板の横にかける札がいいかしらね。それまでの間は、お父様の書状でも店先に掲示してもらおうかしら……次の納品の時に持ってきてもらうわね」

　クラインに近々追加の納品を約束して店を出る。クラインと話をすることができたから、少し落ち着きを取り戻した。

　それにしても、街中をアーベルとふたりで歩くのは微妙な気分だ。いつもアーベルはフィリーネに触れてくるけれど、それはあくまでも彼の周囲に集まってくる人達を牽制するため。

　今は他の人の目がないのに、こうやってアーベルと歩いているなんて、信じられない。

　と気を抜いていたら、いきなりアーベルが足を止めた。

「アーベル様、なにしてるんですか？」

「食うだろ。ほら」

「あ、ありがとうございます……」

　アーベルから差し出されたのは、屋台で売っている飴だった。細い串の先に、動物の形を模した飴が刺さっている。フィリーネの飴は兎の形で、アーベルの飴は、犬の形だ。

「食べてしまうの、もったいないですねぇ……」

　かわいい動物の形を残しておかなくていいのかなとちらっと思ったけれど、アーベルはさっさと自分の飴を口に入れていた。

「もう食べちゃったんですか！　かわいいのに――こういうのって、目でたっぷり見て楽しんでから食べるんですよ！」

「食べるために買ったんだから、さっさと食べた方がいいだろ。手がふさがっていたら、次は買えないぞ」

　ひょいとフィリーネの手から串を取り上げたアーベルが、その串をフィリーネの口もとに突き出してきた。このままでは許されない雰囲気だ。フィリーネが小さく口を開けると、口内にぐいぐい飴が押し込まれてくる。

「うーん……おいしっ！」

　食べるのがもったいないと思っていたけれど、口に入れてしまえば、レモンの果汁でつけたと思われる香りがぱっと広がり、それからじんわりと甘さが広がってくる。

　かわいいとか目で見て楽しまないといけないなんて言っていたことをさっぱり忘れて、口内に入れた串をくるくる回す。

「はーっ……幸せ……」

「お前って、本当に単純なんだな」

「今まで、難しいことってあまり考えなくてよかったから単純に見えるんでしょうね。アーベル様から見たら、物足りないでしょう」

「そんなことはない。いつか、行ってみたいな。お前の国に――きっと皆、生き生きしているんだろうな」

「生き生きしているかどうかは知りませんが、皆、働き者ですよ。国民の大半は湖で魚を捕る漁師か畑を耕す農民で、獲物が捕れる時季は、山に入って猟師を兼任してたり、冬の間はレース職人してたり。パウルスはもっぱら山に入ってますね。レースづくりはだめで」

「お前、またパウルスの名前を出したな」

　今まで機嫌よく話してくれていたアーベルが、不意に不機嫌な表情になる。フィリーネは、口に入っていた串を引っ張り出した。先端にいた兎は、だいぶ形が崩れている。

「そりゃそうですよ。いとこで、生まれた時から一緒にいるし――」

「俺の前で、あいつの名前は口にするな」

「……はい」

　それってとても難しいような気もしたけれど、アーベルにはアーベルなりの考えがあるんだろう。

「ほら、あっちに肉の串焼きが売ってるぞ。買ってやろうか」

「まだ、飴食べてます！」

「だから、さっさと食えと言ったんだ！」

　でも――とフィリーネは思うのだ。今、アーベルと一緒にいられるのなら、それで十分じゃないか、と。

　もう少ししたらフィリーネは国に帰る。両親はまだのんびりしているように見えるけれど、十九の誕生日を迎える頃には、女王となるフィリーネを支えてくれる夫も決められるだろう。

　そして、父が退位したら女王として即位する。今よりずっと重い責任がのしかかってくるけれど、アーベルとこうやって街を歩いた思い出は、きっと一生心の中でキラキラしているはずだ。

　店先に出された屋台で売っている串焼きだの、焼き菓子だのをたらふく食べ、最終的にアーベルが足を止めたのは、道端に敷物を敷き、安価な装身具を売っている露店だった。

「わあ、かわいい！」

　敷物の上に、ずらりと並べられた木製の腕輪を見て、フィリーネは歓声を上げた。

　艶々と磨き抜かれた木製の輪に、花やつる草、ブドウにサクランボといった植物、犬や猫といった動物などが彫られている。綺麗な石がはめ込まれているわけでもなく、本当に彫り込まれた模様だけのシンプルなものだ。

　磨き抜かれた木に丁寧な彫刻が施されている腕輪は、フィリーネの手首にぴったりだった。これなら、冬の間に城で作れるな……と、ちらりと頭の隅をかすめたのはアーベルには内緒だ。

「そんなに気に入ったなら、ひとつ買ってやろうか」

「いいんですか？　でも……」

　食べ物はご馳走してもらったけれど、それは食べてしまえばなくなるからいいと思っていた。これは高価な品ではないけれど、形としていつまでも残る。思い出を形として残してしまってもいいのかと迷いが生じた。

　アーベルにとっては、高い買い物ではないのだろう。フィリーネからしてもさほど痛い出費というわけでもない。

　けれど。好意を寄せている相手から身を飾る品を贈られてしまって、本当にいいのかとためらう。今の申し出は彼のは単なる気まぐれ。契約期間が終われば、終わってしまう関係なのに。

「遠慮するな。このくらい、誰でも買うだろ」

「ありがとう、ございます」

　アーベルの勢いに押されて買ってもらうことになってしまった。

「本当に、かわいい……こちらの国には、こんなにかわいいものがいっぱいあるんですね」

　さっきの飴も、この腕輪も。フィリーネの国には存在しない。

　国に戻ったら、子供達に土産話として話してやったら喜ぶだろう。出発前に市場に立ち寄って、お土産に飴をたくさん買ってもいいかもしれない。

　こんな木の腕輪なら、フィリーネの国の職人達だって作ることができるかもしれない。国に帰ったら相談してみないと。

　フィリーネひとりでは、こんなにあちこち見て回らなかっただろうから、そこでもまたアーベルに感謝した。

「……本当に、いいんですか？　もう返しませんよ？　もらったら、私のものですからね？」

　冗談めかした口調で、彼に告げる。

「そのくらい、たいしたことじゃないから気にするな」

「うれしい、です――本当に！」

　アーベルからドレスを贈ろうと言われた時は、断った。だって、フィリーネが受け取るには高価すぎる品だと思ったから。

　でも、この腕輪はさほど高価な品ではない。普段使いするものだから、国に帰ってからもずっとつけていられる。

（……この国での思い出にできる）

　それもアーベルにもらったというのなら、最高に幸せな記憶になるはずだ。

　フィリーネは、手首にはめた腕輪をくるくると回してみた。

　やっぱりかわいい。そんなフィリーネの様子を、アーベルがじっと見ていることはフィリーネは全然気がついていなかった。

「しばらく、お前はレースの方に集中しろ。俺は俺でなんとかするから」

「ありがとうございます。アーベル様」

　自分の国のことに集中する時間をもらえるのは助かる。

　街を歩き回り、アーベルのうしろに乗せられて城に戻った時には、フィリーネは疲れた反面気分は高揚していた。

　今日一日、アーベルと街を歩き回っていて、ちょっと恋人気分を味わえたからだと思う。普通の女の子達みたいに、店や屋台を冷やかして回り、買い食いをして。

　そんなささいなことは、自分の国にいた間もやっていたけれど、それがこんなにも幸せな気分になれることだなんて想像したこともなかった。

（……この国に来て、一番の思い出かもね）

　左手首にはめた腕輪に、何度も触れてみる。

　その反面、必要以上を望んではだめだと自分を戒めることも忘れなかった。今は、フィリーネに与えられた役目に集中すべき時だ。




　アーベルが自分の国のことに集中しろと言ってくれたのをいいことに、それから数日の間、フィリーネはアーベルと出かけるよりパウルスと一緒にいることを選んだ。あのままアーベルのそばにいたら、気持ちがますます膨れ上がってしまいそうで怖かったのだ。

　これから、レースをどのように納品していくか、本国にある在庫と作ることのできる数を相談して決めなければならない。

　それに、労働時間を増やしてレースの生産量を増やせばいいというものでもないのだ。もっとも、父である国王は、レース生産にかけていい時間を厳密に決めているため、増産することは難しい。だから今は、少しでも早く実現可能な最善策を講じることが重要だ。

　こんなとき頼りになるのは、やはりパウルスなのだ。ヘンリッカは、なにかやらなければいけないことがあるらしく、用事があれば呼んでほしいといって部屋に引きこもってしまっている。

「――ねえ、パウルス。ちょっといい？」

「なに？」

「ほら、クラインさんの店の横にかける札。どんなのがいいかなって――やっぱり、レースの模様を周囲に彫り込むべきだと思う？」

「それって、職人が大変だと思うけど。でも、そのくらいにした方が偽物を作るのが大変になるかな」

「当面は、お父様の直筆の手紙を、お店の脇に貼ってもらうことにしようと思うの。それなら、すぐにお願いできるし」

　こういうことはさっさと進めた方がいいが、慎重にもならなければ。

　パウルスと額を突き合わせて考え込んでいたら、アーベルが部屋にやってきた。

「フィリーネ、今、いいか？」

「今、ちょっと無理です――パウルスと、話しているところだから」

「いいから、ちょっと来い」

「あ、僕が席をはずすので、アーベル殿下は、ごゆっくりどうぞ。フィリーネ、話が終わったら呼んで」

　パウルスが慌てた様子で立ち上がり、そのまま控室の方へと消えてしまう。妙に心細い気分になって、フィリーネは彼のうしろ姿を目で追った。

「フィリーネ、こっちを向くんだ」

　強い口調で言われ、しぶしぶアーベルの方へと顔を向ける。彼は、今まで見たことのないようなものすごい不機嫌な顔をしていた。

「お前、パウルスとばかりいるじゃないか。俺の『お気に入り』ってこと忘れたのか？」

「パウルスと一緒にいるのは、この部屋の中だけだから妙な噂にはならないと思いますけど……それに、こっちに集中しろと言ってくれたじゃないですか」

　最近では、アーベルのお気に入りという噂を壊してしまわないようフィリーネは、パウルスと庭でお茶を飲むのもやめていた。たとえ、ヘンリッカが一緒にいたとしても、だ。今だって、外ではなくフィリーネの部屋を使っていたのにこんなふうに言われるのはなぜだろう。

　ぐっと肩を掴んで、壁に押しつけられる。あまりにも力がこもっていたので、思わず悲鳴を上げそうになった。

「パウルス、パウルスって……お前は、いつもそうだな。自分の役目を忘れたのか？」

　言われて、フィリーネは目をしばたたかせる。繰り返し問われたのは、アーベルの『お気に入り』を演じるのを忘れてはいないかということだった。

「……だって、今動かないと……」

　唇が震えた。類似品が大量に出回っている今、早めに動かなければクラインに迷惑をかけることになってしまう。

　彼の店にだけ商品を納めると決めたのに、その約束を破るも同然の事態になるのには気が引けた。

「だから、俺が言いたいのは！」

　不意にアーベルが大声を出して、フィリーネは首をすくめた。わかっている。

　フィリーネの役目は、アーベルの『お気に入り』を務めること。

　だけど――。

（私の方は、『お気に入り』なんて言葉じゃ我慢できなくなってる）

　最初から手が届かないとわかっていたし、手を伸ばすつもりもなかったし、それでいいと思っていた。

　だけど、彼に振り回されて、キスされて。指を絡めて手をつないで、一緒に街を歩いて。

　なにより彼の優しさと気遣いと――自分が悪かったと思えば頭を下げることもできる強さを知って。少しずつ彼を知っていけば、簡単に気持ちが揺らいでしまった。

「……ごめんなさい」

　言われてみれば、たしかにアーベルと一緒にいるという約束を守れていないということは否定できない。アーベルの言葉に甘えすぎていた。彼がそれに苛立ったとしても当然なのだ。

　詫びる言葉は、涙となってこぼれ落ちた。こんなに苦しいのなら、最初からこんな役なんて引き受けなければよかった。

　こんなふうに、彼の前で涙を見せるのは二回目だ。これ以上弱いところを見せたくなくて、顔を背ける。

　手を上げて、涙をぬぐおうとしたら、アーベルに買ってもらった腕輪が頬に触れた。

（……そうね、約束は約束。仕事は、仕事だもの）

「ごめんなさい、アーベル様。今日は、どこに行って何をしますか？　パウルスとの話はあとにします」

「あ、いや……俺も、大声を出して、悪かった」

　自分の気持ちがこんなにも制御できないものだなんて、想像したこともなかった。

　涙をぬぐった頬を見せないようにして、すっとアーベルから身を離す。

「女性達とのお茶の時間に同行したらいいですか。それとも、観劇？　庭園の池でのボート遊びですか？　美術館での鑑賞なら、それに合わせたドレスを用意します」

　大丈夫、自分の声が震えていないというだけで、安堵した。フィリーネに向かいアーベルは困ったような笑顔を向けた。

「――南の広間で、お茶にしようか。そこなら、人目にもつきやすいだろ」

「それもいいですね」

　南の広間なら、互いに友好を深めている令嬢達がお茶をたしなんだり、おしゃべりをしたりする場所だ。

　そこにアーベルとふたりで行くということがなにを指しているのか、フィリーネだってちゃんとわかっている。この想いが一方通行であることもわかっている。わかっているから大丈夫だ。




　ヘンリッカを呼んで、ふさわしいドレスを探してもらった。ヘンリッカにパウルスへの伝言も託す。

　アーベルからもらった腕輪は、今日のドレスには合わなかったけれど、はずすことはできなかった。

　南の広間には、多数の令嬢が集まっていた。アーベルに連れられて入ってきたフィリーネにいっせいに視線が突き刺さる。

　他の令嬢達から少し離れたところにテーブルを用意するようにと命じたアーベルは、フィリーネと向かい合って座った。

　先日から、どうも彼と上手におしゃべりできていないような気がする。正面から、彼の顔を見ることができなくなって、フィリーネは視線を落とし、テーブルの上で意味もなく手を組み合わせたりといたりした。アーベルの目が、はめたままの腕輪に吸い寄せられる。

「その腕輪、まだつけてるのか」

「すごく、気に入ったから。かわいいと思いませんか」

「気に入ったならいいんだが、今の服には合わない――あ、いや。俺が言うことじゃなかったか」

　向き合って話をしているものの、どうも盛り上がらない。アーベルはフィリーネと視線を合わせないようにしているし、フィリーネの方もアーベルとは目を合わせられない。

　少し前までは、こんなふうではなかったはずなのに。

「アーベル様、この間はありがとうございました」

　しかたがないので、アーベルに現状の報告をしておくことにした。彼なら、フィリーネの言いたいことをきっと理解してくれる。

　アーベルにパウルスと決めた話をぽつぽつと説明した。当面は父からの手紙を王家承認の証にすること。それから、本国の職人に、偽物を作るのが大変な札を頼もうとしていること。

「あのレース、母上も気に入ってるらしいぞ」

「本当ですか？」

　まさか、王妃陛下が気に入ってくれるとは思ってもいなかった。

「特に、あのイリスのレースが気に入ったそうだ。花嫁のベールに使うには、あれがいいだろう、と」

「そうなんですそうなんですよ！　特に日の光を浴びた時に七色の光が綺麗に出るから！　もー、あの染色だってすごい大変なんですよ！　アーベル様の結婚式なら、都の大聖堂ですもんね。きっとベールがキラキラ輝いて素敵です！」

「あ、ああ――そう、そう、だな……」

　フィリーネが身を乗り出して、口早に説明したら、アーベルはなぜかちょっぴり遠い目になった。それに気づかないフィリーネは、ますます彼の方に身を乗り出した。

「ドレス本体に使っても素敵だし、それから、ええと――そうですよね、シエルのレースだっていいし、ドリーのレースも！」

「お前、身を乗り出しすぎ。ちょっとは落ち着け」

　いつの間にかテーブルの上に上半身をほとんど乗り出していたことに気がついて、フィリーネは赤面した。

　だけど、今の会話で、ふたりの間に生じた微妙な空気は、一瞬にして消し飛んだ。アーベルの機嫌もよくなってきたみたいだ。

　フィリーネにとっても、その方がいい。難しいことは頭から追い払って、どうにかして、もうちょっとだけ楽しい時間を彼と過ごすことができれば。

「それと――お前に言っておかないといけないことがある」

「なんですか？」

　アーベルに言われ、フィリーネは目をしばたたかせた。彼が、フィリーネに言っておかなければいけないことってなんだろう。

　テーブル越しに顔を寄せ、ひそひそとささやき合っている自分達の姿が、周囲の令嬢にはどう見えているのか、フィリーネは考える余裕を失っていた。

「三乙女のレースを模した品が、街で大流行していただろう」

　先日街に出た時、三乙女のレースそっくりのものが街に氾濫していたのはフィリーネも自分の目で見ている。

「あれ、デルガド王国から入ってきたものだそうだ」

「ライラ様の国から？　……でも、あの国なら納得ですね。祖父の代に国外に学びに行った若者達はデルガド王国でも学んでいたはずなので」

　おそらく、ライラならばクラインにも顔がきく。入荷したばかりのレースを買いつけ、本国に送り、それを模したものを作らせるのも簡単だろう。

　もともと、自分の国で流通していたレースをこちらの国にそのまま持ち込んだっていいわけだ。レースの図案など、よほど詳しくない限り皆同じように見えるだろう。

　ドリーのレースに使われる植物の意匠も、シエルの衣装に使われている幾何学模様の意匠も、特に珍しいものではない。

　ユリスタロ王国では意匠を作る専門の人がいて独自の意匠を作り出してはいるけれど、それをもとに新たな意匠を作ったところで文句を言えるわけでもなかった。

「だからといって、なにができるというわけでもないからな。こちらの国でレースが流行しているから、レースを仕入れる商人が増える。その結果、安価なレースが出回るようになって、街中の女性達が使うようになったというだけの話だ」

「我が国は痛手をこうむってるわけじゃないですから……今のところは、ですけど。デルガド王国が本気を出してきたら、追いつかれてしまうかもしれませんねぇ」

　それだけが、フィリーネにとっては心配だ。ライラの国には、フィリーネの国とは比べ物にならないくらいたくさんの職人がいる。彼らが総力をあげて挑んできたら、フィリーネ達に追いつくのなんて、あっという間な気がするのだ。

「品質は素晴らしいのに、街の人でも手が届く値段ですもんね。さすがにそこはユリスタロ王国は対抗できないから……」

「その前に、ユリスタロ王国のレースが最高だという評価を得るしかないだろう。明日も舞踏会には、お前を連れて出る」

「ありがとうございます。なんだか、私、虫よけ役のわりにずいぶん気を使ってもらってるみたいですね」

　きっと、だから好きになってしまったのだ。虫よけなんて役割なのに、彼はフィリーネに対して気を配ってくれる。お礼を言ったら、アーベルは複雑な表情になった。

「問題は、そこじゃないだろう――」

　ほら、アーベルとはもう普通に話すことができている。心配なんてする必要はないのだ。

　だが、そこにふっと入り込んできたのは、ライラだった。

「ご一緒しても、よろしいかしら？」

「今、フィリーネと大切な話をしているところなんだ」

　アーベルは、ライラを追い払おうとした。だが、フィリーネは空いている椅子をライラに勧めた。

「最近、街中で流行ってるレース、ライラ様のお国の品なんですって？　私も、ほら、買ったんですよ！」

　レースのハンカチは、先日アーベルと一緒に出かけた時に買ったものだ。これだけの見事な品を、これだけ安価に売ることができるというのは素晴らしい。

　けれど、ライラはフィリーネの褒め言葉が気に入らなかったみたいだった。

「あなたから見たら、安物でしょう？」

「これだけの見事な品をこんなに安価に提供するなんて――今、素晴らしいってアーベル様ともお話してたとこなんです」

　これは、フィリーネの本音だった。そして、ライラの持っているレースの扇に目がいく。ライラが手にしている扇は、雪の乙女、シエルのレースがあしらわれたものだった。

「それ、シエルのレースですよね！　ライラ様が使ってくれるなんて――どうりで、王宮に集まってる令嬢達が皆、レースを欲しがるわけだわ！」

　それを聞いたライラは眉間に深い皺を寄せた。

「不愉快だわ。その言い方」

「どうしてです？　だって、レースが流行っているのも事実です。美しいけれど安価なレースを作ることだって本当に素晴らしいことだわ。わが国には不可能だもの」

　ライラがどうして不愉快に思ったのか、フィリーネには理解できなかった。デルガド王国の財力と豊かな人材の双方があって初めて実現できたこと。

「それは――」

「まあいいだろ。俺も実は先日街に出た時見たんだ。わが国の女性達が、こぞってデルガド王国のレースを身に着けていた。街中が明るくなっていいな。それに、そのレースの扇もよく似合っている。ライラのセンスのよさというものがうかがえる」

「そ、そうですか……？」

　フィリーネも同じことを言っていたのに、アーベルの言葉となると受け止めやすいらしい。わかりやくライラは頬を染めた。

「そろそろ俺は戻らないといけないんだった。フィリーネ、お前はどうする？」

「部屋に戻ります。ええと、ヘンリッカとやりたいことがあるので」

　実際のところ、パウルスに相手をしてもらうことになるのだろうけれど、アーベルの前でパウルスの名前を出すのはまずいらしいとようやく悟った。

「部屋まで送る」

「大丈夫ですよ、迷子になったりしません」

　すっかりいつもの調子を取り戻したアーベルとフィリーネが立ち去るのを、ライラがじっと見ていることなんて、フィリーネは気づいていなかった。





◇　◇　◇






　アーベルが母から呼び出されたのは、フィリーネと街中に出かけて数日後のことだった。

「あなた、ユリスタロ王国のフィリーネ王女と親しいんですって？」

「いけませんか、母上。彼女、なかなかおもしろい人材ですよ」

　フィリーネを『お気に入り』としてあちこち連れ歩いているから、母としては気が気ではないのだろう。母はライラを押したがっている。だが、父ともいろいろ話をして、ライラは――というよりデルガド王国も――危険ではないかと警戒しているところだ。

「そうそう。これはユリスタロ王国の特産品――というか、これから特産品にしようとしているレースらしいです。母上のドレスに飾ってみてはいかがですか」

「あら、まあ……」

　母も美しいものには目がない。ユリスタロ王国のレースはとっくの昔に入手しているのはアーベルも知っていたけれど、アーベルの差し出した三枚のレースに母はうっとりとした目を向けた。こういうもので母をつるのも時には大事だというのを、アーベルは完全に悟っていた。

「本当に、美しい品。でも、あなたまさかこのレース目当てに、彼女と一緒にいるわけではないでしょう？」

「彼女の考え方は、おもしろいですね。俺よりずっと民に近いところで生活してきた分、地に足がついた考え方をするというか――物事を考える時の視点が、民に近いというか。それは、俺が持っていない視点だと思います」

　アーベルはフィリーネのことを母に理解してもらおうと、ユリスタロ王国の王族と国民との関係からクライン相手の交渉に街中に出た時の様子まで、彼女について話した。

「……あら、そうなの……」

　だが、アーベルの説明では、母は納得しない様子だった。やはり、ライラを押したいのだろう。

「ええ。国と国との立場で考えれば、彼女を選ぶのは好ましくないというのもわかっています。その時には――適切な判断をするつもり……で――」

　自分の言葉なのに、どうしてこんなにも自信なさげに声が途中で消えるんだろう。困惑しているアーベルに向かい、母は小さくため息をついた。

「ねえ、私もお父様も、あなたに国のためだけに結婚しろと言うつもりはないのよ」

「でも、父上と母上も政略結婚ではないですか」

「それも否定はしないけれど。言っておきますけれど――『国のため』だけではないのよ。私達だって」

　そういうものなのだろうか。父と母は、婚約が成立するひと月前に顔を合わせただけで、婚儀に挑んだはず。そこに好意の生まれる余地なんてあったのだろうか。

「最初に顔を合わせた時ね――『この人ならまあいいかしら』と思ったの。それは、お父様も同じだったみたい。それから、婚約がきちんと成立するまでの間、何度もふたりで話をしたわ。どんなふうに国を盛り立てていきたいのか、ではなく――どのような家庭をつくりたいのか、と」

「家庭、ですか」

　あまりにも思いがけない母の言葉だった。たしかに政略結婚としては、仲がよい両親だとは思っていたが、そんなものだろうと思っていた。

　だから、自分も、国のためになる相手と結婚すれば、自動的に両親のような家庭をつくることができるのだと、そう思い込んでいた。

「あなたって――時々、ものすごく頭が悪くなるのね」

　あきれた様子で王妃は首を振る。その様子に、アーベルは唇を引き結んだ。

　正直なところ、こんなふうに言われるのはものすごくおもしろくない。彼だって、成人して何年もたっているのに。

「あのね、私達は、公の場ではなく、私的な場でも時間を共にするの。気が合わない相手と一緒に暮らすなんて無理でしょう。それとも、あなたの目には、私達は仲の悪い夫婦に見えていたのかしら」

「いえ、そんなことはありませんが……」

　アーベルの言葉に、母は満足そうにうなずいた。

「そうでしょう。何度も何度も話をして。正直なところ、やめようかと思ったこともあったわ。初めて顔を合わせた一週間後には、派手に喧嘩をしていたんだもの」

「一週間後……？　それは、婚約が正式に決まる前の話ではないですか」

「そうよ。でも、そうやって、何度もぶつかったの。だって、国を盛り立てるだけじゃない。私達は――家族になるのだから」

　家族、という母の言葉が、思っていた以上にアーベルの胸に突き刺さった。自分は、集まっている令嬢達と家族になろうと思ったことがあっただろうか。

「だから、真面目に考えなさいな。真面目に、考えて、考えて――それが、あなたのすべきことだから」

　それ以上、母に返す言葉をアーベルは持たなかった。

　自分が、あまりにも甘い考えしか持っていなかったこと。さらには、彼のために集まってくれた令嬢達に、正面から向き合っていなかったことも指摘され初めて気づく。

　だが――もう、欲しいものはわかっているのだ。

　普通に考えたなら、まず、アーベルには好意を寄せるはずのない相手だ。

　冬の間は、共に暮らす皆の食事を作ったり、学校の先生を務めたり。

　自分の国の『家族』のために、全力を尽くそうとしているフィリーネ。安物の腕輪ひとつで大喜びして満面の笑みを向けてはくれたけれど、フィリーネの気持ちが誰にあるのかなんてわかっている。

　最初から、アーベルに勝ち目なんてなかった。フィリーネ自身も、アーベルにはまったく興味がないと言っていたではないか。




（……まったく、どこで間違えたんだろうな）

　壁にこぶしを打ちつけたい気持ちになるが、ぎりぎりのところで回避する。少なくとも、自分が間違っていたということを知れただけでもよしとしなければならない。

（もう泣かせない――なんて言っても、説得力はないんだろうな）

　腕輪を買った時の微笑みが、アーベルの脳裏をよぎる。どうか、彼女がいつまでも笑っていられますように。
















第七章　偽恋人が本当の愛を掴む時













　なんだか、最近のアーベルはおかしい。気がついたら、彼はいつもフィリーネのそばにいる。フィリーネの周囲をうろうろしてる場合じゃないと思うのに。

　本人に聞けば、政務とか謁見とかはさっさとすませてこちらに来ているというから、あまり文句も言えないが、もう少し他の令嬢達にも気を配るべきじゃないだろうかう。

　今日だって、裁縫室で持ってきたドレスの仕立て直しにいそしんでいるフィリーネのそばに張りついたまま。そばでスカートの裾上げをしているヘンリッカが、その光景ににやにやとしている。

　他の令嬢に仕える侍女達も、フィリーネの仕立て直しているドレスやレースをチェックするために、裁縫室にいるのでにぎやかだ。そんな中、アーベルがフィリーネべったりなのは、ますます噂になっているらしい。

（花嫁選びが終わった後、どうするつもりなのかしら……）

　こんなにフィリーネべったりなのに、最終的に選ばれるのが他の女性になるのだから、選ばれた相手はどう思うんだろう。たとえば、ライラとかライラとかライラとか。

　頭の中でふたりを並べてみたらものすごくお似合いだったので、フィリーネはぶんと頭を振ってその光景を追い払った。

「アーベル様、そこに立たれると邪魔なんですけど」

「じゃあ、ここに座る」

「――そこは、もっと邪魔です。座るならそこにしてください」

　目の前にアーベルが立つものだから、手もとが暗くなって困る。

　横に座って、手もとをじっと見つめられるともっと困る。少し離れた場所に置かれている椅子を手で示したら、アーベルは露骨につまらなそうな顔になった。

「そんな離れたところからじゃ、よく見えないだろ？」

「見なくていいです。だいたい――あ、パウルス！」

　裁縫室にパウルスが飛び込んできて、フィリーネは意図的にアーベルとの話を打ち切った。パウルスは真っ先にフィリーネの方に駆け寄ってくる。

「レースが届いたって。一緒に受け取りに行こ――って、アーベル殿下！　失礼しました」

　アーベルがそばにいるのに、パウルスはようやく気づいたらしい。慌ててぺこりと頭を下げる。パウルスの登場に、アーベルはむっと口角を下げた。

「行くわよ。だって、今回はクラインさんのお店の看板の脇にかけるための札も届いたのでしょ。やっぱり、王家の人間が一緒に行かないとまずいと思うのよ」

　アーベルが、なにか言いたそうにこちらを見ているが、今は気にしている場合ではなかった。

「馬車は用意できる？　すぐに行かないと！」

「じゃあ、続きは私がやっておくから、ふたりで行ってらっしゃい――じゃなかった、行ってらっしゃいませ」

　一応侍女としてそばに控えているはずのヘンリッカだが、アーベルの前でぼろぼろ素が出ている。裁縫室には、他の令嬢に仕えている侍女達もいるのにこの調子なので、今さらなのかもしれない。

　パウルスが馬車の用意に向かい、フィリーネは後を追いかけようとする。廊下の途中で、うしろから追いかけてきたアーベルに腕を掴まれた。

「あいつと一緒に行く必要ないだろう？　お前のいとこなら、信頼できるし、あいつに任せれば十分だろうに」

「馬鹿なこと、言わないでください。私は、クラインさんにちゃんと礼儀は守りたいの。私がこの国にいるのに、パウルスだけ行かせるなんて失礼な真似できないわ」

「パウルス、パウルスって――お前、いつもパウルスのことばかりだな！」

「当たり前でしょう！　パウルスがいなかったら、私、どうしたらいいかわからないわ！」

　アーベルがなんでこんなに突っかかってくるのか、フィリーネにはさっぱり理解できなかった。パウルスと一緒にいるのなんて、フィリーネにとっては当たり前のことなのに。

「とにかく！　私は行きます。アーベル様は、他の令嬢達とお話なさったら？」

　精いっぱい、威厳を込めたつもりだった。

　だって、もうすぐ、決められた日が来てしまう。それなのに、アーベルときたら、フィリーネをからかってばかりで、他の令嬢達とはあまり話をしていない。

　国のために一番いい相手と結婚すると本人が決めているのならフィリーネがなにか言えるところではないのだが、今のままでは選ばれた方だって納得いかないと思う。

　アーベルはみるみる不機嫌な顔になる。

（……そんな顔、しなくてもいいじゃない）

「お前は、俺が他の女性と話をしててもいいっていうのか」

「――いいに、決まってるじゃないですか！」

　これ以上、アーベルと話す必要なんてない。

　彼が呼び止めるのも聞かずに、急ぎ足にその場を立ち去り、車寄せへと向かう。

　胸のあたりが、ずきずきしているのは気づかなかったことにした。

（私は、間違ってないもの）

　フィリーネの相手なんてしている場合ではないと、本当はアーベルだってわかっているはずだ。

　馬車にひとり乗るのもなんだか気が進まなかったから、御者台に座っているパウルスの隣によじ登る。パウルスはあきれたみたいに肩をすくめた。

「そこに座るの？　まあ、今さらだけどさあ」

「だって、ひとりは嫌なんだもの」

　城に滞在している令嬢が御者台によじ登ったことに、城の使用人達は驚いた様子だった。けれど、パウルスは彼らの視線には気づいていないふりをして馬車を出してくれる。馬車を走らせながら、パウルスが問いかけてきた。

「アーベル殿下に、なにか言われた？」

「……別に。なにか言われたってわけじゃないの。たぶん、私が、虫よけとして役に立ってないから、いらいらしてるんじゃないかしら」

　パウルスは鋭い。このところ虫よけの役割を意図的に放棄しているフィリーネがもやもやしているのに気づいて、声をかけてくれた。

　今の気持ちを上手に説明することなんてできない。頭の中でいろいろな考えがぐるぐると渦を巻いていて、今にも破裂してしまいそうだ。

「それだけ？　なんだか最近のフィリーネ、おかしいぞ？」

「そうかな」

　本当の気持ちを、パウルスに教える気にはなれなかった。言ったところで、彼にはどうにもできないのもわかっている。

　アーベルのことが好きだというのも、もう少しだけ、彼のそばにいたいと願ってしまうのもフィリーネひとりのわがままだ。

　最初から彼とは三か月だけ、という約束。そもそもつり合っている相手じゃない。

「まあ、いいんだけどさ。アーベル殿下の依頼をちゃんとやらないのは問題じゃないかな」

「……そうかもね。いくらアーベル様がレースの問題を先に片づけろと言ってくれたにしても、私、甘えすぎていたと思う。帰ったら、ちゃんと偽恋人に復帰するわ」

　右手で左手首にはめた腕輪に触れた。指先に伝わってくる優しい木の感触。

　アーベルに自分の気持ちは告げずに帰ると決めた。この腕輪は、思い出の形見。

（……すべて忘れられるのかは、わからない……けれど）

　アーベルに寄せてしまった気持ちは、もうどうしようもないのだ。

　役目を終えたら、ちゃんと忘れると決めていた。本当に忘れることができるのかどうか怪しいと思い始めているのは否定できないけれど、この気持ちは忘れるしかないのだ。

　自分でも嫌になってしまうことに、その反面、まだ迷っている。焦ってこの気持ちを捨てる必要はないのではないか、とも思う。

（もう少しだけ、この気持ちを……抱えていてもいいんじゃないかしら）

　黙り込んで前を見つめたら、パウルスが小さく息をついた。

「……君も、意地っ張りだよね」

「なんの話？」

「いや、別にいいんだけど。素直になればいいと思って。僕とヘンリッカみたいに」

「あなた達は、素直っていうよりだだ漏れっていうのよ」

　子供の頃から、パウルスはヘンリッカに好意を寄せていた。

　彼の好意は、周囲の大人達がこぞってふたりをからかうほどにわかりやすくて。からかわれたヘンリッカの方もまんざらではないのはあきらかだったから、周囲はふたりをほほえましく見守っていた。

　フィリーネもふたりのことは祝福しているけれど、アーベルとの関係に彼らをお手本とするわけにもいかない。素直になったところで、アーベルとの未来なんてありえない。

　馬車はごとごとと街中を走っていく。ユリスタロ王国から来る者との待ち合わせ場所に指定したのは、街中を通り過ぎ、外に出て少し行ったところにある開けた場所だった。

　クラインに渡す前にフィリーネが商品を確認したり、パウルスが引継ぎを行ったりするため、他の人の邪魔にならない場所を選んだのである。

「……荷物はこれね。ありがとう。お札はできたかしら」

「札は、こちらでございます。姫様は、なんだかお綺麗になられましたね」

「え、そう？　そうかしら……ああ、それはきっと、こっちでおしゃれな女性を山ほど見たからよ！　髪型も、ヘンリッカが変えてくれたの！」

　荷物を運んできたおじさんは、フィリーネもよく知っている男性だった。というか、国民全員が顔なじみであるわけだが。

「じゃあ、この場で軽く品質を確認してしまうわね。不良品はないと思うけど念のために――皆、ちゃんとやってくれてるのももちろんわかってるんだけど」

　クラインの店に納入した後も、クラインと一緒にフィリーネ、ヘンリッカ、パウルスの誰かが品質を確認するのは約束だ。だが、一応、ここでも確認しておかないとなにかあったら困る。

「そりゃ、国をあげての大事業ですからねぇ。確認は必要ですって」

「このお札も素敵。やっぱり、うちの国民って手先が器用な人が多いわよね」

　札の製作を引き受けてくれたのは、家具の製作や修理を行っている職人だった。

　札の中央には、ユリスタロ王家の紋章が彫り込まれ、周囲にはレースのような繊細な模様が彫り込まれている。この偽物を作ろうと思ったら相当大変になるはずだ。

　クラインの店、看板の脇にこの札をかけてもらうつもりでいる。三年後、クラインの店以外にも取引先を増やした時、同じ札をかけることになるだろう。

「――じゃあ、僕は外で引継ぎを。おじさん、城にある在庫の数、確認させてもらっていい？　一度に全部クラインさんのとこに納品するわけにもいかないし。なんとかもう少し生産量を増やせればいいんだけどねえ」

「王様が、あまり目を酷使するなって言ってるからな。欲張ってもしかたないだろうよ。今、できる精いっぱいのことをするだけさ」

　パウルスと御者が、御者台のところで話を始める。フィリーネは荷馬車に乗り込み、折りたたまれたレースが入っている箱の蓋を開けた。

　レースを汚してしまわないよう、手袋をはめてから一枚一枚さらっと確認する。

（……どの商品も、皆、気合を入れて作ってくれているわね）

　祖父の代からの悲願であることを皆知っているから、誰ひとり手を抜くなんてことはしていない。

　これなら、クラインのところに持っていって、もう一度品質確認を行っても問題なさそうだ。

「最近、工房の近くをちょろちょろしてる怪しいやつもいるしなあ……王様も、なんかあるんじゃないかって心配しているよ」

　御者が心配そうな声で言うのが、馬車の外から聞こえてきた。

「それは心配だねぇ……王様に警戒するよう言った？」

「話はしたけどさ、ほら、あの人ものんきだから」

　たしかにフィリーネの父はのんきなのではあるが、国民にまで知れ渡っているのは、やはり小さな国だからだろう。今、荷馬車を御してきてくれたおじさんと父は一緒にカブの世話をしているくらい仲良しだ。友人といってもいい仲だ。

「パウルス――ちょっといい？」

　馬車の外に声をかけるのとちょうどタイミングを同じくして、がたんと大きく馬車が揺れた。

「な、なによっ！　気をつけてよね。大事な商品積んで――」

「だめだ、この馬車は渡さない！」

　不意に馬車の外から争うような声が聞こえてきて、フィリーネは身体を固くした。パウルスの声が緊迫している。

（な、なにかしら……）

　懸命に耳をすませて外の様子をうかがうも、なにが起こっているのかさっぱりわからない。

「フィリーネ、逃げ――うわああっ！」

　剣を打ち合わせる音が響いてきたかと思ったら、パウルスの叫ぶ声が聞こえてくる。

（ど、どうしよう……どうしよう。逃げるって……どこへ？）

　とにかく、馬車から降りようとしたその瞬間。フィリーネは激しく馬車の壁に叩きつけられた。馬車が勢いよく走り始めたのだ。

「嘘っ！　ちょっと、パウルス、ねえ！」

「フィリーネ、逃げろって言ったのに……！」

　荷台から後方を確認してみれば、パウルスとおじさんが倒れていた。パウルスの方はようやく起き上がったところで、こちらに向かって、緊迫した表情を向けている。

（……盗賊だわ。貴重品を積んでいるように見えたのかしら）

　この馬車は、そんなに高そうな品を積んでいるようには見えないはずだ。それなのになぜ襲われたのだろう。

　そろそろと荷台の前の方に移動して、そこから外の様子をうかがう。御者台にいるのは見たこともない男だった。

（どうしよう……逃げろってパウルスが言った時、迷うんじゃなかったわ……！）

　うろたえ、慌てて周囲を見回すけれど、ものすごい速度で走っている馬車から飛び降りるなんて無謀な真似はできるはずもない。

　せめて、積み荷が無事であるようにと、懸命に箱を押さえつける。このまま、馬車がどこまで走っていくのかなんてフィリーネにわかるはずもなかった。

　箱を懸命に押さえつけながらも、身体が震えるのは止められない。

（助けて――助けて、アーベル様！）

　箱にしがみついたまま、心の中でアーベルの名前を呼ぶ。

　どうして、ここでアーベルの名前を呼んでしまったのだろう。彼は、フィリーネのことなんて気にしているはずもないのに。

（……一回くらい、気持ちを伝えたらよかったの？）

　自分が、このまま連れ去られて殺されるなんて、縁起でもない想像をしてしまった。一回くらい、アーベルに気持ちを伝えておけばよかった。

　そうしたら、きっと、彼だってフィリーネを虫よけに使うのはやめたはず。最初から余計な期待はするなと言われていたし、花嫁選びの残り期間は少ないのだから、途中で切り上げて、国に帰ってもよかったのだ。

（……そうよ、もっと早く――気持ちを伝えていたら、きっと）

　こんなつらい気持ちにはならなかった。

　そんなことを考えている間に、勢いよく走り続けていた馬車が止まった。フィリーネは、滲みかけた涙をぐいとぬぐった。

　泣いているなんて弱いところを、誘拐犯達に見せたくない。

　だが、フィリーネが馬車に乗り込んでいるというのは、誘拐犯達にとっても、想定外の出来事のようだった。

　馬車が止まり、フィリーネは身を固くした。乗り降りする口のところからのぞき込んだ男達がフィリーネに気づいて困った顔になる。

「おい、どうするんだよ、これ――」

　これ呼ばわりされても困るのだが、どうやら、フィリーネの存在というのは、彼らにとっては想定外だったようだ。

「お願い、私を帰して。私……荷物の確認に来ただけなの」

　幸いというかなんというか、今、フィリーネが身に着けているのは、クラインから提供されたドレスではなく、普段身に着けている動きやすいものだ。実用性一点張りの、地味な服で、どう贔屓目に見ても王女という品格は持ち合わせていない。

「どうするって――依頼人に確認を取らないとだろう。無人の馬車だと聞いていたのになんで人が乗ってるんだよ」

「俺達、顔も見られてるし――」

　どうやら、彼らはフィリーネがここにいるというのは想定外だっただけではなく、フィリーネの扱いに困惑しているようだ。ここぞとばかりに、フィリーネはたたみかけた。

「お願い。私、ユリスタロ王国の人間なの。帰してくれたら、すぐに国に帰るし、もうアルノドア王国には来ないから――あなた達のことも、なにも言わない」

「そうは言われてもなぁ」

「まあ、無用な殺生はしたくないけどなぁ……」

　どうやら、彼らは心底困っているらしい。とりあえず、といった様子で、ひとりがフィリーネに縄を持って近づいてきた。

「お願い、縛らないで……私、私……」

　身をひるがえして逃げ出そうとするが、すぐにつかまってしまう。

「悪いな。俺達の一存では決められないんだよ」

　ばたばた暴れるも無駄な抵抗で、うしろに回した手をぎゅっと縛られてしまった。それから足も縛り上げられる。

　レースの箱と一緒に、馬車の荷台にほうり込まれてフィリーネは絶望した。アーベルがこの事態を予想していたわけではないだろうけれど、パウルスと一緒に行くなという彼の言葉をおとなしく聞いておくのだった。

　フィリーネひとり消えたところで、きっとアーベルは気にしない。彼は、フィリーネの存在なんてすぐに忘れてしまって、国のために一番いい相手と結婚するのだろう。

　パウルスとヘンリッカの結婚祝いのために作ったおそろいの寝室用スリッパは、フィリーネの部屋に置かれていて、もっと早く渡せばよかったとまた後悔が押し寄せてくる。

「――うっ……」

　ぽろりと涙がこぼれ落ちた。馬車の周囲が静まり返っているということは、男達はどこかに行ってしまったのだろう。

　手を縛られているから、あふれる涙をぬぐうこともできない。ぽたぽたと流れ落ちた涙が、馬車の床に広がる。

　だが、フィリーネは不意に気を取り直した。こんなところで泣いている場合ではない。

　アーベルに気持ちを伝えるのも、パウルスとヘンリッカにお祝いを渡すのも。フィリーネがここから無事に生きて戻れば、どうにだってできるではないか。

　そうとなったら、まずは周囲を確認せねば。この手をどうにかして解放したら、足を結んでいる縄だってほどくことができる。

　外の様子をうかがいながら、レースの箱に縛られた手首をこすりつける。縛られた状態では、手をうまく動かすことができなくて、縛いましめている縄ではなくて、手首を過度にこすりつけてしまった。

「……痛いっ」今のはかなり痛かったので、たぶん、擦り傷になってしまっただろうと思いながら、なおも手を動かし続ける。

（……早く、どうにかしないと。あいつらが戻ってくる前に……）

　手さえ自由になったら、ここから逃げ出せる。ここがどこか知らないけれど、街道からそう離れていないはずだ。街道に出たら、どこかに隠れて――そして、都まで馬車に乗せてくれる人を探そう。そうでなければ、自分の足で歩いたって二日もあれば着くはずだ。

（そうよ、負けない。負けないんだから……！）

　まだ、三乙女のレースがどんな成果を上げるのかそれも確認していない。そんな状況で、泣いているだけではなにも始まらないではないか。

　縄ではなく、手首まで何度もこすりつけながらも、しばらくしたら、縄が緩んできた。最後は、痛みをこらえながら、力任せに引きちぎる。それから、足首を縛っている縄をほどき、フィリーネは自由となった。

　馬車の背後にある乗り降り口から、そっと外の様子をうかがう。どうやら、ここは街道から森の中にちょっと入った場所のようだ。

　馬はすぐそばの木につながれていて、男達の姿は見えない。

（……ナイフとかあればよかったのに）

　馬を逃がしてしまえば、男達を慌てさせることもできたはずだ。だが、商品の引き取りに来ただけなのに、ナイフなんて持っているはずがない。

　そのまま、木々の間に逃げ込む――だが、枯れ枝を踏み、ポキリという音が、想定以上に大きく響いた。

「――逃げたぞ！」

「いったい、どうやって――追いかけろ！」

　嘘でしょう、と心の中で悲鳴を上げるが、もう全力で逃げるしかない。森の中をジグザグに走り、少しでも男達から遠ざかろうとする。

　小さい頃から、山を駆け巡ってきたのだから、体力には自信がある。フィリーネは、ぐんぐん男達を引き離した。

　だが、今履いているのは走りやすい靴とはいえず、体力より先に足が限界になってしまった。よろよろしているところに、男達が追いついてきた。

「まったく――余計なことをするもんじゃない」

「やだ、放して！　放してってば！」

　ばたばたと暴れ回るが、引きずられてしまう。だが、その時、遠くから馬がこちらに向けて走ってくる音が響いてきた。

　男達がはっとしたように、動きを止める。その隙をフィリーネは見逃さなかった。こちらに向かってくるのが誰でもいい。とにかく助けを求めなければ。

「助けて――、助けて！　殺される！」

　フィリーネが叫ぶと、ぎょっとしたように男達が顔を見合わせる。

「今、行くぞ！」

　その声が、アーベルのものであることをフィリーネは確信した。どうして、彼がここにいるのかなんて考えている場合ではない。

　こちらに向けてかけてきた一団の中には、パウルスもいた。その他に、何人か――たぶん、王宮の騎士なのだろう。着ている服は、街中を歩いている人達と同じものだけど。

「お前ら、よくもフィリーネを！」

　馬から飛び降りたアーベルは、フィリーネの腕を掴んでいる男に向かって飛びかかった。慌てた男は、フィリーネを突き飛ばし、剣を抜いてアーベルに応戦する。

　アーベルは、圧倒的に強く、男はあっという間に地面に崩れ落ちた。さらに二人目、三人目。アーベルと一緒に来た護衛達が手を出す暇もない。

　フィリーネは、その光景を呆然と見つめていた。アーベルがこんなに強いなんて、考えたこともなかった。

「――待たせたな」

　こちらに向かって、アーベルが微笑みかける。

　いったい、どうやって、ここに気がついたのだろう。

　フィリーネが、それを問う間もなく、抱え上げられた。

「まったく――出かけたかと思ったら、事件に巻き込まれて。本当に、お前は手間がかかるな」

「……て、手間がかかるってあんまりな言い方です！」

　そう勢いあまって返す。返してから自分の言葉があんまりだったことに気づいて青ざめたけれど、アーベルはフィリーネをぎゅっと抱きしめてくれた。




　そこから先は、大忙しだった。男達を捕らえ、城に連行する手はずを整える。

　ユリスタロ王国から運ばれてきたレースは、本来ならクラインの店に運び込まれるのだけれど、馬車が大事な証拠品ということもあり、一度王宮まで持っていくことになった。

　フィリーネは、というとアーベルの馬に同乗させられている。彼の前に座っているのは落ち着かなかった。

「……どうして、私がさらわれたってわかったんですか？」

　フィリーネが問いかけるとアーベルは気まずそうに視線をそらした。それから、手でくいっとパウルスの方を示す。

「あいつと出かけただろ？　だから――なんとなく、気になって追いかけたんだ」

「気になってって……なんで？」

「あーもう、うるさいな！　お前、あいつと付き合ってるんだろ？　だから、あいつと一緒に出かけるのがおもしろくなかったんだ」

「……は？」

　たっぷり三分固まってから、フィリーネは返した。パウルスと付き合ってるって、そんな質の悪い冗談、いったいどこから出てきたというのだろう。

「……あの、なにか誤解してません？」

「だって、あいつ、大事なフィリーネを泣かせるなって言ってたぞ」

　ライラにショールを破られて号泣した後、パウルスがアーベルにそう釘を刺したらしい。だからって、そこでそんな誤解をするなんていったいどうなっているのだろう。

「泣かせるなっていう発言についてはどうかと思いますけど、パウルスはヘンリッカと婚約してますよ？」

「ヘンリッカってお前の侍女か？」

「そうです。だから、今回パウルスについてきてもらったんです。私の侍女役は、ヘンリッカにしか務まらないから。三か月も引き離すのは申し訳ないし、こっちの国に一緒に来たら、ふたりで街に遊びに行く時間も取れるでしょう？」

「あー……」

　アーベルが気まずそうな表情になって、手綱を持っていない方の手を頭にやった。そのままぐしゃぐしゃと頭をかき回す。

「大事なっていうのが上についたのはいいことですよね！　いとこ同士、仲よくしなくっちゃ」

「あ、そうか……そういや、いとこだったな……」

　馬上でアーベルがうなる。フィリーネはきょとんとして、彼の顔を見上げてしまった。いったい、なにがあったというのだろう。

「……なにか、問題でも？」

「いや、そういう事情ならいいんだ。とにかく、今日はこのまま城に戻るぞ」

「はい！」

　アーベルに気づかれないといいなと思いながら、フィリーネは彼の方に体重を少しだけ預けた。アーベルの花嫁選びが終わるのはあともう少し――だから、その時までに、この気持ちに整理をつけないと。

（……でも、よかった）

　来てくれたのがアーベルでよかった。彼ともう少しだけ一緒にいられてよかった。

　ふと視線を上げれば、隣で馬を進めているパウルスがにやにやしながらこちらを見ている。フィリーネは、ぷいっと顔を背けたのだった。




　フィリーネが、国王に呼び出されたのは、それから数日後のことだった。まさか、自分がアルドノア王国の王に呼び出されることがあるなんて思っていなかったから緊張してしまう。

　急いで身なりを整え、呼び出された場所に行ってみれば、そこにはかなりの人数が集まっていた。そのうち何人かは、縄で両腕を拘束された悪人だ。おそらく、あの時、フィリーネをとらえた一団なのだろう。彼らの顔も、よく覚えていないけれど。

　その他に、偉そうな人が何人か集まっている。服装からするとライラの国の人だろうか。

　そして、そこに呼ばれていたのはそれだけではなかった。

（……なんで？）

　なぜか、ライラまでその場にいる。彼女は、不機嫌そうな顔をしてフィリーネを見ていた。ライラがフィリーネに不機嫌な顔を向けるのは今に始まったことではない。

　彼女と、にこやかに会談できたことなんて一度もなかった。

「――さて、これで全員そろったかな」

　アーベルは、父であるアルドノア国王の隣に立っていた。彼がこちらに向けて小さく笑みを投げてくれたから、それだけで心臓が少し、落ち着いてきた。

「……先日、ユリスタロ王国のフィリーネ姫が誘拐されるという事件があった。フィリーネ姫、間違いないか」

「間違いありません。でも、それは……私が、馬車に乗っていたせいで」

　彼らの目的は、積み荷の方なんじゃないかと思う。フィリーネ本人より、三乙女のレースの方がはるかに価値がある――はずだ。

「――それは、そうだが誘拐されたという事実には変わりがないだろ」

　そう言うアーベルはちょっと怒りを隠しきれないようだった。そして、ライラの方に向きを変える。

「――積み荷を奪うことを指示したのは、そちらのライラ姫だ」

　は？　と奇妙な声を上げそうになったのを懸命にのみ込む。だって、ライラが積み荷を奪う指示をするなんて――なんで、そんなことをする必要があるのだろう。

「――本当に、申し訳ありませんでした」

　デルガド王国の高官が、フィリーネに向かって頭を下げる。フィリーネは慌ててばたばたと手を振った。

「いえ、だって、そんな」

　こういう場合、どう振る舞うのが正解なのだろう。助けを求めて視線を巡らせるけれど、助けになってくれる人はいなそうだった。

「ユリスタロ王国のレースが人気を得ているということだけではなく――ライラ様は他に思うところがあったようです。それで、あんな愚行を」

「なんでそんなことしたのかしら。だって、昨年、我が国が売り込みに行った時には、目もくれなかったのに」

　誰に聞かせるともなく、思わずフィリーネはつぶやいた。そう、昨年、デルガド王国に売り込みに行った時、まるっきり相手にされず、だから今回、フィリーネがアルドノア王国に来なければならなくなったのだ。

　だが、フィリーネのそのつぶやきは、ライラの耳に届いていたらしい。

「だって……こんなに素敵な品だとは思わなかったんだもの」

　ぷいっとライラは横を向く。その様子は、完全にふてくされていた。

「私のところまでそのレースは届けられなかったのよ。届いていたら、まとめて買い上げていたわ」

　昨年、デルガド王国に三乙女のレースを売り込みに行った時、王族に献上するところまではいかなかった。フィリーネ達はライラが気に入らなかったために取引してもらえなかったのだと思い込んでいたけれど、自国の産業を守ろうとするデルガド王国の商人達に途中で阻まれてしまったらしい。

「……ライラは、レース職人である乙女達を自国に連れ去る計画も立てていたそうだ」

「――はぃ？」

　アーベルのとんでもない発言に今度こそ、フィリーネは奇妙な声を上げてしまった。今回は、さすがに抑えられなかった。拉致しようという計画もどうかと思うが、レース職人の乙女達なんて、どこにもいない。

「ええとですね……三乙女のレースとは銘打ってるんですけど、レースを作ってるのは乙女じゃないので……たぶん、我が国に来ても乙女は見つからないんじゃないかと」

　どちらかといえば、職人はおじさんも多かったりする。

　だって、雪が積もる冬の間、外での作業はできないから、室内で国の特産品を作ることはできないだろうかというところから始まった計画だ。職人として働いているのは、農家の主に猟師に漁師。それに冬の間は客の来ない商店の主や、城の庭師。それから、彼らの妻や娘、息子といった家族達。レース職人としてだけ働いている者は現時点ではひとりもいない。

「ええと、まあ、その……乙女もいないわけではないのです、が――」

　乙女が作っていると言った方が女性受けがいいような気がするので、その誤解はあえてとかなかった。

　まさか、そんな――そんなことになるなんて、想像もしていなかったのだ。自分が甘かったということをまた思い知らされてフィリーネはうなだれた。

「う、嘘よ！　だって、あんな繊細なレース――女性にしか作れないでしょ！　我が国のレース職人は、大半が女性だわ」

「それは――その国の違いというしか」

　デルガド王国では若い女性が職人として働いているかもしれないが、フィリーネの国では違う。そんなことを言われても困るだけなのだが。

「……そんなことを言われても」

　ライラに肩を掴まれ、がくがく揺さぶられながらフィリーネはぼやいた。納得できないのはしかたないかもしれないが、ここで揺さぶられても困る。

「そこまでにしてもらおうか。お前のしたことは、許されることではない」

　結局、ライラについては、デルガド王国への強制送還が決まった。あとは、国に戻ってからデルガド王国側に処分を任せることになる。

「本当に、それでいいのか？　フィリーネ姫。我が国もこのような事態を招いたことを非常に申し訳なく思う」

「いえ。私が少し怖い思いをしただけですし、誰も怪我はしていませんから……ライラ様が、二度と同じ過ちは繰り返さないというのであれば、私としてはそれでかまいません」

　今後、フィリーネはユリスタロ王国の女王として立つことになる。その時のことを考えると、デルガド王国との間で必要以上に事を荒立てたくないという思惑もあった。

　デルガド王国が、きちんとライラを罰してくれるというのならばこれ以上言うことはない。

　改めてユリスタロ王国に詫びを入れる使者を出すと言い、デルガド王国側の使者が何度も頭を下げて、ライラを連れていく。

「ご希望の方がいるなら、工房を見学していただいてもかまいませんけれど……？」

　皆に向けられたフィリーネのその提案に、アーベルがうなずく。その場を去ろうとしていたライラとデルガド王国の使者は立ち止まって頭を下げ、一同ユリスタロ王国に向かうことが決められたのだった。




「お前、本当にお人よしなんだな」

　ユリスタロ王国に向かう馬車の中、アーベルがため息をつく。アーベルとフィリーネが並んで座り、ふたりに向かい合うようにしてヘンリッカとパウルスが座っていた。

「あのですね、アーベル殿下。フィリーネがお人よしなのって、今に始まったことじゃないんですよ――」

　横からパウルスが口をはさむ。

「なによ、パウルス。その言い方ってひどいんじゃないの？」

　フィリーネは、思いきりわかりやすくふくれっ面になった。お人よしって言い方はどうかと思う。性格が悪いよりはずっといいけれど、お人よしで片づけられてしまうのはちょっとむかっとする。

「あ、そうそう――フィリーネ様、これ。修復できましたよ」

「……嘘っ」

　おとなしく座っていたヘンリッカがフィリーネに差し出したのは、あの日ライラに破かれてしまったショールだった。

　破れてしまったところは、他のレース――たぶん、ヘンリッカのものだ――と上手につないであり、もとのデザインとは一部変わってしまっている。たぶん、もとの形には戻せなかったからだろう。

　けれど、三種類のレースのつなぎ目は丁寧にかがられていて、普段使いにするにはまったく問題のないところまで修復されていた。

「ありがとう、ヘンリッカ！　すごく――すごく、うれしい！」

　フィリーネは、ヘンリッカから受け取ったショールを抱きしめた。このショールには、皆の想いがこめられている。あの日、踏みにじられてしまった皆の想いも、その中には含まれていた。

「お礼なら、アーベル殿下に言ってくださいね。殿下が修復するようにって持ってきてくださったんですから」

「……アーベル様が？」

　まったく思ってもいなかった展開に、ショールを抱きしめたままきょとんとしてしまう。気まずそうにアーベルは視線をそらした。

　ここで始めて気づく。たしかにあの時、ショールを持っていくことができたのはアーベルだけだ。そして、ヘンリッカが部屋にこもりがちになっていた理由にも。

「それは、だな。ほら――フィリーネが泣いていたから、だ」

　にやにやするパウルスとヘンリッカのせいで、馬車の中は妙な空気に包まれた。

「ほらほら、今のなし！　今のなし――！　ヘンリッカ！　お前、なんでこのタイミングで出してくるんだ！」

　アーベルが、焦ったような声を上げる。

「おもしろいからに決まってるじゃないですか！」

　にやにやしっぱなしのヘンリッカが意気揚々と宣言する。そのひと言で、アーベルの中では、ヘンリッカを敵に回してはいけないと認識されたみたいだった。

　というか、アーベルに対してちょっと遠慮していたヘンリッカが、完全に遠慮をなくしたようだ。ここまでくると、フィリーネに対する態度とさほど変わらないかもしれない。

「なんだか、ずいぶん長い間留守にしていたみたい！」

　窓の外を流れる景色が、見慣れたものへと変化してきた。子供の頃から、毎日同じ景色を見ていたのに、この数か月は、たくさんの人が集まり、たくさんの商品が商店に並ぶという全然違う景色を見ていた。

　けれど、久しぶりに見た故郷の光景はやはりフィリーネをほっとさせてくれる。

「こっちの空気は、やっぱりおいしいよね……」

　ヘンリッカと並んで座っていたパウルスがしみじみとつぶやく。フィリーネもそれには完全に同意だった。

　アルドノア王国も楽しかったけれど、生まれ育った故郷に勝るものはないと思う。

「本当、あっちでは大変でしたからねぇ。フィリーネ様も、早くこっちに戻りたいでしょう」

「え、ええ……ええ、まあ、そうね」

　ヘンリッカのなにげない言葉に、思っていた以上に動揺したのをフィリーネは自覚した。最初から終わりが見えていると言い聞かせていたのに、今さら、こんなことくらいで動揺するなんて。

　ちらりと隣に座っているアーベルの顔を見上げる。彼が、なにを考えているのか、その表情からは読み取ることはできなかった。

　アーベルを連れ、王宮へと入る。あらかじめ話は通してあったから、父である国王や大臣達がずらりと並んで出迎えてくれた。

　ライラとその使者達は、アーベル達よりもひと足先にユリスタロ王国を訪れ、フィリーネの両親に謝罪をすませていた。アーベルとフィリーネがライラ一行に気づくと、彼らは深く頭を下げた。

「ただいま戻りました――お父様、お母様」

　両親の顔を見たら、このまま気が緩んで泣きだしてしまいそうだ。だから、懸命に笑顔をつくる。

「お帰り、フィリーネ」

「しばらく見ない間にずいぶん大人になったみたいね」

「そ、そうかしら……」

　こんなに長く両親と顔を合わせないなんてことがなかったから、また涙腺が緩みそうになる。だが、今はそれどころではないということも思い出した。

「さっそくで悪いのだけれど、工房を見せてもらってもいい？　アーベル様が、レース工房に興味があるっておっしゃってるの」

「かまわないが、参考になるのかな」

　父が許可を出してくれて、工房へとアーベルを案内する。

　工房として使われているのは、昔は、たくさんの人を集めていた広間で、ずらりと並んだ机はクラインの店にかける札を作ってくれた家具職人の手になるものだった。

　台の上にいくつもボビンを並べて、レースを織っている者。真面目な顔をして、紙に下絵を描いている者。できあがったレースにアイロンをかけている者。

　それぞれの工程で、皆作業していたけれど――そこにいわゆる「乙女」は存在しなかった。

　森の乙女ドリーのレースを織る作業にいそしんでいるのは、二十年前からレースづくりに携わってきた漁師のおかみさんだ。

　雪の乙女シエルのレースを織っているのは、背中に子供を背負ったお母さん。農家に一昨年嫁いだ女性で、お腹にはもうひとりいるそうだ。生まれる前に仕上げてしまいたいと無理をしない程度にがんばってくれている。

　それから、虹の乙女イリスのレースを織っているのは、芋の収穫を終えたおじさんだし、少し離れたところでデザイン画を描いているのは、元靴職人の老人だ。子供の頃から植物の絵を描くのが好きだったとのことで、デザインを担当してくれている。今は、店を息子に譲り、靴修理だけを受け持つ合間にこうしてデザイン画を描きに来てくれているのだ。

　糸を運んだり掃除をしたりして手伝いをしているのは、七歳の女の子だ。

「俺もお前に聞くまでは、若い女性だけが織っているものだと思っていた。ライラもそう言っていたしな」

　その様子を見ていたアーベルが、ぽつりとつぶやいた。

「……三乙女のレースではあるんですけど、作り手が全員乙女とは私、言った記憶がないんですが……」

　乙女のレースだと言ってしまったのは事実だけれど、全員乙女とは言ってない。というのは言い訳だろうか。

「あのライラ様のこと……本当によかったんですか？」

　フィリーネが問うと、アーベルは肩をすくめた。

「母上の一押しの相手ではあるが、お前の国に嫌がらせしてたんだぞ。それに、デルガド王国のせいで産業をつぶされた小さな国はたくさんあるからな。そんなの王太子妃にしたら、あとあと問題を引き起こすかもしれないじゃないか」

　デルガド王国が、ユリスタロ王国以外の産業もつぶしにかかっていたのは知らなかった。やはり、アーベルにはかなわないらしい。

「ああ、それと。お前の両親に話がある。今から会えるか？」

　アルドノア王国に行ってからのフィリーネの生活態度がいまいち悪いとか、そういう話だったらどうしよう。

　フィリーネはそんな不安を抱きながら、まずはアーベルを応接間に案内する。

　謁見のための間よりも私的な応接室の方がいいかと思ってのことだったけれど、ヤグルマギクの間と比較したら、あまりにも質素で申し訳ないくらいだった。けれど、アーベルは意外にもこの部屋が気に入ったみたいだった。

「この部屋、なんかいいな。お前が温かい環境で育ってきたというのがよくわかる気がする」

「……本当ですか？　アーベル様から見たら質素すぎませんか？」

「質素すぎるなんてことはない」

「それならよかったです」

　だが、これでもアーベルを迎えるのに、精いっぱいの準備はした。こちらとしては最高のおもてなしの準備をしていたわけで、なにひとつ恥じるべきところはない。

　案内したのはよかったけれど、ぎこちない沈黙がふたりの間に満ちる。アーベルの顔を見ることができなくて、視線を床に落とした。

「――フィリーネ」

　不意に彼がフィリーネの名前を呼ぶ。彼の口から自分の名前が出たということに、フィリーネは動揺した。

　なにも言えず、そろそろと視線を上げたら、こちらを見る彼は今まで見たことないような表情をしていた。その表情をどう表現したらいいのかよくわからなかったけれど、まるで――フィリーネのことを宝物と思っているような、そんな表情だった。

「俺は、お前が好きだ。だから、お前をこの国に返すつもりはない。俺のそばにいろ」

「で、でも……」

　本当に、いいのだろうか。彼の手を取ってしまっても、本当にいいのだろうか。いや、それはできない。

　彼の言葉は真摯なものであった。それは理解できたけれど――。フィリーネの心の中には、自分はユリスタロ王国の後継者なのだという確たる思いがある。

　フィリーネが現実を理解できないでいるうちに、連絡を受けたフィリーネの両親がアーベルに会いにやってきた。この場で改めてお礼を言おうということなのだろう。

「アーベル王子、このたびは娘を救ってくださって感謝する」

「こちらの手が回らず、申し訳なかった」

　アーベルが、素直に頭を下げている。しかもフィリーネのために！

「やや、それってアーベル様が頭を下げるところじゃないですよね？　私、たまたま馬車の中にいただけだしっ！」

　慌ててばたばたと手を振るフィリーネに、アーベルはもう一度頭を下げた。

「それでも、だ。客人を守れなかったというのは、我が国の非となる」

「そこまでにしてください。娘も無事に戻りましたし、我々としてもこれ以上言うことはありません」

「そんなことより、クラインの店を紹介してくださってありがとうございました」

　頭を下げ続けるアーベルをなだめてくれた両親は、城内を案内すると言って、アーベルを連れ出した。

「――フィリーネ姫を守れなかった身で、こんな申し出をするのは――恐縮なのですが。フィリーネ姫との結婚を許していただけませんか」

「ちょ、なに言ってるんですか！」

　今、完全にフィリーネの頭から行儀とかマナーとかそういう単語は抜け落ちた。アーベルとの契約は、花嫁選びの期間が終わるまでの限定的なものではなかったのか。

　だいたい、結婚の申し込みを本人より先に、両親にするというのはどういうわけだ。口を開いたり閉じたりしていると、父はあっさりと許可を出してしまった。

「――わが娘でよければ喜んで」

「ちょっとお父様！」

　あまりにもあっさりと父が承諾したものだから、フィリーネは悲鳴じみた声を上げた。父には、冷静に考えてほしい。

　だって、フィリーネは両親の唯一の娘。女王となって、婿を取らねばならないのに喜んでなんて言ってしまっていいのだろうか。

「そんな、簡単に喜んでなんて言ってるけど、この国の王座はどうするのよ！」

「お前、女王になりたかったのか？」

　父の問いに、フィリーネは言葉につまってしまう。

　なりたかったのかって――そんなふうに面と向かって問われると困る。女王になりたいかなりたくないかというより前に、フィリーネは、女王になるものと決められていたはず。生まれた時から他の道があるなんて考えたことは一度もなかった。

「女王だからって、ここに住んでなきゃならないって決まりもないし、私はいいと思うがなぁ。我が国は貧乏だし、婿入りしてくれる人を探すのはとても大変なんだよ」

　両親がのんびりしているとフィリーネものんきにかまえていたけれど、実はそんな事情があったのか。いや、なんとなく意識していたからこそフィリーネも真剣に考えないようにしてきた面もあるけれど。

「そうそう。帰ってこようと思えば、いつでも帰ってこられるわけだし」

　父の言葉に、母が同意する。この人達、ずいぶんのんきなのでは？　そう口から出かけた言葉をのみ込み、吐き出そうとして、またのみ込む。

「ユリスタロ女王が、アルドノア王妃になったら、問題あるかしら？　だったら、王位はパウルスにあげちゃえば？　あなたがそんなに王座に固執してるとも思えないし、パウルスならいい王様になると思うのよ」

「ちょっとお母様！」

　再びフィリーネの口から悲鳴じみた声が上がる。

　母の提案もものすごい。あげちゃえばって王位って、そんなに簡単に譲ってしまっていいものだったのだろうか。いや、よくないだろう。いくら八百人くらいしかいない国とはいえ、簡単に譲っていいはずがない。

「い、いいのでしょうか。本当に……？」

　と両親に問いかけるアーベルの方も、なんだか困惑気味だ。フィリーネは自分に注意を向けようと足を踏み鳴らした。

「その前に、誰ひとりとして、私の意思を確認してくれないのはなんでなの？」

　アーベルの気持ちだって、たった今聞かされたばかりだ。現実のものだと思えていないのに、フィリーネを通り越して縁談が成立するというのはどういうわけだ。

「――だって、お前が嫌というはずはないだろう」

　あまりにも自信満々にアーベルが言うものだから、フィリーネは真っ赤になってしまった。最初から、アーベルは断られることなど想定していなかったらしい。

　やっぱりこの人は傲慢だ。なんでも自分の願い通りにかなうと自信満々らしい。

　けれど、彼の言う通りフィリーネが「嫌」というはずもなかった。彼の求婚を断るなんてできない。

　どうやら、彼には一生かなわないような気もするけれど――それでもいいのではないかと思ってしまうのだから、やはりフィリーネもアーベルには弱いのかもしれなかった。

「――わかった。じゃあ、フィリーネの意思を確認する。俺と結婚するのは嫌か？」

　そう問いかけられて、フィリーネはますます顔を赤くした。正面切って問われるとなんと返事したらいいものか。しかも、両親の目の前で、だ。

「嫌なのか？」

　そう重ねて問いかけるアーベルの声には、まったく不安の色は見えなかった。やっぱりフィリーネが断るとはまったく考えていないらしい。

「……お受けします」

　小さな声でそう言うと、そばで見守っていた両親がほっとしたような顔になった。
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「……まさか、フィリーネ様の方が先に結婚するとは思いませんでしたけどね！」

「それは、アーベル様に言ってほしいんだけど……」

　あっという間に婚約が調って、あっという間に結婚式だ。先を越される形になったヘンリッカがぶうぶう言いながらも支度を手伝ってくれる。

「このウエディングドレス、私の結婚式に譲ってくれるというから文句は言いませんけどね！」

　今やユリスタロ王国、三乙女のレースといえば、大陸中の若い女性の憧れの品となっている。昔は権勢を誇っていたものの、今や山間の小国となってしまったユリスタロ王国の王女が、アルドノア王国の王太子を射止めたのだからそれも当然だ。

　クラインの店でしか入手できないために、今やクラインの店は、次から次へと依頼があって目の回るような忙しさらしい。

　だが、今では三乙女のレースはなかなかお目にかかれない幻の一品となっている。クラインが、レースを売る相手を慎重に選んでいるためだ。今後は特別感を強調した売り方をしていくらしい。

　そして、最近クラインの店の隣に雑貨を売る店が開店した。経営者はクラインで、仕立屋から出た端切れで作った小物と一緒に、フィリーネが王宮で作っていたような手編みのレースやそれをあしらった小物も売られている。レースの付け襟や、レースのハンカチも人気商品なのだが、レースだけ買って、自分で小物やドレスに縫いつけて飾るのもかわいいと大評判だ。

　三乙女のレースの増産体制はとれないものの、今までユリスタロ湖近くの土産物店でだけ売っていた品が、今ではクラインの雑貨屋でも買えるというわけだ。やはり、彼は商魂たくましいらしい。

　ユリスタロ王国、三乙女のレースの独占販売期間を三年から五年に延長するために彼はフィリーネ達にとても協力的だ。

　フィリーネのウエディングドレスもクラインが店のお針子総動員で間に合わせてくれた。ベールに使われたのは、虹の乙女イリスのレース。胸もとには雪の乙女シエルのレース。そしてスカート部分には、森の乙女ドリーのレースがあしらわれている。

　今、この三種類のレースをすべてそろえようと思ったら、どれだけお金がかかるのか考えるのも恐ろしいくらいだ。

「なんだ、まだここにいたのか」

「アーベル様」

　今日のアーベルは、フィリーネと同じように白の正装を身に着けている。その姿がまぶしくて、一瞬視線をそらしてしまった。

　だって、彼にどきどきしていると知られるなんて、なんだか負けたような気がする。

　――でも。

「行くぞ」

　アーベルは迷うことなく手を差し出す。フィリーネはその手を取った。

　結局、王位の継承権はフィリーネが持ったままだ。ユリスタロ王国の王太子兼アルドノア王国王太子妃だ。

　さすがに王位を簡単にあげてしまうのはどうかということになり、フィリーネが即位する時がきたら、その時はパウルスが王家の代理人を務めてくれるということで話をつけた。

　――三乙女のレースを身に着けると、恋がかなうだけではなくて幸せになることができる。

　いつの間にか、そう言い伝えられるようになっているのをフィリーネは知らない。

　そして、この日。

　初恋を実らせたフィリーネは世界一幸せな花嫁となった。
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あとがき




　この度、「傲慢殿下と秘密の契約　～貧乏姫は恋人役を演じています～」が、「独占欲強めの王太子殿下に、手なずけられました　わたし、偽花嫁だったはずですが！」と改題してベリーズ文庫に仲間入りさせていただくことになりました。




　今回の主人公、フィリーネはお姫様ではありますが、本人の言う通り総人口八百人くらいの小さな国の王女なので、お姫様らしからぬ言動も多々見受けられる子です。

　そして相手役のアーベルはと言えば、大国の王子様。自分の目的のためには相手を利用することもいとわない若干傲慢なところのある男性。そして、フィリーネとは違う方法で自分の国をよくしようと頑張っている人でもあります。

　一見対照的な二人ではありますが、共通点は自分の国とそこで暮らしている人達を大切に思っていること。そんな二人が、お互い少しずつ相手のいいところを見つけ出して仲良くなっていく、お話です。

　今回、『糸の宝石』と作中でレースを表現している描写がありますが、最高級の品質のレースの中にはお城や宝石よりも高値で取引されたものもあったそうです。クラインが『三乙女のレース』を出し惜しみし始めたのは、正解かもしれませんね。




　カバーイラストを担当してくださったのはさばるどろ先生です。凛々しいアーベルと美しいフィリーネにうっとりです。お忙しい中お引き受けくださり、ありがとうございました。

　今回、この作品を書籍化するにあたりたくさんの方にお世話になりました。担当してくださった福島様、鶴嶋様、佐々木様ありがとうございました。その他、この作品にかかわってくださった方すべてにお礼申し上げます。

　そして、この本を手に取ってくださった読者の皆様、ありがとうございました。まだしばらく、サイトの方はうろうろしている予定ですので、どこかで見かけたらお声がけいただけると嬉しいです。

　またいつかお会いできますように。ありがとうございました！





雨あま宮みやれん
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独占欲強めの王太子殿下に、手懐けられました

わたし、偽花嫁だったはずですが！
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